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１【系統性】の理解に基づく【連続性】を確保した調査企画の全体像   
 

校種 小学校 
対象学年 第 3 学年 第 4 学年 第 5 学年 第 6 学年 
出題範囲 第 2 学年 第 3 学年 第 4 学年 第 5 学年 

Ａ 

数
と
計
算 

C【知】数の見方  
(1)ｳ 整数の相対的な大きさ 2-2  (1)ｳ 整数の相対的な大きさ 2-2  (5)ｱ 小数の相対的な大きさ 2-2  (2)ｱ 数の大きさの関係 2-2 
C【知】数の大小比較  
(1)ｲ 整数 3-1 (6)ｱ 分数と小数 3-1 (6)ｱ 分数と整数 3-1 (4)ｴ 異分母分数 3-1 
B【知】計算の意味  
(3)ｱ 整数×整数 4-1 (3) 整数×整数 4-1 (5)ｳ 小数×整数 4-1 (3)ｱ 小数×小数 4-1 
C【技】計算の仕方  
(2)ｲ 2 位数－ 2 位数 1-1 (2)ｱ 4 位数－ 4 位数 1-1 (6)ｲ 分数－分数・同分母 1-1 (4)ｵ 分数－分数・異分母 1-1 
        
        
        
        
B【技】計算の仕方  
(3)ｳ かけ算九九 1-3 (3)ｲ 3 位数×2 位数 1-2 (5)ｳ 小数×整数 1-2 (3)ｲ 小数×小数 1-2 
B【技】計算の仕方  
(2)ｲ 3 位数－ 2 位数 1-2 (4)ｳ 2 位数÷1 位数 1-3 (5)ｳ 小数÷整数 1-3 (3)ｲ 小数÷小数 1-3 
    
        
    
        
B【考】計算の仕方の説明  
(2)ｱ 3 位数－2 位数の計算の説明 4-2 (3)ｱ ２位数×2 位数の計算の説明 4-2  (5)ｳ 小数×整数の計算の説明 4-2 (4)ｶ 分数÷整数の計算の説明 4-2 
A【考】計算の活用  
(2)ｱ 整数の加法 8-3 (4)ｱ 除法の余り 8-3 (4) 2 位数の乗法 8-3 (1)ｱ 奇数の加法 8-3 
A【考】計算の考え方  
(2)ｲ 3 位数－2 位数の筆算 8-2 (3)ｱ 3 位数×2 位数の筆算 8-2 (5)ｳ 小数×整数の筆算 8-2 (6)ｲ 分数－分数＝分数の計算 8-2 

Ｄ 

数
量
関
係 

式 

C【知】式表示  
(1) 加法の関係 3-2 (2)ｲ □を使った式 3-2 (2)ｳ ○△を使った数量の関係の表示 3-2  (2) ○△を使った数量の関係の表示 3-2  
    
        
    
        
    
        
A【考】式表示  
(1) 整数の減法 8-1 (2)ｲ 小数の減法 8-1 (2)ｳ かっこの付いた整数の減法と乗法 8-1  (2) かっこのついた小数の減法と乗法 8-1  
    
        
    
        

関
数 

        
        
B【技】関数の考え  
(2) 一つの数を二つの数の積と見る見方 5-1  (1) 除法の余りに着目した問題 5-1  (1) 三角形の一辺と周りの長さの関係 5-1  (1) 正方形の数と辺の数の関係 5-1  
        
        
S【考】関数の考えの活用（小学校）、関数の考えを使った問題解決（中学校）  
(1) 加法や減法の活用 10 (2)ｱ 加法や乗法の活用 10 (2) 乗法や除法の活用 10 (2)ｲ 四則全ての活用 10 

資
料 

C【知】資料の読み取り  
(3) グラフの名称 6-1 (3) 棒グラフの名称 6-1 (4)ｲ 折れ線グラフの名称 6-1 (4) 帯グラフの名称 6-1 
B【技】資料の読み取り  
(3) 絵グラフ 6-2 (3) 棒グラフ 6-2 (4)ｲ 折れ線グラフ 6-2 (4) 円グラフ 6-2 
    
        
    
        
    
        
  A【考】資料の分類整理  
    (4)ｱ 二次元表 8-4 (3) 割引情報からの選択 8-4 

Ｂ 

量

と
測
定 

C【知】単位の関係  
(2)ｱ 長さ 2-1 (1)ｲ 長さ・重さ 2-1 (1)ｱ 長さと面積 2-1 (2)ｱ 長さと体積 2-1 
B【技】量の測定  
(1)ｱ 1m より 38cm 短い長さ 3-3  (1) 円と長方形の関係 3-3 (1) ｲ  正方形長方形の面積 3-3 (1)ｱ 台形の面積 3-3 
A【考】量の計量  
(3)ｱ かさ 7-2 (1)ｲ 重 さ の 順 番 7 - 2 (1)ｲ 複合図形の面積の求め方 7-2 (2)ｲ 複合図形の体積の求め方 7-2 

Ｃ 

図
形 

  C【知】図形の見方・考え方  
    (1)ｲ 平行四辺形の角と辺の大きさ 3-4  (1)ｳ 三角形の角の大きさ 3-4 
B【知】図形の分類  
(1)ｱ 三角形・四角形 5-2 (1)ｱ 二等辺三角形・正三角形 5-2 (1)ｲ 四角形 5-2 (2)ｱ 角柱、円柱 5-2 
    
        
B【技】図形の作図  
(1)ｲ 直角三角形 7-1 (1)ｱ 二等辺三角形 7-1 (1)ｲ ひし形 7-1 (1)ｱ 正多角形 7-1 
  B【考】図形の見方・考え方  
    (1)ｲ ひし形の性質 4-3 (1)ｴ 正多角形の性質 4-3 
A【考】図形の見方・考え方  
(1)ｲ いろいろな正方形を見つける 7-3  (1)ｱ 正三角形と二等辺三角形の合成図形 7-3  (1)ｲ 四角形と対角線の関係 7-3  (1)ｳ 立方体の展開図 7-3 
S【考】図形の見方・考え方  
(1)ｳ さいころの向かい合う面 9 (1) ｱ ｳ 円を使った二等辺三角形と正三角形 9  (1)ｲ 複合図形の面積を 2 等分する 9  (1)ｲ 合同な図形 9 
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  ※S～C：設問レベル、【考】数学的な考え方／見方や考え方、【技】数量や図形についての／ 

数学的な技能、【知】数量や図形／などについての知識・理解、番号：設問番号 
 
 

中学校 校種 
第 1 学年 第 2 学年 第 3 学年 対象学年 

小学校第 6 学年 第 1 学年 第 2 学年 出題範囲 
  

Ａ 

数
と
式 

(1) 逆数の表し方 2-2  (1)ｳ  正負の数、絶対値の意味 1-1   
   
      
   
(1)ｱ 分数×分数 4-1      
 
(2) 整数－分数×小数 1-1  (2)ｳ  一次式の減法 2-2 (1)ｱ 多項式の減法 1-3  
  C【技】計算    
  (1)ｳ  正負の数の加法減法 1-2   
    C【技】計算  
    (1)ｱ 同類項をまとめる 1-2 
 
(1)ｲ 分数×分数 1-2  (1)ｳ  正負の数の乗法 1-3 (1)ｱ 単項式の乗除法 1-4  
 
(1)ｲ 小数÷分数 1-3      
 B【技】計算  
  (1)ｳ  正負の数の四則混合 1-4 (1)ｱ 式 の 四 則 混 合 1 - 4 
 B【技】式の値  
  (1)ｲ  複数の文字を含む式の値 2-3 (1)ｱ 四 則 計 算 を 含 む 式 の 値 1-6 
   
(1)ｲ 分数÷分数の計算の説明 4-2      
  
(1)ｳ 分数の除法 8-3  (1)ｴ  正負の数 1-5   
   
(1)ｲ 分数×分数＝分数-分数の計算 8-2     
 
(3)ｱ 文字を使った式の表示 3-2  (2)ｲ  文字式の表し方 2-1 (1)ｱ 単項式、多項式の表し方 1-1  
 B【技】数量の関係  
  (2)ｴ  速さ 2-4 (1)ｲ 割合 1-9  
 B【技】方程式の解き方  
  (3)ｲ  一元一次方程式 2-5 (2)ｳ 連立方程式 1-8  
 B【技】式の解法  
  (3)ｲ  (  )を含む比例式 2-6 (1)ｳ 等式 1-7  
   
(3)ｱ かっこの付いた分数の減法と乗法 8-1      
 A【考】式の活用  
  (2)ｴ  式の読み取りの説明 7-2 (1)ｲ 整数の性質の説明 6  
 A【考】方程式の活用  
  (3)ｳ  一元一次方程式 7-1 (2)ｳ 連立方程式 7  
    C【知】一次関数のグラフ  

Ｃ 

関
数 

    (1)ｲ 傾き・切片 3-1 
 
(2)ｲ 比例関係 5-1  (1)ｴ  比例のグラフの式 5-1 (2)ｲ 2 点を通る直線の式 3-2  
    B【技】方程式のグラフ  
    (3)ｳ 二元一次方程式グラフ 3-3 
 
(2)ｲ 比例の活用 10  (1)ｵ  比例の活用 5-2 (4)ｴ 一次関数の活用 8  
  

Ｄ 

資
料
の
活
用 

(4)ｲ 柱状グラフの名称 6-1  (1)ｱ  最頻値の理解 6-1   
  
(4)ｲ 柱状グラフ 6-2  (1)ｲ  ヒストグラム 6-2   
 A【考】資料の読み取り   
  (1)ｲ  分布の様子 6-3   
C【知】場合の数の意味   C【知】確率の意味  
(5) 場合の数の意味の理解 3-1    (1)ｱ 確率の意味の理解 2-1  
  B【技】確率の計算  
    (1)ｱ 同時に振る 2 個のさいころの出る目の数の和 2-2  
 
(5) 起こり得る場合の数 8-4    (1)ｲ くじを引く時の順番と確率 2-3 
   

Ｂ 

図
形 

(5) 水の体積と重さ 2-1     
   
(3)ｱ 角柱の体積 3-3      
  
(3)ｱ 複合図形の体積の求め方 7-2  (2)ｳ  複合回転体の体積の求め方 4-2   
 
(1)ｱ 縮尺された図の実際の長さ 3-4 (1)ｱ  角の表し方 3-1 (1)ｱ 平行線の性質 4-1  
   
(1)ｲ 対称な図形 5-2      
 B【知】図形の見方・考え方  
  (2)ｲ  立体図形の分類 4-1 (2)ｳ 四角形の分類 4-2  
   
(1)ｱ 2 倍の拡大図 7-1  (1)ｳ 直線上の 1 点を通る垂線 3-2   
 
(1)ｲ 線対称・点対称 4-3  (1)ｲ  図形の移動 3-3 (2)ｲ 二等辺三角形 5-1  
 
(1)ｱ 拡大図のもとの図形の辺長さ７－３  (2)ｲ  投影図 4-3 (1)ｱ 等積変形 5-3  
 
(1)ｲ 対称な図形 9  (2)ｲ  円錐の側面のおうぎ形の中心角 8 (2)ｳ 三角形の合同条件を用いた証明 9  
  A【考】図形の見方・考え方  
    (2)ｳ 平行四辺形の性質の活用 5-2 
  A【考】図形の見方・考え方  
    (2)ｲ 三角形の合同の証明 4-3  
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２ 結果の分析と考察                      
 

（1）5 段階の学習状況の評定(学力段階)(再掲) 

校種・学年 平均 
全体に占める各学習状況の児童生徒の割合 

R1 R2 R3 R4 R5 

小学校 

第 3 学年 3.20 

 

第 4 学年 3.18 

第 5 学年 3.15 

第 6 学年 3.11 

中学校 

第 1 学年 2.94 

第 2 学年 2.78 

第 3 学年 2.79 

 

 

 

 

（2）学習状況の評定(学力段階)ごとの平均正答率(教科全体)(再掲) 

 

 

 

小学校

第3学年

小学校

第4学年

小学校

第5学年

小学校

第6学年

中学校

第1学年

中学校

第2学年

中学校

第3学年

全体 64.4 68.1 66.4 65.1 58.2 55.3 57.1

R1 19.1 21.5 18.3 19.0 19.7 15.8 14.9

R2 43.5 47.9 43.5 44.2 41.7 39.7 40.4

R3 62.1 66.5 65.5 66.0 59.6 61.6 65.7

R4 78.4 82.9 84.3 82.8 78.3 79.8 80.9

R5 92.2 95.1 94.3 93.2 92.1 91.4 93.2

0.0
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30.0

40.0

50.0
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100.0

※学習指導要領に準拠した調査実施の前学年の学習状況の評定(学力段階) 

R5 発展的な力が身に付いている  R4 十分な定着がみられる 

R3 おおむね定着がみられる(最低限の到達目標) 

R2 特定の内容でつまずきがある  R1 学び残しが多い 

12.1%

11.1%

7.8%

6.6%

5.4%

4.7%

4.0%

27.7%

26.7%

24.7%

21.9%

19.8%

19.8%

18.9%

33.6%

39.1%

39.6%

36.9%
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35.4%

36.9%

22.3%

18.9%
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23.3%
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33.2%

4.3%

4.2%
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Ⅲ-2 算数・数学科 特定の課題に対する調査 教科等別結果の分析と考察  

- 59 - 

 

 

〔学力段階に関する考察〕 

○「杉並区教育ビジョン 2012 推進計画」の目標Ⅰに準拠すると、中学校第 3 学年にお

ける R3 以上の割合は 60.2％であり、令和 3 年度の目標値 80％からは 19.8 ポイント

低い状況である。この状況を生徒数に換算すると、令和 3 年度目標値に至るためには、

杉並区全体では 396 人(学年を 2,000 人とした場合)、1 校あたりではおおむね 17 人を

R3（以上）に引き上げることが必要である。 

 ○学年別に見ると、小学校第 3 学年の R1・2 の割合が 22.9％、中学校第 3 学年では

39.8％である。学年を追うごとに平均で 2.8 ポイントずつの増加がみられる。この背

景にある要因としては、発達段階や学習内容の系統性上、学習内容が具体的な操作か

ら抽象的な思考へと移行していくことが考えられる。 

 ◎（概括 1）全ての児童・生徒に各々の学力・学習状況に応じた指導が必要であること

を前提としながらも、特に抽象的な思考が求められ始める第 4 学年とそれ以降の学年

の改善・充実を図ることが重要である。その方向性としては、幼児教育からの系統

性・連続性を踏まえつつ小学校第 1・2 学年において十分に具体物を用いた操作活動

を行い、数量に関わる経験や数や量の感覚を豊かにするとともに、それ以降の学年に

おいては図や式などを用いた説明する活動を十分に取り入れる。また、抽象的な思考

への接続を重点として、義務教育 9 年間の指導内容の系統性を構造的に十分理解し、

指導や評価の連続性を確保するための協働が必要である。 

 ◎（概括 2）学年の進行に伴い、R1・2 の割合が増加する傾向にある。学び残しやつま

ずきが新たな学び残しやつまずきを生み、それが累積されていくと考えられる。した

がって当該学年の基礎的・基本的な知識や技能を確実に身に付けさせ、さらに、それ

らを用いて新たな問題を解決していける力を培っていく指導の改善が求められる。 

 

〔教科全体の学力段階ごとの正答率に関する考察〕                          

  ○全体の正答率と R3 のそれを比較すると、中学校第 2・3 学年において R3 の方が高い。

また、全学年で、下位ほど段階間の差が大きくなる傾向がある。 

 ○学年進行によらず、全段階において正答率は同程度である。よって、各学年の調査の

難易度は、教科全体としては十分統一されていると考えられる。 

◎（概括）これからの学びは児童・生徒主体の探究を基軸としなくてはならない。問題

を作る、選ぶ、見付ける、決めるなど自ら学習を進める。自らに合った学び方で個別

に解決するか協同で解決していくかも決め、常に問いをもち、問い続け、新たな問題

や発展問題に挑戦したり、よりよい解決方法や考えを見いだしたりして探究に浸り、

学びを深めていく。このような自立的な学びの在り方を追究していく必要がある。教

員は専門性に裏付けられた教授者また支援者であるとともに共同探究者ともなる。 

その際、学習の連続性、教員の専門性を確保するために、校種を超えて学び合う

協働が不可欠である。このときに、経験の浅い若手教員を支える学校の協働体制を整

え、自校内、更には同校種内の協働を進めることが異校種とのそれの基盤となってく

る。 
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（3）基礎・活用別、観点別、領域別の学力段階ごとの平均正答率 

ア 基礎・活用別 

①基礎 

 

②活用 

 

 イ 観点別 

①数学的な考え方／見方や考え方 

 

②数量や図形についての／数学的な技能 

 

③数量や図形／などについての知識・理解 

 

 

ウ 領域別 

①A 数と計算（小学校） 

 

②A 数と式（中学校） 

 

⑤D 数量関係（小学校） 

 

⑥C 関数（中学校） 
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〔基礎・活用別の学力段階ごとの正答率に関する考察〕 

 ○「基礎」においては、学年進行に伴い R3 以上と全体の正答率との差が大きくなる傾

向がみられる。 

○「活用」では、学年進行に伴う正答率の推移について、全体と R2・3 に同様の傾向が

ある。R1 は、全学年で同程度である。 

 

〔観点別の学力段階ごとの正答率に関する考察〕 

 ○「数学的な考え方／見方や考え方」は、上記「活用」と同様の傾向がみられる。 

 ○「数量や図形についての/数学的な技能」は、学年進行に伴う正答率の推移について、

全体と R1・2 に同様の傾向がある。段階間の差が最も大きいのは R1・2 であり、その

差は 30～37 ポイントである。  

 ○「数量や図形／などについての知識・理解」においては、段階間の差が最も大きいの

は R1・2 であり、その差は 24～36 ポイントである。また、小学校第 3 学年から中学

校第 3 学年において R2 から 5 が接近している。 

 

〔領域別の学力段階ごとの正答率に関する考察〕 

 ○それぞれの領域において学年進行に伴う正答率の推移について、全体と各段階に同様

の傾向があるものの、中学校では全体よりも R3 の割合が高い。 

 ○「数量関係（小学校）」では、各学年とも、R1 と 2、2 と 3 の割合の差が他段階間の

差よりも大きく、その差は 17～34 ポイントである。R5 は、学年進行にしたがって正

答率が低くなる傾向がある。 

 

 ◎（概括 1）上記の考察は、正答率を主たる材料としており、また同個体の経年変化に

基づくものではない。よって、正答率の微細な変化や差をもって、学年進行に伴う傾

向、観点・領域間を比較した傾向を同定することは避けるべきである。 

 ◎（概括 2）上記「数量関係（小学校）」の傾向から、数量の関係を捉えたり、捉えた

関係を表や式に表しそれを筋道立てて説明したりするような数学的活動が十分ではな

い実態が考えられる。他領域についても同様の傾向がある。校種や学年によらず、自

ら問題を選び解決方法を選択し個別または協同で学習を進めたり、振り返りにより、

よりよい考えに高め探究を進めたりする学びの在り方が求められてくる。 

 

③B 量と測定（小学校） 

 

④C 図形（小学校） 

 

⑦D 資料の活用（中学校） 

 

⑧B 図形（中学校） 
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（4）領域別に抽出した設問の(準)通過率・無答率 

 ア A 数と計算（小学校）／A 数と式（中学校） 

  ①「計算の技能」に関する設問の出題趣旨と学力段階別(準)通過率(％) 

校種・学年 レベル 番号 出題趣旨・内容【観点】 

小
学
校 

第 3 学年 基礎 C 1-1 A(2)ｱ 2 位数－2 位数の計算【技】 

第 4 学年 基礎 C 1-1 A(2)ｱ 4 位数－4 位数の計算【技】 

第 5 学年 基礎 C 1-1 A(6)ｲ 同分母分数の帯分数－帯分数の計算【技】 

第 6 学年 基礎 C 1-1 A(4)ｵ 異分母分数の帯分数－帯分数の計算【技】 

中
学
校 

第 1 学年 基礎 C 1-1 A(2) 整数－小数×分数の計算【技】 

第 2 学年 基礎 C 2-2 A(1)ｳ 一次式の減法【技】 

第 3 学年 基礎 C 1-3 A(1)ｱ 多項式の減法【技】 

   

 

 

  ②「式表示」に関する設問の出題趣旨と学力段階別(準)通過率(％) 

校種・学年 レベル 番号 出題趣旨・内容【観点】 

小
学
校 

第 3 学年 基礎 C 3-2 D(1) 加法の式に表す【知】 

第 4 学年 基礎 C 3-2 D(2)ｲ 数量の関係を□を用いて式に表す【知】 

第 5 学年 基礎 C 3-2 D(2)ｳ 数量の関係を○や△を用いて式に表す【知】 

第 6 学年 基礎 C 3-2 D(2) 比例の関係を○や△を用いて式に表す【知】 

中
学
校 

第 1 学年 基礎 C 3-2 D(3)ｱ 数量の関係を X などを用いて式に表す【知】 

第 2 学年 基礎 C 2-1 A(2)ｲ 文字式の表し方の理解【知】 

第 3 学年 基礎 C 1-1 A(1)ｱ 単項式、多項式、同類項の理解【知】 
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〔「計算の技能」に関する設問の考察〕 

本設問は、計算技能の定着をみる設問である。 

小学校第 3・4 学年は整数の減法計算、第 5・6 学年は分数の減法計算、中学校第 1

学年は整数・小数の減法を含む混合算、第 2 学年は一次式の減法、第 3 学年は文字が

二つある一次式の減法計算である。小学校第 5 学年と第 6 学年の分数の減法計算の通

過率を見ると、20 ポイント近い差がある。これは、通分するなど計算の手順が増え

計算技能が定着しにくいためといえる。また、中学校第 1 学年の減法を含む混合算の

通過率を見ると、小学校第 6 学年の分数の減法計算よりも更に 20 ポイント以上の差

がある。これは、小数を分数に直すことや計算の順序の理解につまずきがあるためと

考えられる。また、学年を追うごとに R1・2 の通過率と他の段階の通過率の差が中学

校第 3 学年の R2 を除いて広がっている。このことから、つまずきや学び残しが解消

されないまま学年が進行していると考えられる。 

計算の仕方を考える学習の導入において、小学校第 2 学年の 3 位数－3 位数の学習

を例とするのであれば、「700－500 の計算の仕方を考えましょう」と問うのではな

く、「□00－□00 の計算の仕方を□にすきな数を入れて考えてみましょう」とする。

児童は自分で作った問題を自分のやり方で解決することになる。振り返りの時にどの

問題も 100 を単位と考えることで 1 位数＋1 位数で計算できることに気付き、計算の

仕方をどの児童も自らの力で身に付けていくことができる。このことは、数が小数や

分数になった場合にも活用できる考え方へとつながっていく。 

 

〔「式表示」に関する設問の考察〕 

本設問は、式表示の決まりについての理解を問うものである。 

小学校第 3 学年は加法の数量の関係を、第 4 学年は乗法の数量の関係を□を用いて、

第 5・6 学年は伴って変わる二つの量の関係を○と△を用いて、中学校第 1 学年は文

字を用いて数量の関係を表す式についての理解を問う設問である。中学校第 2 学年は

文字使用の約束の理解について問い、中学校第 3 学年は単項式・多項式・同類項に関

する理解を問うている。 

全体の通過率を見ると、小学校第 3 学年と第 4 学年の設問では 14 ポイントの差が

ある。この要因としては、数量の関係の捉え方や□を使うことの意味の理解につまず

きがあることが考えられる。 

特に小学校第 3 学年においては、数量の関係を□を用いた式に表す際に、具体物や

線分図、数直線などを用いて視覚的に捉えられるようにする。その際、具体物や図は

児童に自ら選ばせ、それぞれに合った方法で理解させて行くことが大切である。また、

中学校第 1 学年における文字使用の約束では、例えば「1×a や（-1）×b は a、-b と

表す」といった極めて基礎的な事項であっても、協同の学びの場を設けるなどして、

生徒自らがその意味をそれぞれに十分に納得できる学習過程を踏むようにしていくこ

とが必要である。 
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イ D 数量関係（小学校）／C 関数・D 資料の活用（中学校） 

  ①「関数の考え」に関する設問の出題趣旨と学力段階別(準)通過率(％) 

校種・学年 レベル 番号 出題趣旨・内容【観点】 

小
学
校 

第 3 学年 基礎 B 5-1 D(2) 一つの数を二つ数の積と見る考え【技】 

第 4 学年 基礎 B 5-1 D(1) 除法の余りについての考え【技】 

第 5 学年 基礎 B 5-1 D(1)  伴って変わる二つの数量の関係【技】 

第 6 学年 基礎 B 5-1 D(1) 伴って変わる二つの数量の関係【技】 

中
学
校 

第 1 学年 基礎 B 5-1  D(3)ｱ 比例の関係【技】 

第 2 学年 基礎 B 5-1  C(1)ｴ 比例のグラフと式の関係【技】 

第 3 学年 基礎 B 3-2  C(1)ｲ 2 点を通るグラフと式の関係【技】 

   

 

 

  ②「資料の読み取り」に関する設問の出題趣旨と学力段階別(準)通過率(％) 

校種・学年 レベル 番号 出題趣旨・内容【観点】 

小
学
校 

第 3 学年 基礎 B 6-2 D(3) 絵グラフの読み取り【技】 

第 4 学年 基礎 B 6-2 D(3) 棒グラフの読み取り【技】         

第 5 学年 基礎 B 6-2  D(4)ｲ 折れ線グラフの読み取り【技】      

第 6 学年 基礎 B 6-2 D(4) 円グラフの読み取り【技】  

中
学
校 

第 1 学年 基礎 B 6-2  D(4)ｲ 柱状グラフの読み取り【技】 

第 2 学年 基礎 B 6-2  D(1)ｲ 柱状グラフの読み取り【技】 

第 3 学年     
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〔「関数の考え」に関する設問の考察〕 

本設問は、関数の考えを問うものである。設問から伴って変わる 2 量を見いだし、

2 量の変化や対応の関係に着目して規則性を見いだし、その規則性を式に表し、式を

使って問題を解決するための技能を問うている。全体の通過率は小学校第 3 学年と中

学校第 1 学年で 80％を超えたものの、他の学年は 50％から 70％程度で推移している。 

関数の考えは、伴って変わる 2 量を見付けて、その 2 量の変化や対応の関係を調べ

て規則性を見いだし、関係式に表す過程において育まれる。これが中学校第 1・2 学

年でのグラフから式に表したり、2 点を通る直線の式を求めたりする力につながる。 

学習の展開に当たっては、児童自身が身近な事象から伴って変わる 2 量を選び、探

究的に 2 量の変化の関係や対応の関係を調べて規則性を見付け、それを使うとうまく

問題が解決できるという経験を重ねることが重要である。関数の考えは教師から教え

られて身に付くものではない。児童が 2 量の関係を見付けるために表を使って、縦と

横の数値から変化と対応の決まりを発見し、その決まりを式化やグラフ化することに

よって問題解決が可能になることを感得できるようにする。中学校ではこれらの活動

を基に、生徒が逆にグラフから式が求められるだろうか、変化の値をグラフから見付

けられるだろうかと探究的に問い続ける活動ができるようにする。また、協同で考え

を出し合うことによって考えが一層深まる。児童・生徒が自ら伴って変わる数量の関

係を選び、自由に解決の仕方を考えて選び、共に学ぶことのよさを感得し、深く学ぶ

探究的な学びができる授業を展開することが関数の考えを育むうえで重要である。 

 

〔「資料の読み取り」に関する設問の考察〕 

本設問は、グラフを読み取る設問である。基礎 B にもかかわらず小学校第 6 学年の

円グラフの読み取りの通過率は 59.8％、中学校第 2 学年の中央値の読み取りは  

59.2％であり課題がある。円グラフの読み取りは、各項目の量を総量と各項目の割合

から求めることができなかったことがつまずきの要因であり、中央値の読み取りは中

央値の意味理解が十分ではなかったことがつまずきの要因であると考えられる。 

   円グラフの指導においては、グラフの読み取りや作成といった知識・技能中心の展

開から脱却し、資料を基に問題を解決する学び方を身に付けるようにする。問題解決

の過程で資料を深く正しく読み取り、分析し、判断する力が身に付くものである。 

中学校第 2 学年の中央値の意味理解を図るには、実際の資料を基に協同での学びを

生かすことが必要である。生徒自身が調べる目的を明確にして、必要な資料を集め、

考察の計画を立てて平均値や中央値などを使い、分析して結論を導き、それを批判

的に考察する活動を通すことで意味の理解や読み取りが確かなものとなる。資料の

読み取り方は知識として覚えさせ、技能として求めさせるものではない。生徒自身

が問題を解決するために資料の読み取りに必要感をもち、読み取り方を自由に選び

判断して結論を導き、その結果をグラフ化して発表したりするような活動、つまり

探究的な学び方が身に付くような展開によって身に付くものである。 
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ウ B 量と測定（小学校） 

  ①「単位の関係」に関する設問の出題趣旨と学力段階別(準)通過率(％) 

校種・学年 レベル 番号 出題趣旨・内容【観点】 

小
学
校 

第 3 学年 基礎 C 2-1 B(2)ｱ 単位の関係(長さ)【知】 

第 4 学年 基礎 C 2-1 B(1)ｲ 単位の関係（長さ・重さ）【知】 

第 5 学年 基礎 C 2-1 B(1)ｱ 単位の関係（長さと面積）【知】 

第 6 学年 基礎 C 2-1 B(2)ｱ 単位の関係（長さと体積）【知】 

中
学
校 

第 1 学年 基礎 C 2-1 B(5) 単位の関係（水の体積と重さ）【知】 

第 2 学年     

第 3 学年     

   

 

 

②「計量」に関する設問の出題趣旨と学力段階別(準)通過率(％) 

校種・学年 レベル 番号 出題趣旨・内容【観点】 

小
学
校 

第 3 学年 活用 A  7-2 B(3)ｱ かさの計量【考】 

第 4 学年 活用 A 7-2 B(1)ｲ 重さの計量【考】 

第 5 学年 活用 A 7-2 B(1)ｲ 複合図形の面積の計量【考】 

第 6 学年 活用 A 7-2 B(2)ｲ 複合図形の体積の計量【考】 

中
学
校 

第 1 学年 活用 A 7-2 B(3)ｱ  複合図形の体積の計量【考】 

第 2 学年 活用 A 4-2 B(2)ｳ 回転体の体積の計量【考】 

第 3 学年     
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〔「単位の関係」に関する設問の考察〕 

本設問は、単位の関係に関する知識を問うものである。 

小学校第 3 学年は長さの単位の関係、第 4 学年は長さの単位の関係と重さの単位の

関係、第 5 学年は長さと面積の単位の関係、第 6 学年は長さと体積の単位の関係、中

学校第 1 学年は水の体積と重さの単位の関係をみる設問である。全体の通過率を見る

と、第 4 学年の 36.8％から第 5 学年の 85.8％まで 49 ポイントの開きがみられた。本

設問は基礎 C であり、全ての児童に確実に習得させる必要のある学習内容である。 

単位の関係の学習は、機械的な暗記ではなく、実際に測定を通して理解を深める

ことが大切である。その際、長さの学習であれば測定するもの、測定計器を児童に選

ばせていく。測りたいものを測りたいように測らせる。端の長さを表したいと必要性

を感じたときに児童に物差しの㎜を示していく。全体で振り返りの場を設け、測定し

た結果を説明し合う中で１㎝ 5 ㎜は 15 ㎜と同じ長さを表していることなどに気付く

ようにして、㎝と㎜の単位の関係の理解を確かなものにする。長さと面積の単位の関

係については、単位面積を表す正方形の 1 辺の長さと面積の関係を表にまとめさせ、

児童にどこも一辺の長さが 10 倍になると面積は 100 倍になることを見付けさせてい

く。さらに、長さと体積の単位の関係では、長さ、面積、体積の単位を比較しながら

総合的に考えさせ児童の学び方を深めていく。また、今まで学習した単位や身の回り

にある単位を整理してキロ(ｋ)、センチ(c) 、ミリ(m)などの接頭語の意味を考えさ

せることも大切である。 

 

〔「計量」に関する設問の考察〕 

本設問は、計量に関する考え方を問うものである。 

小学校第 3 学年かさの計量の仕方、小学校第 4 学年は重さの計量の仕方、第 5 学年

は面積の計量の仕方、第 6 学年と中学校第 1 学年は体積の計量の仕方、中学校第 2 学

年は回転体の体積の計量の仕方を活用して答えを求める設問である。全体の通過率を

見ると、第 4 学年の 84.4％を除き、56.4％～32.2％の間であった。本設問は活用 A で

あるものの、より多くの児童・生徒に身に付けていかせたい学習内容である。 

既習の内容を基に新たな問題の解決を目指す学習においては、問題を児童・生徒

が自ら作ったり選んだりさせる。個別に考えたり、協同で考えたりする中で既習事項

を基に解決していけることを捉えさせていく。例えば第 4 学年の複合図形の面積の求

積の学習では、教師が図形を用意して「この図形の面積を求めましょう」とするので

はなく、「これまでの学習で面積の求め方の分かった図形を用いて新しい問題を作っ

て解いてみましょう」、又は、教師があらかじめ複数の複合図形を用意しておいて、

自由に問題を選ばせて学習を進めていく。一つの図形が解決できた児童は別の図形に

挑戦していくのである。児童は求積可能な図形に分割して求めるか、求積可能な大き

な図形で囲んで余分な部分を引いていく方法に気付き、さらに、求積に必要な要素の

再認識や、より効率的な求積方法へと学びを深めていくことになる。 
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エ C 図形（小学校）／B 図形（中学校） 

  ①「図形の分類」に関する設問の出題趣旨と学力段階別(準)通過率(％) 

校種・学年 レベル 番号 出題趣旨・内容【観点】 

小
学
校 

第 3 学年 基礎 B 5－2 C(1)ｱ 三角形と四角形の分類【知】 

第 4 学年 基礎 B 5－2 C(1)ｱ 二等辺三角形と正三角形の分類 【知】 

第 5 学年 基礎 B 5－2 C(1)ｲ 台形と平行四辺形の分類【知】 

第 6 学年 基礎 B 5－2 C(2)ｱ 角柱と円柱の分類【知】 

中
学
校 

第 1 学年 基礎 B 5－2 C(1)ｲ 線対称と点対称な図形の分類【知】 

第 2 学年     

第 3 学年     

   

 

 

  ②「作図」に関する設問の出題趣旨と学力段階別(準)通過率(％) 

校種・学年 レベル 番号 出題趣旨・内容【観点】 

小
学
校 

第 3 学年 基礎 B 7-1 C(1)ｱ 方眼を用いた直角三角形の作図【技】 

第 4 学年 基礎 B 7-1 C(1)ｱ 二等辺三角形の作図【技】 

第 5 学年 基礎 B 7-1 C(1)ｲ ひし形の作図【技】 

第 6 学年 基礎 B 7-1 C(1)ｲ 正六角形の作図【技】 

中
学
校 

第 1 学年 基礎 B 7-1 C(1)ｱ 2 倍の拡大図の作図【技】 

第 2 学年 基礎 B 3-2 B(1)ｱ 直線上の 1 点を通る垂線の作図【技】 

第 3 学年     
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〔「図形の分類」に関する設問の考察〕 

本設問は、図形の分類に関する知識を問うものである。小学校第 3 学年及び第 4 学

年は平面図形の構成要素に着目した分類、小学校第 5 学年は平面図形の構成要素の位

置関係に着目した分類、小学校第 6 学年は立体図形の構成要素に着目した図形の分類

中学校第 1 学年は図形の対称性に着目した図形の分類である。 

各学年の通過率を見ると、基礎 B にもかかわらず、小学校第 5 学年では 50％、第 6

学年と中学校第 1 学年では 60％に満たない状況である。図形の構成要素やその位置

関係、図形の対称性等に着目し、図形の定義や性質に基づいて分類していないと考え

られる。 

平面図形を分類する学習では、児童が図形の位置や向きの異なった方眼紙にかかれ

た図形や切り取った図形を自由に回したり、傾けたり、裏返したりするなどの具体的

な数学的な活動を行い、図形の定義や性質などを基に説明し分類できるようにする。

特に平行四辺形や台形の分類においては、斜めの直線が平行な平行四辺形や台形につ

いて正しく分類することができるようにする。分類する図形が少ない数ではすぐに説

明が終わり対話は続かないため、10 個程度の図形から児童が判断して選択し、分類

の活動に没頭できるような場を構成する。また、対話によって図形の説明の仕方も

徐々に上手にできるようにし、図形の定義や性質の理解を深めるようにする。 

 

〔「作図」に関する設問の考察〕 

本設問は、作図に関する技能を問うものである。小学校第 3 学年は方眼を用いた作

図ができるかどうか、小学校第 4 学年から中学校第 2 学年までは図形の構成要素や性

質に基づいてコンパスを用いた作図ができるかどうかをみる設問である。 

全体の通過率を見ると、小学校第 4・6 学年と中学校第 1・2 学年で 80％を超えたも

のの、他の学年は 75％以下である。作図技能の確実な習得が課題である。 

小学校第 2 学年の直角に着目した直角三角形の作図、小学校第 3 学年の 2 辺の相等

に着目した二等辺三角形の作図、小学校第 4 学年から中学校第 1 学年では図形の構成

要素の位置関係や合同に着目したひし形や合同な図形、拡大図の作図などは図形の定

義や性質を活用した学習である。各学年で、図形の構成要素や図形の関係などに着目

し、図形の定義や性質を確実に活用できるようにしておく。そのうえで作図の手順を

児童が自由に選んで作図し、対話を通してよりよい作図の仕方を導くようにする。 

中学校第 2 学年における 1 本の直線上の点を通る垂線の作図は、図形の見方である

対称性（線対称）に着目できなかったことがつまずきの要因と考えられる。垂線の作

図の基礎は小学校第 4 学年でも学んでいる。その学びを図形の対称性に着目して作図

ができるようにし、技能を高めるようにする。その際、線分の垂直二等分線、角の二

等分線、本設問の垂線の作図の仕方はいずれも対称性に着目すれば同じものとみるこ

とができることに気付くことが重要である。作図ができることがゴールではなく、対

話的な学びによって作図の仕方を統合的にみられることをゴールにする。 
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絵
グ

ラ
フ

の
読

み
取

り
が

で
き

る
こ

と
絵

グ
ラ

フ
を

読
み

取
り

、
グ

ラ
フ

が
表

し
て

い
る

こ
と

を
見

付
け

る
選

択
完

答
基

礎
B

●
■

7
5
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5
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7
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9
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9
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1
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直
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三
角

形
の

作
図

が
で

き
る
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と

２
辺

の
長

さ
が

６
cm

、
４

cm
の

直
角

三
角

形
を

か
く

記
述

通
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基
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B
●
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3
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か
さ

の
求

め
方

を
考

え
る

こ
と

５
Ｌ

の
バ

ケ
ツ

に
１

Ｌ
８

ｄ
Ｌ

と
３

ｄ
Ｌ

の
水

を
入

れ
た

と
き

あ
と

何
Ｌ

何
ｄ

Ｌ
入

れ
る

と
５

Ｌ
に

な
る

か
を

求
め

る
記

述
通

常
活

用
A

●
■

4
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1
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7
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減
法

の
計

算
の

き
ま

り
を

使
っ

た
問

題
を

考
え

る
こ

と
2
6
, 
3
8
, 
4
7
, 
5
5
の

４
枚

の
数

カ
ー

ド
で

、
□

－
□

の
答

え
が

1
0
に

最
も

近
く

な
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よ
う

に
す

る
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述
完

答
活

用
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●
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1
3
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続
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る

数
の
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法
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活
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て
問
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を

考
え

る
こ

と
1
6
＋

1
7
＋

1
8
＋

1
9
＋

2
0
と

答
え

が
等
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る
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【
長
さ
の
単
位
の
関
係
に
つ
い
て
知
る
こ
と
 
大
問

2（
1）

基
礎

C 
79
.2
％
】
 

■
 
分
析
 

本
設
問
は
、
長
さ
の
単
位
に
つ
い
て
知
り
、
㎜
と
㎝
の
関
係
を
見
る
設
問
で
あ
る
。
通
過
率
は
、

R1
は

27
.7
％
、
R2

は
53
.8
％
、
R3

は
80
.4
％
で
あ
っ
た
。
 

 ■
 
考
察
 

誤
答
例
を
見
る
と
、
1
㎝
を

10
0
㎜
と
し
た
り
、
10
00

㎜
と
し
た
り
す
る
も
の
が
み
ら
れ
た
。
こ

の
こ
と
は
、
㎝
と
㎜
の
単
位
の
関
係
に
つ
い
て
の
理
解
が
十
分
で
は
な
い
こ
と
や
、
他
の
単
位
の
ｍ

と
㎝
の
関
係
や
、
か
さ
の
単
位
ｍ
L
と

L
の
関
係
 な

ど
と
混
同
し
た
た
め
と
考
え
ら
れ
る
。
 

 ■
 
学
び
の
構
造
転
換
に
向
け
て
 

（
1）

㎝
で
は
測
り
き
れ
な
い
長
さ
の
測
定
や
も
の
さ
し
の
観
察
を
通
し
て
単
位
の
意
味
や
仕
組
み
に

気
付
か
せ
る
。
 

 
 
 
長
さ
の
単
位
の
導
入
の
学
習
で
は
、
長
さ
を
数
値
化
し
て
表
す
こ
と
の
よ
さ
に
気
付
か
せ
、
先

ず
㎝
を
導
入
す
る
。
そ
の
後
で
㎝
で
は
測
り
き
れ
な
い
端
の
長
さ
を
表
す
必
要
性
を
児
童
に
感

じ
さ
せ
て
も
の
さ
し
と
い
う
計
器
と
併
せ
て
㎜
の
単
位
を
導
入
す
る
。
児
童
は
、
長
さ
の
学
習

に
入
る
前
か
ら
目
盛
り
の
入
っ
た
定
規
を
生
活
の
中
で
使
っ
て
い
る
こ
と
が
多
い
が
、
目
盛
り

の
仕
組
み
に
つ
い
て
理
解
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
の
で
正
し
く
表
す
こ
と
は
難
し
い
。
そ
こ

で
、
㎜
の
導
入
に
当
た
っ
て
は
、「

1
㎝
＝
10

㎜
」
を
教
師
側
か
ら
す
ぐ
に
示
す
の
で
は
な
く
、

も
の
さ
し
を
観
察
さ
せ
、
1
㎜
が

10
個
分
集
ま
っ
て

1
㎝
に
な
っ
て
い
る
こ
と
を
児
童
に
気
付
か

せ
て
い
く
。
そ
の
こ
と
を
図
で
示
す
な
ど
し
て
児
童
同
士
で
説
明
す
る
な
ど
の
活
動
を
通
し
て
、

㎜
と
㎝
の
関
係
を
捉
え
さ
て
行
く
こ
と
が
大
切
で
あ
る
。
 

（
2）

自
由
に
測
定
す
る
活
動
や
単
位
同
士
を
見
直
し
、
単
位
の
関
係
に
関
心
を
も
た
せ
る
。
 

長
さ
の
指
導
に
お
い
て
は
児
童
の
身
の
回
り
に
あ
る
も
の
に
つ
い
て
自
由
に
選
択
し
て
測
定
す

る
活
動
を
多
く
取
り
入
れ
る
。
そ
し
て
適
切
に
計
器
や
単
位
を
自
分
で
選
択
で
き
る
よ
う
に
す

る
。
特
に

R1
・
2
の
児
童
は
、
測
定
の
技
能
面
で
不
慣
れ
な
こ
と
が
多
い
。
測
定
す
る
前
に
お
よ

そ
の
見
当
を
付
け
、
ど
の
計
器
を
使
う
と
よ
い
か
を
考
え
さ
せ
る
。
そ
の
た
め
に
は
、
児
童
に

測
る
対
象
と
な
る
も
の
を
自
由
に
選
ば
せ
、
測
る
も
の
に
適
切
な
計
器
を
選
び
測
定
す
る
活
動

を
取
り
入
れ
る
。
そ
の
際
、
協
同
で
や
る
こ
と
に
よ
っ
て
測
り
方
が
正
確
に
な
り
測
り
方
の
技

能
が
正
確
に
な
る
。
こ
の
よ
う
に
児
童
が
測
定
す
る
も
の
や
計
器
を
選
び
協
同
で
活
動
す
る
こ

と
に
よ
っ
て
技
能
が
高
ま
り
単
位
に
つ
い
て
の
考
え
方
が
深
ま
る
。
 

ま
た
、
測
定
し
た
も
の
を
例
え
ば

3
㎝

5
㎜
を

35
㎜
の
よ
う
に
別
の
単
位
で
も
表
し
て
み
る

こ
と
を
意
図
的
に
行
う
。
ど
ち
ら
の
表
し
方
が
よ
り
適
切
か
を
児
童
が
そ
れ
ぞ
れ
に
判
断
す
る

経
験
を
多
く
も
た
せ
て
い
く
。
そ
う
す
る
こ
と
で
、
単
位
の
意
味
や
単
位
と
単
位
の
関
係
や
役

割
の
理
解
を
更
に
深
め
て
い
く
こ
と
が
で
き
る
と
考
え
る
。
 

【
乗
法
の
場
面
や
数
量
の
関
係
に
つ
い
て
知
る
こ
と
 
大
問

4（
1）

基
礎

B 
57
.0
％
】
 

■
 
分
析
 

本
設
問
は
、
乗
法
の
場
面
を
理
解
し
、
6×

4
の
式
で
表
さ
れ
る
も
の
を
選
択
す
る
設
問
で
あ
る
。

通
過
率
は
、
R1

は
10
.2
％
、
R2

は
32
.9
％
、
R3

は
51
.0
％
で
あ
っ
た
。
 

 

■
 
考
察
 

誤
答
例
を
見
る
と
、
6＋

4
の
式
を
選
択
し
た
も
の
が

2.
4％

、
4×

6
の
式
は

37
.1
％
あ
っ
た
。

こ
の
こ
と
か
ら
、
加
法
か
乗
法
か
の
場
面
を
判
断
す
る
こ
と
は
お
お
む
ね
理
解
で
き
て
い
る
が
、
乗

法
の
式
の
意
味
「
一
つ
分
×
幾
つ
分
＝
全
体
」
の
理
解
が
十
分
で
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。
 

 

■
 
学
び
の
構
造
転
換
に
向
け
て
 

（
1）

乗
法
の
意
味
を
理
解
さ
せ
る
。
 

 
 
 
か
け
算
は
、（

一
つ
分
の
数
）
×
（
幾
つ
分
）
＝
（
全
体
の
数
）
と
し
て
表
す
と
い
う
意
味
を

押
さ
え
る
。
か
け
算
九
九
の
構
成
の
前
に
、
式
の
意
味
を
正
し
く
捉
え
ら
れ
る
よ
う
に
学
習
を

進
め
て
い
く
こ
と
が
大
切
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
か
け
算
の
意
味
理
解
の
場
面
で
は
、
場
面
を
お

は
じ
き
な
ど
の
半
具
体
物
を
使
っ
て
並
べ
て
表
し
た
り
、
図
に
表
し
た
り
し
な
が
ら
、
ど
れ
が

一
つ
分
の
数
か
、
ま
た
、
幾
つ
分
の
数
は
ど
れ
か
を
気
付
か
せ
て
い
く
。
そ
の
際
互
い
に
説
明

し
合
う
活
動
を
取
り
入
れ
て
い
く
。
そ
の
こ
と
に
よ
っ
て
、
数
量
の
関
係
を
よ
り
よ
く
捉
え
る

こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
、
児
童
に
式
に
合
う
問
題
作
り
を
さ
せ
た
り
、
4×

6
と

6×
4
に
な
る
場

面
を
同
時
に
扱
い
、
児
童
に
比
較
さ
せ
、
何
が
違
う
の
か
を
考
え
さ
せ
た
り
、
説
明
さ
せ
た
り

す
る
こ
と
で
か
け
算
の
意
味
理
解
を
よ
り
確
か
な
も
の
に
し
て
い
く
。
 

（
2）

立
式
の
根
拠
の
説
明
や
、
九
九
構
成
時
の
作
問
活
動
を
繰
り
返
し
行
う
。
 

文
章
問
題
の
演
算
決
定
を
行
う
た
め
に
は
、
問
題
場
面
を
イ
メ
ー
ジ
し
、
出
て
く
る
数
値
が
何

を
表
し
、
ど
の
よ
う
な
関
係
に
な
っ
て
い
る
か
を
正
確
に
捉
え
る
こ
と
が
必
要
と
な
る
。
特
に

R1
・
2
の
児
童
は
、
問
題
文
か
ら
場
面
を
イ
メ
ー
ジ
す
る
こ
と
が
困
難
な
場
合
が
多
い
。
そ
こ
で
、

文
章
問
題
を
扱
う
時
に
は
、
①
分
か
っ
て
い
る
こ
と
、
問
わ
れ
て
い
る
こ
と
を
明
ら
か
に
す
る
。

②
場
面
を
図
に
表
す
。
③
か
け
算
の
場
合
は
、
一
つ
分
の
数
と
幾
つ
分
に
当
た
る
数
が
何
か
を

確
か
め
る
な
ど
、
段
階
を
追
っ
て
式
の
根
拠
を
ペ
ア
で
説
明
し
合
う
。
そ
の
後
、
児
童
自
身
に

問
題
を
自
由
に
作
ら
せ
、
互
い
に
解
き
合
っ
た
り
、「

○
の
段
の
か
け
算
の
問
題
文
を
作
ろ
う
」

と
児
童
に
自
由
に
作
問
さ
せ
た
り
し
て
、
児
童
の
作
っ
た
問
題
を
九
九
構
成
の
学
習
で
取
り
上

げ
る
。
乗
法
の
演
算
決
定
の
指
導
に
お
い
て
は
、
場
面
の
理
解
と
数
量
の
関
係
の

2
点
を
捉
え
さ

せ
る
必
要
が
あ
る
。
そ
こ
で
、
指
導
に
当
た
っ
て
は
、
問
題
作
り
を
取
り
入
れ
る
。
児
童
そ
れ

ぞ
れ
が
問
題
を
作
り
、
場
面
の
数
量
の
関
係
を
図
に
表
し
、
さ
ら
に
式
に
表
し
て
説
明
し
合
う
。

こ
の
よ
う
な
活
動
に
よ
り
問
題
場
面
を
話
し
た
り
聞
い
た
り
す
る
こ
と
に
よ
り
、
場
面
が
イ
メ

ー
ジ
で
き
、
そ
の
イ
メ
ー
ジ
を
基
に
数
量
関
係
を
捉
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
。
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Ⅲ-2 算数・数学科 特定の課題に対する調査 教科等別結果の分析と考察 



  小
学
校
第

4
学
年
 

 

1
2

3
4

5
A

B
C

D
E

連 番

大 問
学

習
指

導
要

領
に

準
拠

し
た

趣
旨

内
容

形
式

算 数 へ の 関 心 ・ 意 欲 ・

態 度

数 学 的 な 考 え 方

数 量 や 図 形 に つ い て の

技 能

数 量 や 図 形 に つ い て の

知 識 ・ 理 解

数 と 計 算

量 と 測 定

図 形

数 量 関 係

全 体

R 1

R 2

R 3

R 4

R 5

全 体

R 1

R 2

R 3

R 4

R 5

1
1

1
４

位
数

－
４

位
数

の
計

算
が

で
き

る
こ

と
7
0
8
4
－

1
4
7
6
の

筆
算

を
す

る
記

述
通

常
基

礎
C

●
■

8
7
.5

5
1
.3

7
9
.8

8
7
.4

9
5
.1

9
8
.7

0
.5

8
.1

0
.3

0
.1

0
.0

0
.0

2
1

2
３

位
数

×
2
位

数
の

計
算

が
で

き
る

こ
と

5
7
8
×

3
1
の

筆
算

を
す

る
記

述
通

常
基

礎
B

●
■

8
0
.5

3
6
.9

6
5
.4

8
1
.5

9
1
.2

9
6
.2

0
.7

1
0
.0

0
.9

0
.1

0
.0

0
.0

3
1

3
２

位
数

÷
１

位
数

の
計

算
が

で
き

る
こ

と
7
2
÷

８
の

計
算

を
す

る
記

述
通

常
基

礎
B

●
■

9
3
.6

6
3
.1

8
8
.1

9
4
.9

9
8
.6

9
9
.2

4
.1

2
8
.1

6
.5

3
.2

1
.0

0
.0

4
2

1
長

さ
の

単
位

の
関

係
・

重
さ

の
単

位
の

関
係

に
つ

い
て

知
る

こ
と

１
ｋ

ｍ
は

１
ｍ

の
何

倍
か

，
１

ｋ
ｇ

は
１

ｇ
の

何
倍

か
を

求
め

る
記

述
完

答
基

礎
C

●
■

3
6
.8

1
.9

9
.1

2
3
.4

6
0
.7

9
3
.7

1
.1

1
8
.8

1
.2

0
.1

0
.0

0
.0

5
2

2
数

の
相

対
的

な
大

き
さ

に
つ

い
て

知
る

こ
と

2
4
0
,0

0
0
は

1
0
,0

0
0
を

何
個

集
め

た
数

か
を

求
め

る
記

述
通

常
基

礎
C

●
■

9
1
.6

4
6
.9

8
0
.9

9
5
.6

9
8
.2

1
0
0
.0

1
.1

1
9
.4

0
.4

0
.2

0
.0

0
.0

6
3

1
数

の
大

小
比

較
を

知
る

こ
と

0
.8

, 
7
/1

0
, 
0
.6

, 
9
/1

0
の

中
で

一
番

大
き

い
数

を
求

め
る

選
択

通
常

基
礎

C
●

■
8
4
.8

3
9
.4

7
2
.1

8
5
.8

9
4
.8

9
9
.2

0
.9

1
6
.9

0
.4

0
.1

0
.0

0
.0

7
3

2
数

量
を

□
な

ど
を

用
い

て
表

し
、

そ
の

関
係

を
式

に
表

せ
る

こ
と

に
つ

い
て

知
る

こ
と

4
倍

の
長

さ
が

１
２

㎝
の

消
し

ゴ
ム

の
長

さ
を

式
に

表
す

選
択

通
常

基
礎

C
●

■
7
7
.8

1
3
.8

5
1
.6

8
0
.3

9
5
.3

1
0
0
.0

2
.3

3
3
.1

3
.3

0
.2

0
.1

0
.0

8
3

3
円

の
直

径
を

用
い

て
長

方
形

の
縦

の
長

さ
と

横
の

長
さ

の
測

定
が

で
き

る
こ

と
方

形
に

並
ん

だ
6
個

の
円

に
外

接
す

る
長

方
形

の
縦

の
長

さ
と

横
の

長
さ

を
求

め
る

記
述

完
答

基
礎

B
●

■
8
2
.4

1
4
.4

6
4
.7

8
6
.6

9
4
.9

9
8
.3

2
.4

3
6
.3

3
.4

0
.2

0
.0

0
.0

9
4

1
乗

法
の

場
面

や
数

量
の

関
係

に
つ

い
て

知
る

こ
と

1
5
×

2
3
の

式
に

な
る

問
題

を
見

付
け

る
選

択
通

常
基

礎
B

●
■

8
2
.3

3
2
.5

6
8
.1

8
5
.4

9
1
.9

9
4
.5

2
.7

3
6
.3

3
.7

0
.5

0
.2

0
.0

1
0

4
2

２
位

数
×

2
位

数
の

計
算

の
仕

方
に

つ
い

て
考

え
る

こ
と

1
4
×

3
2
の

計
算

の
仕

方
を

説
明

す
る

文
に

数
を

当
て

は
め

る
記

述
完

答
基

礎
B

●
■

6
8
.1

5
.6

3
4
.9

7
0
.1

8
8
.9

9
5
.8

2
.6

3
0
.6

4
.6

0
.6

0
.0

0
.0

1
1

5
1

除
法

が
用

い
ら

れ
る

場
合

に
立

式
し

答
え

を
求

め
る

こ
と

が
で

き
る

こ
と

3
8
人

が
5
人

が
け

の
椅

子
に

座
る

と
き

の
余

り
の

処
理

を
明

ら
か

に
し

て
立

式
し

答
え

を
求

め
る

記
述

完
答

基
礎

B
●

■
7
4
.7

4
.4

3
9
.5

7
9
.7

9
5
.2

9
9
.2

2
.6

3
2
.5

4
.0

0
.8

0
.0

0
.0

1
2

5
2

二
等

辺
三

角
形

、
正

三
角

形
に

つ
い

て
知

る
こ

と
二

等
辺

三
角

形
と

正
三

角
形

の
判

別
を

す
る

選
択

完
答

基
礎

B
●

■
6
9
.8

1
1
.3

4
1
.7

7
0
.1

8
8
.9

9
7
.0

1
.9

3
2
.5

1
.8

0
.0

0
.0

0
.0

1
3

6
1

棒
グ

ラ
フ

と
い

う
用

語
を

知
る

こ
と

棒
グ

ラ
フ

の
名

前
を

答
え

る
選

択
通

常
基

礎
C

●
■

9
5
.3

5
5
.6

9
2
.9

9
7
.0

9
9
.5

1
0
0
.0

1
.5

2
7
.5

0
.9

0
.0

0
.0

0
.0

1
4

6
2

棒
グ

ラ
フ

の
読

み
取

り
が

で
き

る
こ

と
棒

グ
ラ

フ
を

読
み

取
り

、
グ

ラ
フ

が
表

し
て

い
る

こ
と

を
見

付
け

る
選

択
通

常
基

礎
B

●
■

9
1
.5

4
1
.9

8
4
.6

9
4
.8

9
7
.4

9
9
.6

1
.7

3
0
.6

1
.0

0
.1

0
.0

0
.0

1
5

7
1

二
等

辺
三

角
形

の
作

図
が

で
き

る
こ

と
辺

が
５

ｃ
ｍ

、
４

ｃ
ｍ

、
４

ｃ
ｍ

の
二

等
辺

三
角

形
を

か
く

記
述

通
常

基
礎

B
●

■
8
2
.4

1
9
.4

6
4
.2

8
6
.3

9
5
.0

9
6
.6

4
.3

4
1
.3

7
.9

1
.7

0
.4

0
.4

1
6

7
2

重
さ

の
順

番
を

考
え

る
こ

と
3
つ

の
果

物
の

重
さ

の
順

番
を

求
め

る
記

述
通

常
活

用
A

●
■

8
4
.4

2
8
.8

7
0
.2

8
8
.1

9
4
.0

9
7
.5

2
.3

3
5
.6

3
.1

0
.0

0
.0

0
.0

1
7

7
3

二
等

辺
三

角
形

の
構

成
に

つ
い

て
考

え
る

こ
と

正
三

角
形

と
二

等
辺

三
角

形
の

合
成

図
形

か
ら

二
等

辺
三

角
形

を
見

付
け

そ
の

わ
け

も
説

明
す

る
記

述
完

答
活

用
A

●
■

5
0
.5

3
.1

1
9
.3

4
8
.8

7
1
.0

8
1
.9

1
1
.7

6
4
.4

2
9
.5

6
.4

1
.8

0
.0

1
8

8
1

減
法

の
計

算
の

き
ま

り
を

使
っ

た
問

題
を

考
え

る
こ

と
2
7
.5

, 
3
8
.6

, 
4
9
.1

, 
5
8
.1

の
４

枚
の

数
カ

ー
ド

で
、

□
－

□
の

答
え

が
1
0
に

最
も

近
く

な
る

よ
う

に
す

る
記

述
完

答
活

用
A

●
■

3
9
.8

1
.9

8
.9

2
9
.1

6
5
.1

8
8
.2

7
.0

5
3
.8

1
6
.2

3
.4

0
.2

0
.0

1
9

8
2

計
算

の
仕

組
み

を
活

用
し

て
伏

せ
ら

れ
た

数
の

求
め

方
を

考
え

る
こ

と
□

7
4
×

□
8
の

筆
算

形
式

の
虫

食
い

算
を

す
る

記
述

完
答

活
用

A
●

■
3
9
.4

0
.6

5
.3

2
6
.5

6
8
.4

9
0
.3

1
3
.2

5
2
.5

2
7
.2

1
1
.5

3
.8

0
.4

2
0

8
3

除
法

の
余

り
を

活
用

し
て

問
題

を
考

え
る

こ
と

3
4
人

の
子

ど
も

を
赤

,青
,白

,緑
の

順
に

繰
り

返
し

て
4
グ

ル
ー

プ
に

分
け

た
と

き
、

赤
の

グ
ル

ー
プ

の
人

数
を

求
め

る
記

述
通

常
活

用
A

●
■

4
1
.3

0
.0

8
.0

2
9
.6

6
8
.7

9
2
.8

1
8
.5

6
5
.0

3
9
.2

1
7
.7

4
.1

0
.0

2
1

9
２

つ
の

円
で

構
成

さ
れ

る
正

三
角

形
と

二
等

辺
三

角
形

に
つ

い
て

考
え

る
こ

と
同

じ
大

き
さ

の
２

つ
の

円
の

中
に

で
き

る
正

三
角

形
と

二
等

辺
三

角
形

を
見

付
け

る
記

述
完

答
活

用
S

●
■

1
7
.0

0
.0

2
.8

9
.2

2
3
.2

7
9
.3

1
0
.5

4
9
.4

2
1
.4

9
.0

2
.5

0
.0

2
2

1
0

加
法

や
乗

法
に

つ
い

て
の

活
用

問
題

を
考

え
る

こ
と

兄
が

９
才

、
妹

が
1
才

で
、

兄
が

妹
の

２
倍

の
年

齢
に

な
る

と
き

の
兄

の
年

齢
を

求
め

る
記

述
通

常
活

用
S

●
■

2
7
.3

0
.6

2
.8

1
3
.5

4
6
.5

9
3
.2

1
5
.4

5
3
.1

2
6
.7

1
5
.4

6
.5

0
.0

2
3

#
D

IV
/0

!
0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

#
D

IV
/0

!
0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

2
4

#
D

IV
/0

!
0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

#
D

IV
/0

!
0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

2
5

#
D

IV
/0

!
0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

#
D

IV
/0

!
0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

2
6

#
D

IV
/0

!
0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

#
D

IV
/0

!
0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

2
7

#
D

IV
/0

!
0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

#
D

IV
/0

!
0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

2
8

#
D

IV
/0

!
0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

#
D

IV
/0

!
0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

2
9

#
D

IV
/0

!
0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

#
D

IV
/0

!
0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

3
0

#
D

IV
/0

!
0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

#
D

IV
/0

!
0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

1
2

3
4

5

数
％

全
体

R
1

R
2

R
3

R
4

R
5

2
2

―
6
8
.1

2
1
.5

4
7
.9

6
6
.5

8
2
.9

9
5
.1

1
5

6
8
.2

7
9
.9

2
9
.2

6
2
.5

8
1
.3

9
2
.4

9
7
.9

7
3
1
.8

4
2
.8

5
.0

1
6
.8

3
5
.0

6
2
.4

8
9
.0

0
0
.0

1
#

D
IV

/0
!

#
D

IV
/0

!
#

D
IV

/0
!

#
D

IV
/0

!
#

D
IV

/0
!

#
D

IV
/0

!

8
3
6
.4

2
4
6
.0

5
.1

1
9
.0

3
9
.4

6
5
.7

8
9
.9

7
3
1
.8

3
8
4
.7

3
3
.0

6
9
.5

8
7
.3

9
5
.4

9
8
.3

7
3
1
.8

4
7
6
.9

2
8
.8

5
9
.5

7
6
.8

8
9
.9

9
7
.8

0
0
.0

5
#

D
IV

/0
!

#
D

IV
/0

!
#

D
IV

/0
!

#
D

IV
/0

!
#

D
IV

/0
!

#
D

IV
/0

!

9
4
0
.9

A
7
4
.3

3
0
.7

5
5
.9

7
3
.0

8
8
.4

9
6
.3

3
1
3
.6

B
6
7
.9

1
5
.0

4
8
.0

6
6
.0

8
3
.2

9
6
.5

4
1
8
.2

C
5
4
.9

8
.4

3
2
.0

5
3
.6

6
9
.5

8
8
.7

6
2
7
.3

D
6
7
.7

1
9
.7

4
6
.7

6
5
.7

8
3
.2

9
6
.7

0
0
.0

E
#

D
IV

/0
!

#
D

IV
/0

!
#

D
IV

/0
!

#
D

IV
/0

!
#

D
IV

/0
!

#
D

IV
/0

!

2
9
.1

5
2
2
.7

R
1

R
2

R
3

R
4

R
5

9
4
0
.9

4
.7

%
1
9
.8

%
3
5
.4

%
3
3
.1

%
7
.0

%

6
2
7
.3

6
2
7
.3

1
6

7
2
.7

0
0
.0

1
3

5
9
.1

9
4
0
.9

0
0
.0

小 問

■
対

象
教

科
、

校
種

・
学

年
、

出
題

範
囲

、
対

応
教

科
書

■
学

習
状

況
の

評
定

（
学

力
段

階
）

、
段

階
別

の
平

均
正

答
率

（
％

）

設
問

番
号

出
題

解 答 形 式

設 問 レ ベ ル

学
習

評
価

の
観

点
指

導
内

容
の

領
域

結
果

（
準

）
通

過
率

（
％

）
無

答
率

（
％

）

教
科

等
算

数
・

数
学

科
設

問
平

均
正

答
率

（
％

）

0

校
種

・
学

年
小

学
校

第
4
学

年
全

体

基
礎

／
活

用
別

基
礎

B
・

C

出
題

範
囲

小
学

校
第

3
学

年
活

用
S
・

A

観
点

別

算
数

へ
の

関
心

・
意

欲
・

態
度

対
応

教
科

書
教

育
出

版
数

学
的

な
考

え
方

数
量

や
図

形
に

つ
い

て
の

技
能

数
量

や
図

形
に

つ
い

て
の

知
識

・
理

解

領
域

別

数
と

計
算

量
と

測
定

図
形

数
量

関
係

0

レ
ベ

ル

活
用

S
学

習
状

況
の

評
定

（
学

力
段

階
）

A

基
礎

B C

形
式

出
題

選
択

記
述

自
由

記
述

解
答

通
常

完
答

複
合

条
件

0
.0

2
0
.0

4
0
.0

6
0
.0

8
0
.0

1
0
0
.0

全
体

基
礎

B
・

C

活
用

S
・

A

数
学

的
な

考
え

方

数
量

や
図

形
に

つ
い

て

の
技

能

数
量

や
図

形
に

つ
い

て

の
知

識
・

理
解

数
と

計
算

量
と

測
定

図
形

数
量

関
係

全
体

R
1

R
2

R
3

R
4

R
5

4
.7

%

1
9
.8

%

3
5
.4

%

3
3
.1

%

7
.0

%

0
%

1
0
%

2
0
%

3
0
%

4
0
%

5
0
%

6
0
%

7
0
%

8
0
%

9
0
%

1
0
0
%

R
5

R
4

R
3

R
2

R
1
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【
長
さ
の
単
位
の
関
係
・
重
さ
の
単
位
の
関
係
に
つ
い
て
知
る
こ
と
 大

問
2（

1）
基
礎

C 
36
.8
％
】
 

■
 
分
析
 

本
設
問
は
、
長
さ
・
重
さ
の
単
位
間
の
関
係
に
つ
い
て
、
km

と
m・

kg
と

g
の
関
係
を
見
る
設
問

で
あ
る
。
通
過
率
は
、
R1

は
1.
9％

、
R2

は
9.
1％

、
R3

は
23
.4
％
で
あ
っ
た
。
 

 

■
 
考
察
 
 

誤
答
例
を
見
る
と
、
1
㎞
を

10
0m

や
10
m、

1k
g
を

10
0g

や
10
g
と
し
た
も
の
が
み
ら
れ
た
。
こ

れ
は

1k
m＝

10
00
m
や

1k
g＝

10
00
g
な
ど
の
単
位
の
関
係
や
接
頭
語
(k
)が

付
く
と

10
00

倍
に
な
る

と
い
う
意
味
の
理
解
が
十
分
で
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。
 

 

■
 
学
び
の
構
造
転
換
に
向
け
て
 

（
1）

単
位
の
仕
組
み
に
着
目
さ
せ
単
位
の
関
係
を
理
解
さ
せ
る
。
 

単
位
の
関
係
の
指
導
に
当
た
っ
て
は
、
単
位
の
仕
組
み
を
捉
え
さ
せ
て
い
く
。
単
位
に
は
接
頭

語
が
あ
り
接
頭
語
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
を
理
解
さ
せ
る
こ
と
が
大
事
で
あ
る
。
こ
れ
ま
で
学
習

し
た
単
位
を
見
て
み
る
と
、
10

個
集
ま
っ
て
上
の
単
位
に
な
る
も
の
、
同
じ
よ
う
に

10
0
個
集

ま
っ
て
上
の
単
位
に
な
る
も
の
な
ど
が
あ
る
。
こ
れ
ら
の
こ
と
に
気
付
か
せ
、
児
童
に
単
位
と

単
位
の
関
係
に
何
か
あ
り
そ
う
だ
と
い
う
問
い
を
も
た
せ
る
。
そ
の
こ
と
を
明
確
に
す
る
一
つ

の
方
法
と
し
て
、
表
を
使
っ
て
単
位
を
整
理
す
る
。
10

倍
と

10
分
の
１
（
1c
m
と

1m
m、

1L
と

1d
L
な
ど
）、

10
0
倍
と

10
0
分
の

1（
1m

と
1c
m、

1d
L
と

1m
L
な
ど
）、

10
00

倍
と

10
00

分
の

1（
1k
m
と

1m
、
1
㎏
と

1g
な
ど
）
の
関
係
を
捉
え
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
。
こ
の
よ
う

に
、
単
位
の
関
係
に
つ
い
て
は
単
に
単
位
の
換
算
を
し
て
暗
記
さ
せ
る
の
で
は
な
く
、
単
位
の

仕
組
み
に
着
目
さ
せ
て
理
解
さ
せ
る
こ
と
が
大
事
で
あ
る
。
 

（
2）

身
の
回
り
に
あ
る
単
位
に
注
目
し
て
、
い
ろ
い
ろ
な
単
位
の
関
係
を
統
合
的
に
捉
え
さ
せ
る
。
 

 
い
ろ
い
ろ
な
単
位
の
関
係
を
統
合
的
に
捉
え
さ
せ
る
。
単
位
の
学
習
を
続
け
て
い
く
と
、
学

習
し
た
単
位
以
外
に
も
身
の
回
り
に
い
ろ
い
ろ
な
単
位
が
あ
る
こ
と
に
気
付
い
て
い
く
。
よ
く

見
て
み
る
と

k
や
ｍ
な
ど
同
じ
よ
う
な
文
字
が
使
わ
れ
て
い
る
。
そ
こ
で
、
こ
れ
ら
の
興
味
・

関
心
を
反
映
し
主
体
的
に
児
童
が
活
動
で
き
る
学
習
の
場
を
作
っ
て
い
く
。
例
え
ば
グ
ル
ー
プ

活
動
に
よ
っ
て
身
の
回
り
に
あ
る
単
位
を
自
由
に
出
し
合
い
カ
ー
ド
に
書
か
せ
る
。
カ
ー
ド
を

そ
れ
ぞ
れ
同
じ
量
ご
と
に
分
類
す
る
。
さ
ら
に
、
大
き
な
単
位
の
順
番
に
並
べ
て
み
る
。
量
と

量
を
並
べ
て
み
て
ど
の
量
に
も

k
や

m
と
い
っ
た
接
頭
語
が
あ
る
こ
と
を
発
見
さ
せ
る
。
そ
し

て
1
㎞
は

1m
の

10
00

倍
、
1k
g
は

1g
の

10
00

倍
の
よ
う
に
、
k
が

10
00

倍
と
い
う
意
味
で

ど
の
量
に
も
使
っ
て
い
る
こ
と
を
発
見
し
確
認
し
合
う
。
こ
の
よ
う
に
、
児
童
に
身
の
回
り
か

ら
量
の
単
位
を
見
付
け
さ
せ
、
自
由
に
分
類
整
理
し
関
係
を
考
察
す
る
活
動
が
深
い
学
び
に
つ

な
が
る
。
こ
の
こ
と
に
よ
り
、
こ
れ
ま
で
に
学
習
し
た
単
位
に
つ
い
て
日
常
生
活
の
中
で
自
分

か
ら
調
べ
よ
う
と
す
る
態
度
を
培
う
こ
と
が
で
き
る
。
 

【
数
量
を
□
な
ど
を
用
い
て
表
し
、
そ
の
関
係
を
式
に
表
せ
る
こ
と
に
つ
い
て
知
る
こ
と
 

大
問

3（
2）

基
礎

C 
77
.8
％
】
 

■
 
分
析
 

本
設
問
は
、
乗
法
の
場
面
に
お
い
て
未
知
の
数
量
を
□
を
用
い
て
正
し
く
式
に
表
し
た
も
の
を
選

択
す
る
設
問
で
あ
る
。
通
過
率
は
、
R1

は
13
.8
％
、
R2

は
51
.6
％
、
R3

は
80
.3
％
で
あ
っ
た
。
 

 ■
 
考
察
 

誤
答
を
見
る
と
、
□
÷
4＝

12
を
選
択
し
て
い
る
も
の
が

12
.6
％
み
ら
れ
た
。
こ
の
こ
と
か
ら
、

乗
法
の
場
面
を
明
確
に
捉
え
て
立
式
す
る
こ
と
と
、
未
知
の
数
を
□
と
し
て
数
量
の
関
係
を
表
す
意

味
の
理
解
が
十
分
で
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。
 

 
■
 
学
び
の
構
造
転
換
に
向
け
て
 

（
1）

問
題
文
か
ら
明
確
に
基
準
量
を
捉
え
さ
せ
、
乗
法
の
理
解
を
深
め
る
。
 

児
童
の
つ
ま
ず
き
の
要
因
の
一
つ
に
、
問
題
か
ら
「
一
つ
分
の
大
き
さ
」
が
何
か
を
明
確
に
捉

え
ら
れ
て
い
な
い
こ
と
が
あ
る
。
そ
こ
で
、
二
つ
の
数
量

A
と

B
を
比
べ
る
学
習
に
際
し
て
は
、

児
童
が
紙
テ
ー
プ
な
ど
の
具
体
物
を
使
っ
て
立
式
の
根
拠
を
説
明
す
る
活
動
を
す
る
。
そ
の
中

で
「
A
を
一
つ
分
と
す
る
と
、
B
は
そ
の

m
個
分
。
つ
ま
り

B
は
そ
の

m
倍
」
と
い
う
表
現
を
互

い
に
し
合
う
こ
と
に
よ
り
、「

一
つ
分
の
大
き
さ
」
の
意
味
や
何
倍
と
い
う
乗
法
の
意
味
を
理
解

し
、
確
か
な
も
の
に
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
説
明
す
る
児
童
は
相
手
に
分
か
り
や
す
く
説
明
し

よ
う
と
す
る
こ
と
で
自
ら
の
考
え
を
振
り
返
り
よ
り
精
選
さ
れ
た
考
え
へ
と
高
め
て
い
く
こ
と

に
な
る
。
ま
た
、
説
明
を
聞
く
方
は
他
の
児
童
の
説
明
を
聞
き
な
が
ら
自
分
の
考
え
と
比
べ
相

違
点
や
共
通
点
を
見
付
け
る
こ
と
を
通
し
て
自
ら
の
考
え
を
よ
り
よ
い
も
の
へ
と
し
て
い
く
こ

と
が
で
き
る
。
こ
の
よ
う
に
、
児
童
が
主
体
的
に
操
作
活
動
や
対
話
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
二
つ

の
数
量
の
関
係
を
正
し
く
捉
え
、
乗
法
の
意
味
理
解
を
深
め
る
こ
と
が
で
き
る
。
 

（
2）

問
題
と
式
を
児
童
が
主
体
的
、
対
話
的
に
学
ぶ
活
動
を
す
る
。
 

□
を
使
っ
た
式
の
学
習
を
確
か
な
も
の
に
す
る
た
め
に
は
、
次
の
よ
う
な
活
動
が
大
切
で
あ
る
。

ま
ず
、
問
題
か
ら
□
を
使
っ
た
式
を
つ
く
る
、
□
を
使
っ
た
式
か
ら
問
題
を
つ
く
る
学
習
に
取

り
組
ま
せ
、
互
い
に
説
明
し
合
う
活
動
を
通
し
て
行
う
。
次
に
、
□
を
使
っ
た
式
を
紙
テ
ー
プ

な
ど
を
使
っ
た
操
作
活
動
を
通
し
て
説
明
す
る
。
紙
テ
ー
プ
な
ど
具
体
物
を
用
い
て
操
作
さ
れ

た
場
面
を
、
□
を
使
っ
た
式
で
表
し
て
説
明
す
る
こ
と
を
互
い
に
対
話
を
通
し
て
行
う
。
児
童

は
互
い
に
説
明
す
る
活
動
を
通
し
て
、
問
題
場
面
と
式
、
式
に
用
い
ら
れ
る
□
の
関
係
に
対
す

る
理
解
を
深
め
て
い
く
。
説
明
し
合
う
活
動
を
す
る
こ
と
に
よ
り
、
□
を
使
っ
た
式
に
つ
い
て

自
ら
の
考
え
を
整
理
し
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
こ
と
を
教
師
が
指
示
し
て
一
斉
に
す

る
の
で
は
な
く
、
児
童
が
選
び
、
問
い
を
も
つ
よ
う
に
意
欲
を
引
き
出
し
て
指
導
し
て
い
く
こ

と
が
大
事
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
が
主
体
的
で
深
い
学
び
に
つ
な
が
る
。
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Ⅲ-2 算数・数学科 特定の課題に対する調査 教科等別結果の分析と考察 



  小
学
校
第

5
学
年
 

 

1
2

3
4

5
A

B
C

D
E

連 番

大 問
学

習
指

導
要

領
に

準
拠

し
た

趣
旨

内
容

形
式

算 数 へ の 関 心 ・ 意 欲 ・

態 度

数 学 的 な 考 え 方

数 量 や 図 形 に つ い て の

技 能

数 量 や 図 形 に つ い て の

知 識 ・ 理 解

数 と 計 算

量 と 測 定

図 形

数 量 関 係

全 体

R 1

R 2

R 3

R 4

R 5

全 体

R 1

R 2

R 3

R 4

R 5

1
1

1
同

分
母

分
数

の
帯

分
数

ー
帯

分
数

の
計

算
が

で
き

る
こ

と
6
 4

/7
ー

4
 2

/7
の

計
算

を
す

る
記

述
通

常
基

礎
C

●
■

9
5
.5

7
3
.0

9
3
.1

9
7
.0

9
8
.6

9
9
.0

0
.9

1
3
.5

0
.6

0
.1

0
.0

0
.0

2
1

2
小

数
×

整
数

の
筆

算
が

で
き

る
こ

と
1
6
.2

×
3
4
の

筆
算

を
す

る
記

述
通

常
基

礎
B

●
■

7
1
.6

2
9
.8

5
5
.4

7
3
.4

8
3
.7

8
7
.5

0
.4

6
.7

0
.0

0
.0

0
.1

0
.0

3
1

3
小

数
÷

整
数

の
計

算
が

で
き

る
こ

と
5
5
.2

÷
1
6
の

計
算

を
す

る
記

述
通

常
基

礎
B

●
■

6
9
.6

1
1
.2

3
9
.0

7
4
.7

8
8
.7

9
1
.3

7
.8

5
0
.0

1
6
.7

4
.0

0
.7

0
.3

4
2

1
長

さ
と

面
積

の
関

係
に

つ
い

て
知

る
こ

と
正

方
形

の
1
辺

の
長

さ
と

面
積

の
関

係
を

求
め

る
記

述
完

答
基

礎
C

●
■

8
5
.8

4
6
.1

7
5
.5

8
8
.1

9
4
.5

9
5
.8

0
.7

1
1
.2

0
.3

0
.0

0
.1

0
.0

5
2

2
数

の
相

対
的

な
大

き
さ

に
つ

い
て

知
る

こ
と

6
.2

5
は

0
.0

1
を

何
個

集
め

た
数

か
を

求
め

る
記

述
通

常
基

礎
C

●
■

9
6
.7

5
7
.3

9
6
.8

9
9
.4

9
9
.8

9
9
.3

0
.7

1
2
.4

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

6
3

1
数

の
大

小
比

較
を

知
る

こ
と

３
, 
３

 1
/7

, 
9
/7

, 
２

 6
/7

の
中

で
一

番
大

き
い

数
を

求
め

る
選

択
通

常
基

礎
C

●
■

7
9
.4

2
4
.7

5
9
.0

8
2
.8

9
4
.1

9
7
.2

0
.9

1
4
.6

0
.5

0
.0

0
.0

0
.0

7
3

2
数

量
を

○
や

△
を

用
い

て
表

し
、

そ
の

関
係

を
式

に
表

せ
る

こ
と

に
つ

い
て

知
る

こ
と

正
方

形
の

1
辺

の
長

さ
を

○
、

周
り

の
長

さ
を

△
と

し
て

関
係

を
式

に
表

す
選

択
通

常
基

礎
C

●
■

8
7
.7

1
9
.1

7
6
.2

9
3
.0

9
8
.1

9
9
.7

2
.4

3
3
.1

2
.8

0
.2

0
.0

0
.0

8
3

3
正

方
形

と
長

方
形

の
面

積
を

求
め

る
こ

と
が

で
き

る
こ

と
辺

の
長

さ
が

５
㎝

, 
７

㎝
の

長
方

形
か

ら
１

辺
２

㎝
の

正
方

形
を

ひ
い

た
面

積
を

実
測

し
て

求
め

る
記

述
通

常
基

礎
B

●
■

7
4
.1

1
.1

4
0
.0

8
2
.4

9
4
.2

9
6
.2

5
.4

4
9
.4

1
2
.0

0
.7

0
.1

0
.0

9
3

4
平

行
四

辺
形

の
辺

の
長

さ
と

角
の

大
き

さ
の

求
め

方
に

つ
い

て
知

る
こ

と
平

行
四

辺
形

の
辺

の
長

さ
と

角
の

大
き

さ
を

求
め

る
記

述
完

答
基

礎
C

●
■

9
2
.8

5
1
.1

8
8
.1

9
5
.4

9
8
.7

9
9
.0

1
.5

2
4
.2

0
.8

0
.0

0
.0

0
.0

1
0

4
1

乗
法

の
場

面
や

数
量

の
関

係
に

つ
い

て
知

る
こ

と
1
.2

×
６

の
式

に
な

る
問

題
を

見
付

け
る

選
択

通
常

基
礎

B
●

■
8
4
.9

2
1
.3

6
3
.4

9
2
.0

9
8
.3

9
9
.3

2
.4

3
3
.1

2
.2

0
.4

0
.0

0
.0

1
1

4
2

小
数

×
整

数
の

計
算

の
仕

方
に

つ
い

て
考

え
る

こ
と

3
.6

×
８

の
計

算
の

仕
方

を
説

明
す

る
文

に
数

を
当

て
は

め
る

記
述

完
答

基
礎

B
●

■
8
3
.7

1
1
.2

6
3
.3

9
1
.0

9
7
.6

9
8
.3

2
.5

3
6
.0

2
.9

0
.0

0
.0

0
.0

1
2

4
3

ひ
し

形
の

構
成

に
つ

い
て

考
え

る
こ

と
同

じ
形

の
三

角
形

を
4
枚

使
っ

て
ひ

し
形

が
で

き
る

三
角

形
を

選
ぶ

選
択

通
常

基
礎

B
●

■
7
0
.5

1
1
.8

4
2
.7

7
2
.9

9
0
.3

9
5
.5

2
.5

3
2
.0

2
.9

0
.3

0
.2

0
.0

1
3

5
1

伴
っ

て
変

わ
る

２
つ

の
数

量
の

関
係

を
と

ら
え

て
問

題
を

解
決

す
る

こ
と

が
で

き
る

こ
と

正
三

角
形

の
周

り
の

長
さ

か
ら

１
辺

の
長

さ
を

求
め

る
記

述
通

常
基

礎
B

●
■

7
1
.9

5
.6

2
8
.4

8
1
.0

9
5
.3

9
7
.6

8
.4

4
3
.3

2
1
.3

4
.6

0
.4

0
.0

1
4

5
2

平
行

四
辺

形
、

台
形

に
つ

い
て

知
る

こ
と

平
行

四
辺

形
と

台
形

を
判

別
す

る
選

択
完

答
基

礎
B

●
■

4
4
.7

1
.7

9
.3

3
8
.7

7
4
.9

8
1
.6

2
.1

3
1
.5

1
.9

0
.2

0
.0

0
.0

1
5

6
1

折
れ

線
グ

ラ
フ

と
い

う
用

語
を

知
る

こ
と

折
れ

線
グ

ラ
フ

の
名

前
を

答
え

る
選

択
通

常
基

礎
C

●
■

9
4
.5

5
1
.1

9
2
.3

9
7
.5

9
8
.9

9
9
.7

1
.8

2
9
.8

0
.9

0
.0

0
.1

0
.0

1
6

6
2

折
れ

線
グ

ラ
フ

の
読

み
取

り
が

で
き

る
こ

と
折

れ
線

グ
ラ

フ
を

読
み

取
り

,グ
ラ

フ
が

表
し

て
い

る
こ

と
を

見
付

け
る

選
択

通
常

基
礎

B
●

■
8
3
.7

2
4
.7

6
8
.7

8
8
.7

9
4
.9

9
7
.2

2
.2

3
3
.1

1
.7

0
.1

0
.2

0
.0

1
7

7
1

ひ
し

形
の

作
図

が
で

き
る

こ
と

三
角

定
規

、
分

度
器

、
コ

ン
パ

ス
な

ど
を

用
い

て
１

辺
が

３
㎝

、
１

つ
の

角
が

6
0
°の

ひ
し

形
を

か
く

記
述

通
常

基
礎

B
●

■
7
2
.3

9
.6

4
3
.4

7
6
.4

9
1
.8

9
6
.5

1
1
.4

5
0
.0

2
3
.1

8
.4

3
.0

1
.0

1
8

7
2

面
積

の
求

め
方

を
考

え
る

こ
と

長
方

形
か

ら
2
本

の
道

を
除

い
た

残
り

の
面

積
を

求
め

る
記

述
完

答
活

用
A

●
■

4
2
.6

1
.1

1
0
.5

3
3
.2

7
2
.6

8
6
.1

1
1
.0

5
1
.7

2
4
.1

8
.0

1
.5

0
.0

1
9

7
3

四
角

形
と

対
角

線
の

関
係

に
つ

い
て

考
え

る
こ

と
２

本
の

対
角

線
の

関
係

か
ら

四
角

形
を

求
め

る
選

択
完

答
活

用
A

●
■

3
7
.6

0
.0

3
.5

2
3
.9

7
1
.9

8
8
.2

5
.9

4
4
.4

1
3
.6

2
.1

0
.0

0
.0

2
0

8
1

減
法

と
乗

法
の

計
算

の
き

ま
り

を
使

っ
た

問
題

を
考

え
る

こ
と

２
, 
４

, 
６

, 
８

の
４

枚
の

数
カ

ー
ド

か
ら

3
枚

を
選

ん
で

、
□

×
（

□
－

□
）

の
答

え
が

１
番

大
き

く
な

る
よ

う
に

す
る

記
述

完
答

活
用

A
●

■
4
3
.3

1
.7

1
4
.7

3
6
.2

6
9
.1

8
2
.6

6
.7

5
1
.1

1
3
.1

3
.3

0
.1

0
.0

2
1

8
2

計
算

の
仕

組
み

を
活

用
し

て
伏

せ
ら

れ
た

数
の

求
め

方
を

考
え

る
こ

と
□

.□
×

□
4
の

筆
算

形
式

の
虫

食
い

算
を

す
る

記
述

完
答

活
用

A
●

■
4
1
.9

1
.1

7
.1

2
9
.7

7
6
.6

8
8
.2

1
3
.2

5
6
.7

2
7
.9

1
1
.5

0
.7

0
.0

2
2

8
3

2
位

数
の

乗
法

を
活

用
し

て
問

題
を

考
え

る
こ

と
2
5
×

1
2
の

答
え

を
工

夫
し

て
求

め
る

記
述

完
答

活
用

A
●

■
4
7
.1

0
.0

7
.3

3
8
.9

8
1
.2

9
2
.7

1
8
.4

6
6
.3

4
1
.7

1
5
.6

2
.2

0
.0

2
3

8
4

資
料

を
２

つ
の

観
点

か
ら

分
類

整
理

す
る

こ
と

が
で

き
る

犬
と

ね
こ

を
か

っ
て

い
る

人
の

ア
ン

ケ
ー

ト
の

結
果

を
２

次
元

表
に

ま
と

め
る

記
述

完
答

活
用

A
●

■
4
1
.0

1
.7

5
.4

2
7
.7

7
6
.9

8
8
.9

7
.9

4
3
.8

1
5
.3

6
.2

0
.5

0
.0

2
4

9
対

角
線

の
交

点
を

通
る

直
線

の
性

質
を

活
用

し
て

長
方

形
の

２
等

分
に

つ
い

て
考

え
る

こ
と

対
角

線
の

交
点

を
通

る
直

線
を

用
い

て
複

合
図

形
の

面
積

を
２

等
分

す
る

記
述

通
常

活
用

S
●

■
2
3
.4

0
.0

1
.4

1
2
.4

3
4
.4

1
0
0
.0

2
4
.9

6
6
.9

4
7
.5

2
5
.6

7
.5

0
.0

2
5

1
0

乗
法

や
除

法
に

つ
い

て
の

活
用

問
題

を
考

え
る

こ
と

同
じ

重
さ

の
鉄

の
棒

７
本

の
重

さ
が

8
.7

5
㎏

の
と

き
の

2
4
0
0
本

の
重

さ
を

求
め

る
記

述
通

常
活

用
S

●
■

2
3
.1

1
.1

2
.9

1
1
.8

3
2
.9

1
0
0
.0

2
6
.6

6
2
.4

4
7
.8

2
9
.9

8
.6

0
.0

2
6

#
D

IV
/0

!
0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

#
D

IV
/0

!
0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

2
7

#
D

IV
/0

!
0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

#
D

IV
/0

!
0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

2
8

#
D

IV
/0

!
0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

#
D

IV
/0

!
0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

2
9

#
D

IV
/0

!
0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

#
D

IV
/0

!
0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

3
0

#
D

IV
/0

!
0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

#
D

IV
/0

!
0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

1
2

3
4

5

数
％

全
体

R
1

R
2

R
3

R
4

R
5

2
5

―
6
6
.4

1
8
.3

4
3
.5

6
5
.5

8
4
.3

9
4
.3

1
7

6
8
.0

8
0
.0

2
6
.5

6
0
.8

8
3
.8

9
3
.7

9
5
.9

8
3
2
.0

3
7
.5

0
.8

6
.6

2
6
.7

6
4
.5

9
0
.8

0
0
.0

1
#

D
IV

/0
!

#
D

IV
/0

!
#

D
IV

/0
!

#
D

IV
/0

!
#

D
IV

/0
!

#
D

IV
/0

!

1
0

4
0
.0

2
4
5
.4

3
.0

1
5
.9

3
7
.8

7
0
.3

9
2
.0

7
2
8
.0

3
7
7
.0

2
2
.2

5
2
.6

8
1
.9

9
2
.5

9
5
.0

8
3
2
.0

4
8
3
.3

3
4
.1

7
0
.1

8
5
.9

9
4
.7

9
6
.4

0
0
.0

5
#

D
IV

/0
!

#
D

IV
/0

!
#

D
IV

/0
!

#
D

IV
/0

!
#

D
IV

/0
!

#
D

IV
/0

!

9
3
6
.0

A
7
4
.5

2
5
.5

5
3
.8

7
5
.4

9
1
.0

9
4
.8

3
1
2
.0

B
6
7
.5

1
6
.1

4
2
.0

6
7
.9

8
7
.1

9
2
.7

6
2
4
.0

C
5
6
.9

1
2
.4

3
1
.4

5
3
.3

7
7
.0

9
3
.5

7
2
8
.0

D
6
3
.6

1
5
.0

4
1
.2

6
2
.3

8
0
.9

9
5
.1

0
0
.0

E
#

D
IV

/0
!

#
D

IV
/0

!
#

D
IV

/0
!

#
D

IV
/0

!
#

D
IV

/0
!

#
D

IV
/0

!

2
8
.0

6
2
4
.0

R
1

R
2

R
3

R
4

R
5

1
0

4
0
.0

5
.4

%
1
9
.8

%
3
8
.0

%
2
7
.9

%
8
.8

%

7
2
8
.0

8
3
2
.0

1
7

6
8
.0

0
0
.0

1
5

6
0
.0

1
0

4
0
.0

0
0
.0

小 問

■
対

象
教

科
、

校
種

・
学

年
、

出
題

範
囲

、
対

応
教

科
書

■
学

習
状

況
の

評
定

（
学

力
段

階
）

、
段

階
別

の
平

均
正

答
率

（
％

）

設
問

番
号

出
題

解 答 形 式

設 問 レ ベ ル

学
習

評
価

の
観

点
指

導
内

容
の

領
域

結
果

（
準

）
通

過
率

（
％

）
無

答
率

（
％

）

教
科

等
算

数
・

数
学

科
設

問
平

均
正

答
率

（
％

）

0

校
種

・
学

年
小

学
校

第
5
学

年
全

体

基
礎

／
活

用
別

基
礎

B
・

C

出
題

範
囲

小
学

校
第

4
学

年
活

用
S
・

A

観
点

別

算
数

へ
の

関
心

・
意

欲
・

態
度

対
応

教
科

書
教

育
出

版
数

学
的

な
考

え
方

数
量

や
図

形
に

つ
い

て
の

技
能

数
量

や
図

形
に

つ
い

て
の

知
識

・
理

解

領
域

別

数
と

計
算

量
と

測
定

図
形

数
量

関
係

0

レ
ベ

ル

活
用

S
学

習
状

況
の

評
定

（
学

力
段

階
）

A

基
礎

B C

形
式

出
題

選
択

記
述

自
由

記
述

解
答

通
常

完
答

複
合

条
件

0
.0

2
0
.0

4
0
.0

6
0
.0

8
0
.0

1
0
0
.0

全
体

基
礎

B
・

C

活
用

S
・

A

数
学

的
な

考
え

方

数
量

や
図

形
に

つ
い

て

の
技

能

数
量

や
図

形
に

つ
い

て

の
知

識
・

理
解

数
と

計
算

量
と

測
定

図
形

数
量

関
係

全
体

R
1

R
2

R
3

R
4

R
5

5
.4

%

1
9
.8

%

3
8
.0

%

2
7
.9

%

8
.8

%

0
%

1
0
%

2
0
%

3
0
%

4
0
%

5
0
%

6
0
%

7
0
%

8
0
%

9
0
%

1
0
0
%

R
5

R
4

R
3

R
2

R
1
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【
数
の
大
小
比
較
を
知
る
こ
と
 
大
問

3（
1）

基
礎

C 
79
.4
％
】
 

■
 
分
析
 

本
設
問
は
、
整
数
と
仮
分
数
や
帯
分
数
の
大
小
を
比
較
し
、
一
番
大
き
い
数
を
選
択
す
る
設
問
で

あ
る
。
通
過
率
は
、
R1

は
24
.7
％
、
R2

は
59
.0
％
、
R3

は
82
.8
％
で
あ
っ
た
。
 

 

■
 
考
察
 

 
  

誤
答
例
を
見
る
と
、
ア
、
の

3
を
選
択
し
て
い
る
も
の
が

4.
6％

、
ウ
、
の

9/
7
を
選
択
し
て
い

る
も
の
が

2.
3％

み
ら
れ
た
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
分
数
の
大
小
、
分
数
と
整
数
の
関
係
な
ど
の
意

味
の
理
解
が
十
分
で
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。
 

 ■
 
学
び
の
構
造
転
換
に
向
け
て
 

（
1）

協
同
で
学
習
を
進
め
る
こ
と
に
よ
り
、
分
数
の
意
味
理
解
を
深
め
る
。
 

第
4
学
年
に
お
い
て
、
真
分
数
、
仮
分
数
、
帯
分
数
の
用
語
、
意
味
、
表
し
方
を
学
習
す
る
。

児
童
に
よ
っ
て
は
、
様
々
な
名
前
の
分
数
が
出
て
き
た
り
、
帯
分
数
を
仮
分
数
に
直
し
た
り
す

る
こ
と
が
あ
る
た
め
、
混
乱
し
十
分
に
理
解
さ
れ
な
い
こ
と
が
あ
る
。
そ
こ
で
、
指
導
に
当
た

っ
て
は
、
ペ
ア
や
グ
ル
ー
プ
な
ど
の
対
話
的
な
学
び
を
取
り
入
れ
る
。
ま
ず
、
1
本
の
数
直
線
に

意
図
的
に
真
分
数
や
仮
分
数
、
帯
分
数
混
ぜ
て
書
い
た
カ
ー
ド
を
自
由
に
置
い
て
、
分
数
の
大

き
さ
を
比
べ
る
活
動
を
行
う
。
そ
の
時
な
ぜ
大
き
い
の
か
を
児
童
が
ペ
ア
や
グ
ル
ー
プ
で
説
明

す
る
活
動
を
取
り
入
れ
る
。
さ
ら
に
、
真
分
数
や
仮
分
数
、
帯
分
数
の
カ
ー
ド
を
混
ぜ
て
配
っ

た
り
、
児
童
が
カ
ー
ド
に
真
分
数
や
仮
分
数
、
帯
分
数
を
書
い
た
り
し
て
数
直
線
に
お
い
て
大

小
比
べ
の
活
動
を
続
け
て
い
く
。
児
童
は
分
数
の
大
小
を
説
明
す
る
活
動
を
通
し
て
真
分
数
、

仮
分
数
、
帯
分
数
に
対
す
る
理
解
を
深
め
て
い
く
こ
と
に
な
る
。
 

（
2）

ゲ
ー
ム
を
通
し
て
分
数
の
大
小
判
断
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
。
 

分
数
の
意
味
や
表
し
方
、
大
き
さ
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
る
た
め
に
は
、
そ
れ
を
、
具
体
物
を

使
っ
て
児
童
同
士
が
説
明
し
合
う
こ
と
が
有
効
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
児
童
が
意
欲
的
に
分
数
の

大
小
比
べ
を
行
い
、
な
ぜ
、
大
き
い
か
を
説
明
し
合
う
活
動
を
学
習
に
取
り
入
れ
る
よ
う
に
す

る
。
例
え
ば
、
ト
ラ
ン
プ
大
の
大
き
さ
の
カ
ー
ド
に
真
分
数
、
仮
分
数
、
帯
分
数
を
書
い
て
そ

の
カ
ー
ド
を

2
人
が
引
い
て
、
ど
ち
ら
の
数
が
大
き
い
か
を
判
断
し
、
数
の
大
き
い
方
が
勝
ち
と

す
る
。
2
人
し
て
同
分
母
の
分
数
（
真
分
数
、
仮
分
数
、
帯
分
数
を
含
む
）
を
書
い
た
カ
ー
ド
を

45
枚
用
意
し
て
、
向
き
合
っ
て
ゲ
ー
ム
を
行
う
。
ゲ
ー
ム
の
仕
方
を
工
夫
す
る
。
最
初

2
人
が

そ
れ
ぞ
れ
に
引
い
た
カ
ー
ド
の
中
で
大
き
い
方
の
カ
ー
ド
を
引
い
た
も
の
を
勝
ち
と
す
る
。
つ

ぎ
に
、
2
人
同
時
に
カ
ー
ド
を
見
せ
合
い
ど
ち
ら
の
数
が
大
き
い
か
を
判
断
し
早
く
当
て
た
方
を

勝
ち
と
す
る
。
児
童
は
ゲ
ー
ム
を
通
し
て
分
数
の
大
小
を
判
断
す
る
と
き
に
は
分
数
の
ど
こ
か

ら
見
て
い
け
ば
よ
い
か
な
ど
分
数
の
見
方
を
深
め
て
い
く
こ
と
に
な
る
。
こ
の
よ
う
に
児
童
が

自
由
に
楽
し
く
没
頭
す
る
よ
う
な
学
習
活
動
を
取
り
入
れ
る
。
 

【
平
行
四
辺
形
、
台
形
に
つ
い
て
知
る
こ
と
 
大
問

5（
2）

基
礎

B 
44
.7
％
】

 
■
 
分
析
 

本
設
問
は
、
五
つ
の
四
角
形
か
ら
台
形
と
平
行
四
辺
形
を
判
別
で
き
る
か
ど
う
か
を
見
る
設
問
で

あ
る
。
通
過
率
は
、
R1

は
1.
7％

、
R2

は
9.
3％

、
R3

は
38
.7
％
あ
っ
た
。
 

 

■
 
考
察
 

誤
答
例
を
見
る
と
、
平
行
四
辺
形
の
み
判
別
で
き
た
児
童
が

46
.7
％
で
あ
っ
た
。
こ
の
こ
と
か

ら
、
平
行
四
辺
形
に
比
べ
て
台
形
は
判
別
が
し
に
く
く
、
台
形
の
定
義
や
意
味
な
ど
の
理
解
が
十
分

で
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。
 

 ■
 
学
び
の
構
造
転
換
に
向
け
て
 

（
1）

図
形
を
自
由
に
動
か
し
て
分
類
す
る
活
動
を
取
り
入
れ
る
。
 

第
4
学
年
の
図
形
の
指
導
に
お
い
て
は
、
図
形
の
定
義
に
基
づ
い
て
分
類
で
き
る
よ
う
に
す
る

こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
図
形
を
分
類
す
る
際
は
、
児
童
が
図
形
の
見
方
を
働
か
せ
て
分
類
で
き

る
よ
う
に
す
る
こ
と
が
大
切
で
あ
る
。
図
形
の
構
成
要
素
で
あ
る
辺
の
長
さ
や
位
置
関
係
に
着

目
し
分
類
で
き
る
よ
う
に
す
る
。
特
に
重
要
な
こ
と
は
、
図
形
の
保
存
性
で
あ
る
。
図
形
を
傾

け
て
も
置
く
場
所
を
変
え
て
も
図
形
の
大
き
さ
や
辺
の
長
さ
や
角
の
大
き
さ
は
変
わ
ら
な
い
と

い
う
こ
と
の
理
解
が
必
要
で
あ
る
。
例
え
ば
、
台
形
に
つ
い
て
は
、
平
行
な
辺
の
位
置
を
上
下

だ
け
で
な
く
左
右
に
し
た
り
斜
め
に
し
た
り
し
て
も
台
形
と
判
断
で
き
る
よ
う
に
す
る
こ
と
が

必
要
で
あ
る
。
図
形
の
分
類
に
お
い
て
は
、
紙
に
か
か
れ
て
い
て
固
定
し
た
位
置
で
し
か
見
る

こ
と
が
で
き
な
い
よ
う
な
図
形
を
用
い
る
の
で
は
な
く
、
児
童
が
自
由
に
図
形
を
動
か
し
て
分

類
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
。
図
形
を
そ
れ
ぞ
れ
円
形
の
紙
に
か
い
た
り
、
図
形
を
切

り
抜
い
た
り
し
た
も
の
を
用
意
す
る
。
児
童
に
示
す
時
も
斜
め
の
位
置
に
見
え
る
よ
う
に
配
置

す
る
な
ど
、
図
形
の
提
示
の
仕
方
を
工
夫
し
て
行
う
こ
と
が
大
切
で
あ
る
。
 

（
2）

多
様
な
活
動
を
取
り
入
れ
て
図
形
の
理
解
を
確
か
に
す
る
。
 

図
形
の
学
習
に
お
い
て
最
も
大
切
な
こ
と
は
、
必
要
感
の
あ
る
学
習
活
動
で
あ
る
。
そ
こ
で
、

次
の
よ
う
な
活
動
を
取
り
入
れ
る
。
ま
ず
、
最
初
に
教
師
が
二
人
一
組
の
チ
ー
ム
に
平
行
四
辺

形
、
台
形
、
正
方
形
の
図
形
を
か
い
た
紙
を
配
り
、
本
当
に
正
し
い
図
形
か
ど
う
か
判
別
す
る

活
動
を
行
う
。
紙
に
か
か
れ
た
図
形
の
中
で
正
し
い
図
形
は
そ
れ
ぞ
れ
一
つ
に
し
、
残
り
は
微

妙
に
辺
の
長
さ
や
角
の
大
き
さ
が
違
う
図
形
を
か
く
。
そ
の
際
、
台
形
や
平
行
四
辺
形
で
正
し

い
図
形
は
斜
め
の
も
の
と
す
る
。
二
人
で
相
談
し
な
が
ら
分
度
器
や
定
規
を
使
っ
て
正
し
い
図

形
を
見
付
け
る
活
動
を
取
り
入
れ
る
。
次
に
、
二
人
で
そ
れ
ぞ
れ
の
図
形
を
か
い
て
相
手
に
示

し
、
正
し
い
図
形
か
ど
う
か
を
判
断
す
る
活
動
を
行
う
。
誤
っ
た
図
形
を
指
摘
す
る
こ
と
に
よ

っ
て
図
形
の
意
味
理
解
が
豊
か
に
な
る
。
ま
た
、
自
由
に
図
形
を
選
ん
だ
り
、
互
い
に
相
談
し

合
っ
た
り
し
て
没
頭
す
る
学
び
は
探
究
的
な
学
び
を
育
む
こ
と
に
な
る
。
 

Ⅲ-2 算数・数学科 特定の課題に対する調査 教科等別結果の分析と考察 
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  小
学
校
第

6
学
年
 

 

1
2

3
4

5
A

B
C

D
E

連 番

大 問
学

習
指

導
要

領
に

準
拠

し
た

趣
旨

内
容

形
式

算 数 へ の 関 心 ・ 意 欲 ・

態 度

数 学 的 な 考 え 方

数 量 や 図 形 に つ い て の

技 能

数 量 や 図 形 に つ い て の

知 識 ・ 理 解

数 と 計 算

量 と 測 定

図 形

数 量 関 係

全 体

R 1

R 2

R 3

R 4

R 5

全 体

R 1

R 2

R 3

R 4

R 5

1
1

1
異

分
母

分
数

の
帯

分
数

ー
帯

分
数

の
計

算
が

で
き

る
こ

と
2
 2

/3
ー

1
 4

/5
の

計
算

を
す

る
記

述
通

常
基

礎
C

●
■

7
7
.8

1
6
.9

5
8
.3

8
3
.9

9
5
.2

9
6
.0

3
.5

3
2
.9

5
.0

0
.6

0
.0

0
.0

2
1

2
小

数
×

小
数

の
筆

算
が

で
き

る
こ

と
2
.8

4
×

0
.7

5
の

筆
算

を
す

る
記

述
通

常
基

礎
B

●
■

7
5
.1

2
9
.7

5
9
.6

8
0
.3

8
7
.2

8
9
.5

0
.6

7
.3

0
.0

0
.2

0
.1

0
.3

3
1

3
小

数
÷

小
数

の
計

算
が

で
き

る
こ

と
1
2
.4

÷
2
.4

8
の

計
算

を
す

る
記

述
通

常
基

礎
B

●
■

7
8
.1

2
1
.0

6
0
.5

8
5
.4

9
1
.6

9
4
.1

5
.9

3
7
.9

1
0
.6

1
.8

1
.2

1
.1

4
2

1
長

さ
と

体
積

の
関

係
に

つ
い

て
知

る
こ

と
立

方
体

の
1
辺

の
長

さ
と

体
積

の
関

係
を

求
め

る
記

述
完

答
基

礎
C

●
■

6
8
.1

2
7
.4

4
8
.5

6
7
.6

8
7
.1

9
2
.2

0
.7

8
.2

0
.6

0
.1

0
.0

0
.0

5
2

2
数

の
大

き
さ

の
関

係
に

つ
い

て
知

る
こ

と
6
.5

を
1
0
倍

、
1
/1

0
に

し
た

数
を

求
め

る
記

述
完

答
基

礎
C

●
■

9
5
.5

5
7
.1

9
5
.3

9
8
.7

9
9
.5

1
0
0
.0

1
.1

1
2
.8

0
.8

0
.2

0
.0

0
.0

6
3

1
数

の
大

小
比

較
を

知
る

こ
と

2
/3

, 
2
/5

, 
2
/7

, 
2
/9

の
中

で
一

番
大

き
い

数
を

求
め

る
選

択
通

常
基

礎
C

●
■

8
2
.6

2
1
.0

6
2
.9

9
0
.2

9
8
.6

9
8
.9

2
.2

9
.1

4
.4

1
.8

0
.0

0
.0

7
3

2
数

量
を

○
や

△
を

用
い

て
表

し
、

比
例

の
関

係
を

式
に

表
せ

る
こ

と
に

つ
い

て
知

る
こ

と
１

ｍ
の

重
さ

が
1
0
ｇ

の
針

金
の

長
さ

を
○

ｍ
、

重
さ

を
△

ｇ
と

し
て

そ
の

比
例

の
関

係
を

式
に

表
す

選
択

通
常

基
礎

C
●

■
8
9
.8

5
1
.1

8
6
.2

9
1
.9

9
6
.4

9
8
.9

1
.0

1
3
.7

0
.3

0
.0

0
.0

0
.0

8
3

3
台

形
の

面
積

を
求

め
る

こ
と

が
で

き
る

こ
と

上
底

が
５

㎝
、

下
底

が
９

㎝
、

高
さ

が
４

㎝
の

台
形

の
面

積
を

実
測

し
て

求
め

る
記

述
通

常
基

礎
B

●
■

7
2
.6

1
2
.8

4
6
.6

7
9
.4

9
1
.5

9
6
.5

3
.9

3
3
.3

6
.2

0
.8

0
.3

0
.0

9
3

4
三

角
形

の
３

つ
の

角
の

大
き

さ
に

つ
い

て
知

る
こ

と
三

角
形

の
1
つ

の
角

の
大

き
さ

を
計

算
で

求
め

る
記

述
通

常
基

礎
C

●
■

8
9
.7

3
4
.2

8
3
.7

9
5
.2

9
7
.9

9
9
.2

1
.6

2
1
.5

0
.7

0
.1

0
.0

0
.0

1
0

4
1

乗
法

の
場

面
や

数
量

の
関

係
に

つ
い

て
知

る
こ

と
2
.6

×
1
.8

の
式

に
な

る
問

題
を

見
付

け
る

選
択

通
常

基
礎

B
●

■
8
0
.8

3
4
.2

6
5
.8

8
5
.9

9
2
.9

9
5
.7

1
.1

1
1
.9

1
.0

0
.3

0
.1

0
.0

1
1

4
2

分
数

÷
整

数
の

計
算

の
仕

方
に

つ
い

て
考

え
る

こ
と

4
/5

÷
３

の
計

算
の

仕
方

を
説

明
す

る
式

に
数

を
当

て
は

め
る

記
述

完
答

基
礎

B
●

■
5
9
.9

1
0
.0

3
6
.5

6
3
.1

7
7
.6

8
7
.7

3
.7

2
6
.0

4
.7

1
.9

0
.8

0
.5

1
2

4
3

時
計

の
文

字
盤

の
目

盛
り

を
用

い
た

正
多

角
形

の
作

図
に

つ
い

て
考

え
る

こ
と

時
計

の
文

字
盤

の
２

時
間

ご
と

の
目

盛
り

を
結

ん
で

で
き

る
正

多
角

形
を

考
え

る
記

述
通

常
基

礎
B

●
■

7
1
.4

1
8
.7

5
5
.0

7
6
.1

8
6
.2

8
8
.2

2
.5

2
8
.8

2
.2

0
.2

0
.0

0
.0

1
3

5
1

伴
っ

て
変

わ
る

２
つ

の
数

量
の

関
係

を
捉

え
て

問
題

を
解

決
す

る
こ

と
が

で
き

る
こ

と
伴

っ
て

変
わ

る
数

量
の

関
係

か
ら

、
き

ま
り

を
見

付
け

、
合

計
を

求
め

る
記

述
通

常
基

礎
B

●
■

5
8
.8

6
.8

2
4
.8

6
1
.5

8
4
.0

9
4
.4

2
.3

1
7
.4

3
.2

1
.1

0
.4

0
.0

1
4

5
2

角
柱

、
円

柱
に

つ
い

て
知

る
こ

と
角

柱
と

円
柱

を
判

別
す

る
選

択
完

答
基

礎
B

●
■

5
4
.0

8
.7

2
5
.6

5
5
.4

7
6
.2

8
5
.0

0
.8

1
1
.0

0
.1

0
.1

0
.0

0
.0

1
5

6
1

帯
グ

ラ
フ

と
い

う
用

語
を

知
る

こ
と

帯
グ

ラ
フ

の
名

前
を

答
え

る
選

択
通

常
基

礎
C

●
■

9
0
.8

5
9
.8

8
7
.9

9
3
.2

9
5
.3

9
7
.3

1
.1

1
3
.7

0
.7

0
.2

0
.0

0
.0

1
6

6
2

円
グ

ラ
フ

の
読

み
取

り
が

で
き

る
こ

と
円

グ
ラ

フ
を

読
み

取
り

、
グ

ラ
フ

が
表

し
て

い
る

こ
と

を
見

付
け

る
選

択
通

常
基

礎
B

●
■

5
9
.8

6
.8

2
2
.2

6
4
.0

8
6
.4

9
5
.7

2
.9

1
6
.0

4
.4

2
.0

0
.5

0
.0

1
7

7
1

正
六

角
形

の
作

図
が

で
き

る
こ

と
円

と
コ

ン
パ

ス
、

三
角

定
規

を
使

っ
て

正
六

角
形

を
か

く
記

述
通

常
基

礎
B

●
■

8
2
.6

3
6
.1

6
7
.8

8
8
.5

9
3
.0

9
7
.6

6
.4

2
7
.9

1
1
.7

3
.8

2
.3

0
.3

1
8

7
2

体
積

の
求

め
方

を
考

え
る

こ
と

複
合

図
形

の
体

積
を

求
め

る
式

を
考

え
る

選
択

完
答

活
用

A
●

■
5
6
.3

1
.8

1
8
.9

5
6
.1

8
9
.0

9
3
.6

5
.5

4
1
.1

1
0
.5

1
.2

0
.3

0
.0

1
9

7
3

立
方

体
の

展
開

図
に

つ
い

て
考

え
る

こ
と

立
方

体
の

展
開

図
を

完
成

さ
せ

る
た

め
に

決
め

ら
れ

た
５

個
の

正
方

形
に

６
個

目
の

正
方

形
の

付
け

方
を

見
付

け
る

記
述

完
答

活
用

A
●

■
4
5
.4

5
.0

1
9
.3

3
8
.2

7
4
.1

8
4
.2

6
.3

4
2
.9

9
.4

3
.5

0
.5

0
.0

2
0

8
1

減
法

と
乗

法
の

計
算

の
き

ま
り

を
使

っ
た

問
題

を
考

え
る

こ
と

0
.2

, 
0
.4

, 
0
.6

, 
0
.8

の
４

枚
の

数
カ

ー
ド

か
ら

3
枚

を
選

ん
で

、
□

×
（

□
－

□
）

の
答

え
が

１
番

大
き

く
な

る
よ

う
に

す
る

記
述

完
答

活
用

A
●

■
4
5
.0

5
.9

2
1
.2

3
8
.4

7
1
.2

8
1
.5

4
.6

2
9
.2

7
.4

2
.9

0
.1

0
.0

2
1

8
2

計
算

の
仕

組
み

を
活

用
し

て
伏

せ
ら

れ
た

数
の

求
め

方
を

考
え

る
こ

と
1
/○

－
1
/△

＝
1
/□

の
○

、
△

、
□

に
あ

て
は

ま
る

数
を

１
～

1
0
の

整
数

の
中

か
ら

選
ぶ

記
述

完
答

活
用

A
●

■
3
7
.8

0
.5

7
.9

2
6
.3

7
0
.4

8
8
.2

2
2
.7

5
2
.1

3
5
.0

2
5
.0

9
.2

2
.4

2
2

8
3

奇
数

の
加

法
を

活
用

し
て

問
題

を
考

え
る

こ
と

6
×

6
と

等
し

く
な

る
奇

数
の

加
法

の
式

と
1
+

3
+

7
+

9
+

1
1
+

1
3
+

1
5
+

1
7
と

等
し

く
な

る
乗

法
の

式
を

求
め

る
記

述
完

答
活

用
A

●
■

5
7
.8

8
.7

3
5
.7

5
6
.0

8
4
.0

8
1
.5

7
.1

3
4
.2

1
4
.3

4
.5

0
.0

0
.0

2
3

8
4

歩
合

を
用

い
た

問
題

を
解

決
す

る
こ

と
が

で
き

る
割

合
の

情
報

か
ら

、
一

番
安

い
店

を
見

付
け

る
記

述
完

答
活

用
A

●
■

4
5
.3

0
.5

7
.6

3
7
.8

8
1
.0

9
5
.2

1
5
.9

4
4
.7

2
7
.5

1
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2
.6

0
.0

2
4

9
図

形
の

合
同

に
つ

い
て

理
解

し
そ

れ
を

用
い

て
問

題
を

考
え

る
こ

と
本

立
て

を
作

る
と

き
に

最
も

短
く

て
済

む
板

の
切

り
方

を
考

え
る

記
述

完
答

活
用

S
●

■
1
8
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0
.0
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1
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0
.0
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1
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四
則

計
算

に
つ

い
て

の
活

用
問

題
を

考
え

る
こ

と
２

種
類

の
切

手
を

買
っ

た
と

き
の

合
計

枚
数

と
合

計
金

額
か

ら
そ

れ
ぞ

れ
の

買
っ

た
枚

数
を

求
め

る
記

述
完

答
活

用
S
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小 問

■
対

象
教

科
、

校
種

・
学

年
、

出
題

範
囲

、
対

応
教

科
書

■
学

習
状

況
の

評
定

（
学

力
段

階
）

、
段

階
別

の
平

均
正

答
率

（
％

）

設
問

番
号

出
題

解 答 形 式

設 問 レ ベ ル

学
習

評
価

の
観

点
指

導
内

容
の

領
域

結
果

（
準

）
通

過
率

（
％

）
無

答
率

（
％

）

教
科

等
算

数
・

数
学

科
設

問
平

均
正

答
率

（
％

）

0

校
種

・
学

年
小

学
校

第
6
学

年
全

体

基
礎

／
活

用
別

基
礎

B
・

C

出
題

範
囲

小
学

校
第

5
学

年
活

用
S
・

A

観
点

別

算
数

へ
の

関
心

・
意

欲
・

態
度

対
応

教
科

書
教

育
出

版
数

学
的

な
考

え
方

数
量

や
図

形
に

つ
い

て
の

技
能

数
量

や
図

形
に

つ
い

て
の

知
識

・
理

解

領
域

別

数
と

計
算

量
と

測
定

図
形

数
量

関
係

0

レ
ベ

ル

活
用

S
学

習
状

況
の

評
定

（
学

力
段

階
）

A

基
礎

B C

形
式

出
題

選
択

記
述

自
由

記
述

解
答

通
常

完
答

複
合

条
件

0
.0

2
0
.0

4
0
.0

6
0
.0

8
0
.0

1
0
0
.0

全
体

基
礎

B
・

C

活
用

S
・

A

数
学

的
な

考
え

方

数
量

や
図

形
に

つ
い

て

の
技

能

数
量

や
図

形
に

つ
い

て

の
知

識
・

理
解

数
と

計
算

量
と

測
定

図
形

数
量

関
係

全
体

R
1

R
2

R
3

R
4

R
5

6
.6

%

2
1
.9

%

3
6
.9

%

2
3
.3

%

1
1
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%

0
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1
0
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0
%
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0
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8
0
%
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1
0
0
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R
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R
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R
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R
2

R
1
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【
異
分
母
分
数
の
帯
分
数
－
帯
分
数
の
計
算
が
で
き
る
こ
と
 
大
問

1（
1）

基
礎

C 
77
.8
％
】
 

■
 
分
析
 

本
設
問
は
、
異
分
母
分
数
の
帯
分
数
－
帯
分
数
の
計
算
の
答
え
を
求
め
る
設
問
で
あ
る
。
通
過
率

は
、
R1

は
16
.9
％
、
R2

は
58
.3
％
、
R3

は
61
.5
％
で
あ
っ
た
。
 

 ■
 
考
察
 

誤
答
例
を
見
る
と
、
帯
分
数
を
仮
分
数
に
直
す
こ
と
に
関
す
る
誤
り
が

5.
4％

見
ら
れ
た
。
こ
の

こ
と
か
ら
、
異
分
母
分
数
の
帯
分
数
－
帯
分
数
の
計
算
で
通
分
し
た
り
帯
分
数
を
仮
分
数
に
直
し
た

り
す
る
こ
と
の
理
解
が
十
分
で
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。
 

 ■
 
学
び
の
構
造
転
換
に
向
け
て
 

（
1）

分
数
の
見
方
、
考
え
方
を
確
か
な
も
の
に
す
る
。
 

 
異
分
母
分
数
の
減
法
計
算
で
は
、
こ
の
ま
ま
で
は
計
算
で
き
な
い
た
め
、
ど
う
す
れ
ば
よ
い

か
を
児
童
は
考
え
る
こ
と
に
な
る
。
そ
こ
で
、
指
導
に
当
た
っ
て
は
、
ペ
ア
や
グ
ル
ー
プ
な
ど

の
対
話
的
な
学
び
を
取
り
入
れ
る
。
ま
ず
、
分
母
が
異
な
っ
て
い
る
こ
と
に
気
付
か
せ
そ
の
解

決
方
法
を
児
童
に
考
え
さ
せ
る
。
既
習
事
項
の
通
分
を
用
い
れ
ば
分
母
を
同
じ
数
に
す
る
こ
と

が
で
き
る
こ
と
に
気
付
か
せ
て
い
く
。
通
分
し
て
分
母
を
同
じ
数
に
し
て
も
、
本
設
問
の
よ
う

な
被
減
数
の
真
分
数
部
分
が
減
数
の
真
分
数
部
分
よ
り
小
さ
い
計
算
は
、
そ
の
ま
ま
で
は
ま
だ

計
算
が
で
き
な
い
。
こ
こ
で
ま
た
児
童
は
次
の
課
題
に
向
か
う
こ
と
に
な
る
。
児
童
は
同
分
母

同
士
の
帯
分
数
の
減
法
計
算
で
は
ど
の
よ
う
に
し
た
か
思
い
起
こ
し
帯
分
数
を
仮
分
数
に
直
せ

ば
よ
い
こ
と
を
確
認
し
て
計
算
を
行
っ
て
い
く
。
児
童
は
、
説
明
す
る
活
動
を
通
し
、
通
分
や

帯
分
数
の
減
法
の
理
解
を
深
め
て
い
く
と
と
も
に
、
異
分
母
分
数
の
減
法
計
算
と
い
う
よ
う
な

新
た
な
課
題
に
対
し
て
既
習
事
項
を
基
に
計
算
の
仕
方
を
考
え
て
い
く
こ
と
が
で
き
る
と
い
う

分
数
に
対
す
る
見
方
、
考
え
方
を
確
か
な
も
の
へ
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
 

（
2）

自
分
た
ち
で
作
っ
た
問
題
で
学
び
を
深
め
る
。
 

 
 
 
異
分
母
分
数
の
真
分
数
の
加
法
減
法
の
学
習
に
お
い
て
□
/□

＋
□
/□

の
よ
う
な
、
自
由
に
数

を
入
れ
て
問
題
を
作
る
活
動
を
取
り
入
れ
る
。
児
童
は
自
分
な
り
に
考
え
た
問
題
に
取
り
組
ん

で
い
く
。
そ
の
際
、
そ
れ
ぞ
れ
の
考
え
を
説
明
し
合
う
活
動
を
取
り
入
れ
て
い
く
。
他
の
児
童

の
考
え
た
問
題
や
自
分
が
考
え
た
問
題
を
説
明
し
合
う
中
で
、
共
通
し
て
い
る
こ
と
と
し
て
既

習
事
項
の
通
分
を
使
っ
て
単
位
を
そ
ろ
え
て
計
算
し
て
い
る
こ
と
に
気
付
か
せ
て
い
く
。
こ
の

こ
と
を
説
明
し
合
う
中
で
更
に
発
展
さ
せ
、
□
の
数
が
ど
の
よ
う
数
に
な
っ
て
も
単
位
を
そ
ろ

え
れ
ば
よ
い
と
い
う
見
方
、
考
え
方
を
身
に
付
け
さ
せ
て
い
く
。
こ
こ
で
身
に
付
け
た
見
方
、

考
え
方
は
異
分
母
分
数
の
帯
分
数
の
加
法
減
法
の
解
決
方
法
に
も
つ
な
が
っ
て
い
く
。
こ
の
よ

う
に
、
問
題
作
り
を
通
し
て
い
ろ
い
ろ
な
問
題
か
ら
相
違
点
や
共
通
点
を
見
付
け
て
学
び
を
進

め
て
い
く
こ
と
は
、
数
学
的
な
見
方
・
考
え
方
を
身
に
付
け
て
い
く
う
え
で
効
果
的
で
あ
る
。
 

【
伴
っ
て
変
わ
る
二
つ
の
数
量
の
関
係
を
捉
え
て
問
題
を
解
決
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
 

大
問

5（
1）

基
礎

B 
58
.8
％
】
 

■
 
分
析
 

本
設
問
は
、
正
方
形
の
個
数
と
ス
ト
ロ
ー
の
本
数
を
、
伴
っ
て
変
わ
る
二
つ
の
数
量
関
係
と
し
て

捉
え
る
設
問
で
あ
る
。
通
過
率
は
、
R1

は
6.
8％

、
R2
 は

24
.8
％
、
R3

は
61
.5
％
で
あ
っ
た
。
 

 

■
 
考
察
 

誤
答
例
を
見
る
と
、
正
方
形
の
個
数
×
正
方
形
に
必
要
な
ス
ト
ロ
ー
の
数
（
4
本
）
を
し
て
求
め

て
い
る
も
の
や
、
増
え
る
本
数
だ
け
で
計
算
し
て
い
る
も
の
が
み
ら
れ
た
。
正
し
く
数
量
関
係
を
読

み
取
り
、
式
に
表
す
こ
と
の
理
解
が
十
分
で
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。
 

 
■
 
学
び
の
構
造
転
換
に
向
け
て
 

（
1）

伴
っ
て
変
わ
る
二
つ
の
数
量
の
変
わ
り
方
の
様
子
を
正
し
く
捉
え
る
。
 

 
 
 
伴
っ
て
変
わ
る
二
つ
の
数
量
の
関
係
を
正
し
く
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
に
は
ま

ず
、
表
に
表
し
て
考
え
さ
せ
て
い
く
。
表
を
横
に
見
た
り
、
縦
に
見
た
り
し
な
が
ら
変
化
と
対

応
の
規
則
性
を
見
付
け
て
い
く
こ
と
を
身
に
付
け
さ
せ
て
い
く
。
本
設
問
を
表
に
表
し
て
み
る

と
、
正
方
形
が
一
つ
の
と
き
ス
ト
ロ
ー
は

4
本
、
二
つ
の
と
き
は

7
本
、
三
つ
の
と
き
は

10
本

…
と
な
っ
て
い
る
。
表
と
図
を
対
応
さ
せ
な
が
ら
見
て
い
く
と
変
わ
ら
な
い
数
は

3、
3
ず
つ
増

え
て
い
く
こ
と
が
読
み
取
れ
る
。
2
個
目
以
降
の
正
方
形
は
ス
ト
ロ
ー
が

3
本
あ
れ
ば
正
方
形
が

作
れ
る
こ
と
が
分
か
る
。
そ
う
す
る
と
表
の
き
ま
り
か
ら
式
は

4＋
3×

（
正
方
形
の
数
－
１
）

と
な
る
。
さ
ら
に
、
表
と
図
を
見
て
い
く
と
違
っ
た
見
方
も
で
き
る
。
1
個
目
の
正
方
形
を

1
本

と
3
本
と
み
る
と
、
1
個
目
の
正
方
形
か
ら

2
個
目
以
降
の
正
方
形
と
同
じ
こ
と
が
言
え
る
こ
と

に
気
付
く
。
こ
の
場
合
式
は

1＋
3×

正
方
形
の
数
と
な
る
。
こ
の
よ
う
に
表
に
表
し
た
り
、
表

し
た
表
を
図
形
と
見
比
べ
た
り
す
る
こ
と
な
ど
を
通
す
こ
と
に
よ
っ
て
規
則
性
を
見
付
け
出
し
、

式
に
表
し
て
二
つ
の
数
量
の
関
係
を
正
し
く
捉
え
ら
れ
る
こ
と
を
学
び
取
ら
せ
て
い
く
。
 

（
2）

伴
っ
て
変
わ
る
二
つ
の
数
量
を
自
ら
考
え
学
び
を
深
め
る
。
 

 
 
 
一
つ
の
設
問
が
終
わ
っ
た
ら
適
用
問
題
は
児
童
に
作
ら
せ
る
。
ス
ト
ロ
ー
で
つ
く
る
図
形
を
考

え
さ
せ
る
。
児
童
は
図
形
を
三
角
形
に
し
た
り
五
角
形
に
し
た
り
し
て
自
ら
作
っ
た
問
題
の
解

決
に
挑
み
始
め
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
問
題
や
考
え
方
の
説
明
を
し
合
う
中
で
表
に
表
す
と
二
つ
の

数
量
の
関
係
が
分
か
り
や
す
く
捉
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、
式
に
表
す
こ
と
が
で
き
る
こ
と
を

再
認
識
し
て
い
く
。
図
形
の
形
が
変
わ
っ
て
も
共
通
し
て
い
る
こ
と
は
表
か
ら
変
わ
ら
な
い
数

と
、
変
わ
る
数
に
着
目
す
る
と
規
則
性
を
見
付
け
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
こ
と
を
定
着
さ
せ

て
い
く
こ
と
が
で
き
る
。
児
童
が
伴
っ
て
変
わ
る
二
つ
の
数
量
の
問
題
を
考
え
解
き
方
を
説
明

し
合
い
、
そ
の
中
で
共
通
点
や
相
違
点
な
ど
を
見
付
け
て
い
く
こ
と
に
よ
っ
て
関
数
的
な
見
方
、

考
え
方
が
深
ま
る
。
そ
の
た
め
に
は
こ
の
よ
う
な
探
究
的
な
学
び
が
必
要
で
あ
る
。
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  中
学
校
第

1
学
年
 

 

1
2

3
4

5
A

B
C

D
E

連 番

大 問
学

習
指

導
要

領
に

準
拠

し
た

趣
旨

内
容

形
式

算 数 へ の 関 心 ・ 意 欲 ・

態 度

数 学 的 な 考 え 方

数 量 や 図 形 に つ い て の

技 能

数 量 や 図 形 に つ い て の

知 識 ・ 理 解

数 と 計 算

量 と 測 定

図 形

数 量 関 係

全 体

R 1

R 2

R 3

R 4

R 5

全 体

R 1

R 2

R 3

R 4

R 5

1
1

1
整

数
－

分
数

×
小

数
の

計
算

が
で

き
る

こ
と

1
－

１
/３

×
0
.5

の
計

算
を

す
る

記
述

通
常

基
礎

C
●

■
5
2
.4

3
.0

2
6
.0

5
6
.2

8
1
.5

9
3
.8

5
.5

3
7
.2

9
.0

1
.0

0
.0

0
.0

2
1

2
分

数
×

分
数

の
計

算
が

で
き

る
こ

と
1
 1

/9
×

5
 2

/5
の

計
算

を
す

る
記

述
通

常
基

礎
B

●
■

8
4
.9

3
2
.3

7
7
.7

9
1
.8

9
6
.1

9
6
.1

3
.4

3
1
.7

3
.5

0
.1

0
.0

0
.0

3
1

3
小

数
÷

分
数

の
計

算
が

で
き

る
こ

と
0
.7

÷
7
/1

2
の

計
算

を
す

る
記

述
通

常
基

礎
B

●
■

8
9
.4

3
2
.9

8
5
.4

9
6
.0

9
9
.1

9
9
.2

4
.8

4
0
.9

5
.2

0
.7

0
.0

0
.0

4
2

1
水

の
体

積
と

重
さ

の
関

係
に

つ
い

て
知

る
こ

と
水

１
ｋ

L
の

重
さ

を
ｔ

で
表

す
，

水
1
㎏

の
体

積
を

Ｌ
で

表
す

，
水

1
0
0
ｇ

の
体

積
を

㎤
で

表
す

記
述

完
答

基
礎

C
●

■
6
0
.4

2
7
.4

4
2
.9

6
1
.0

8
1
.7

9
3
.0

1
.2

1
1
.0

1
.0

0
.4

0
.0

0
.0

5
2

2
逆

数
に

つ
い

て
知

る
こ

と
3
/5

の
逆

数
を

求
め

る
記

述
通

常
基

礎
C

●
■

8
9
.9

5
1
.2

8
5
.0

9
4
.7

9
8
.0

9
9
.2

6
.4

3
4
.8

9
.6

3
.0

0
.7

0
.0

6
3

1
場

合
の

数
に

つ
い

て
知

る
こ

と
正

し
く

求
め

ら
れ

た
場

合
の

数
を

見
付

け
る

選
択

通
常

基
礎

C
●

■
8
1
.2

4
7
.0

6
4
.2

8
7
.9

9
5
.9

9
7
.7

0
.6

5
.5

0
.2

0
.4

0
.0

0
.0

7
3

2
数

量
を

Ⅹ
な

ど
を

用
い

て
表

し
、

そ
の

関
係

を
式

に
表

せ
る

こ
と

に
つ

い
て

知
る

こ
と

5
0
0
円

出
し

て
1
本

Ⅹ
円

の
鉛

筆
を

5
本

買
っ

た
と

き
の

鉛
筆

の
値

段
と

お
つ

り
の

関
係

を
式

に
表

す
選

択
通

常
基

礎
C

●
■

8
1
.1

2
6
.2

6
3
.1

9
0
.4

9
8
.9

1
0
0
.0

0
.6

6
.7

0
.0

0
.1

0
.0

0
.0

8
3

3
角

柱
の

体
積

を
求

め
る

こ
と

が
で

き
る

こ
と

底
面

積
が

９
㎠

、
高

さ
が

４
㎝

の
角

柱
の

体
積

を
求

め
る

記
述

通
常

基
礎

B
●

■
8
0
.8

3
9
.6

6
6
.2

8
7
.3

9
5
.6

9
7
.7

3
.7

2
5
.6

4
.4

1
.4

0
.0

0
.0

9
3

4
縮

図
や

拡
大

図
に

つ
い

て
知

る
こ

と
1
/2

0
0
0
の

縮
図

か
ら

実
際

の
長

さ
を

求
め

る
記

述
通

常
基

礎
C

●
■

7
1
.6

1
8
.3

5
2
.7

7
8
.2

9
3
.5

9
6
.1

4
.1

2
8
.0

6
.2

1
.1

0
.0

0
.0

1
0

4
1

乗
法

の
場

面
や

数
量

の
関

係
に

つ
い

て
知

る
こ

と
5
/6

×
3
/4

の
式

に
な

る
問

題
を

見
付

け
る

選
択

通
常

基
礎

B
●

■
7
1
.7

2
9
.9

5
5
.0

7
7
.3

8
9
.3

9
3
.0

1
.2

9
.1

1
.7

0
.1

0
.2

0
.0

1
1

4
2

分
数

÷
分

数
の

計
算

の
仕

方
に

つ
い

て
考

え
る

こ
と

2
/5

÷
3
/4

の
計

算
の

仕
方

を
説

明
す

る
式

に
数

を
当

て
は

め
る

記
述

完
答

基
礎

B
●

■
4
1
.7

4
.3

1
6
.5

3
9
.4

7
3
.9

9
0
.6

2
.7

1
5
.9

3
.3

1
.4

0
.2

0
.0

1
2

4
3

線
対

称
・

点
対

称
の

観
点

か
ら

正
多

角
形

に
つ

い
て

考
え

る
こ

と
正

多
角

形
が

線
対

称
な

図
形

か
、

点
対

称
な

図
形

か
を

調
べ

る
記

述
完

答
基

礎
B

●
■

6
0
.0

1
4
.0

4
0
.2

6
5
.1

8
1
.0

9
1
.4

1
.3

1
2
.2

0
.8

0
.4

0
.2

0
.0

1
3

5
1

伴
っ

て
変

わ
る

２
つ

の
数

量
の

比
例

の
関

係
を

と
ら

え
て

問
題

を
解

決
す

る
こ

と
が

で
き

る
こ

と
伴

っ
て

変
わ

る
数

量
の

比
例

関
係

か
ら

、
き

ま
り

を
見

付
け

高
さ

を
求

め
る

記
述

通
常

基
礎

B
●

■
8
1
.7

3
9
.0

7
7
.9

8
4
.3

9
4
.3

8
9
.8

2
.5

2
2
.6

2
.3

0
.5

0
.0

0
.0

1
4

5
2

対
称

な
図

形
に

つ
い

て
知

る
こ

と
線

対
称

な
図

形
、

点
対

称
な

図
形

の
判

別
選

択
完

答
基

礎
B

●
■

5
3
.7

9
.1

3
0
.0

5
9
.2

7
9
.5

7
8
.9

1
.2

1
2
.2

0
.8

0
.1

0
.2

0
.0

1
5

6
1

柱
状

グ
ラ

フ
と

い
う

用
語

を
知

る
こ

と
柱

状
グ

ラ
フ

の
名

前
を

答
え

る
選

択
通

常
基

礎
C

●
■

7
0
.5

3
1
.7

5
8
.8

7
3
.6

8
6
.1

9
2
.2

0
.9

9
.8

0
.4

0
.0

0
.0

0
.0

1
6

6
2

柱
状

グ
ラ

フ
の

読
み

取
り

が
で

き
る

こ
と

柱
状

グ
ラ

フ
を

読
み

取
り

、
グ

ラ
フ

が
表

し
て

い
る

こ
と

を
見

付
け

る
選

択
完

答
基

礎
B

●
■

7
3
.7

1
9
.5

5
5
.0

8
1
.3

9
3
.9

9
6
.9

1
.0

1
1
.6

0
.6

0
.0

0
.0

0
.0

1
7

7
1

2
倍

に
拡

大
し

た
三

角
形

の
作

図
が

で
き

る
こ

と
１

つ
の

頂
点

を
共

有
し

、
２

倍
に

拡
大

し
た

三
角

形
を

か
く

記
述

通
常

基
礎

B
●

■
8
8
.0

4
5
.7

8
2
.9

9
3
.2

9
6
.7

9
7
.7

2
.4

1
7
.1

2
.7

0
.8

0
.4

0
.0

1
8

7
2

複
合

立
体

の
体

積
の

求
め

方
を

考
え

る
こ

と
立

方
体

か
ら

円
柱

を
く

り
抜

い
た

残
り

の
体

積
を

求
め

る
記

述
通

常
活

用
A

●
■

3
2
.7

0
.6

8
.5

3
0
.6

6
0
.3

8
7
.5

7
.1

4
2
.1

1
3
.3

1
.3

0
.0

0
.0

1
9

7
3

拡
大

図
と

も
と

の
図

形
の

関
係

に
つ

い
て

考
え

る
こ

と
3
倍

に
拡

大
し

た
正

方
形

の
面

積
か

ら
も

と
の

正
方

形
の

1
辺

の
長

さ
を

求
め

る
記

述
通

常
活

用
A

●
■

1
9
.7

0
.0

1
.5

8
.3

4
8
.6

8
9
.8

2
0
.9

4
2
.7

1
9
.0

2
3
.7

1
5
.0

2
.3

2
0

8
1

減
法

と
乗

法
の

計
算

の
き

ま
り

を
使

っ
た

問
題

を
考

え
る

こ
と

1
/2

, 
1
/4

, 
1
/6

, 
1
/8

の
４

枚
の

数
カ

ー
ド

か
ら

3
枚

を
選

ん
で

、
□

×
（

□
－

□
）

の
答

え
が

１
番

大
き

く
な

る
よ

う
に

す
る

記
述

完
答

活
用

A
●

■
1
1
.7

0
.6

1
.9

7
.3

2
3
.3

5
3
.1

6
.4

2
5
.6

8
.5

4
.9

1
.7

0
.0

2
1

8
2

計
算

の
仕

組
み

を
活

用
し

て
伏

せ
ら

れ
た

数
の

求
め

方
を

考
え

る
こ

と
1
/Ａ

×
1
/Ｂ

＝
1
/Ａ

－
1
/Ｂ

で
Ａ

、
Ｂ

に
あ

て
は

ま
る

数
を

2
組

書
く

記
述

完
答

活
用

A
●

■
3
6
.4

7
.9

1
3
.3

2
9
.0

7
0
.2

9
3
.8

3
2
.4

6
5
.9

4
2
.5

3
5
.0

1
2
.2

3
.1

2
2

8
3

分
数

の
除

法
を

活
用

し
て

問
題

を
考

え
る

こ
と

1
, 
2
, 
3
, 
4
, 
5
, 
6
の

数
カ

ー
ド

か
ら

４
枚

を
選

ん
で

、
□

/□
÷

□
/□

＝
１

に
な

る
組

み
合

わ
せ

を
3
組

書
く

記
述

完
答

活
用

A
●

■
2
8
.7

0
.0

7
.1

2
3
.7

5
7
.7

8
2
.0

1
9
.8

5
1
.2

2
7
.3

1
9
.2

6
.5

0
.8

2
3

8
4

具
体

的
な

事
柄

に
つ

い
て

、
起

こ
り

え
る

場
合

の
数

を
考

え
る

こ
と

５
チ

ー
ム

の
リ

ー
グ

戦
の

表
を

完
成

す
る

記
述

完
答

活
用

A
●

■
4
4
.5

4
.9

2
0
.4

4
5
.6

6
9
.9

9
4
.5

1
6
.1

4
3
.9

2
5
.2

1
3
.4

5
.0

0
.0

2
4

9
図

形
の

対
称

に
つ

い
て

理
解

し
そ

れ
を

用
い

て
問

題
を

考
え

る
こ

と
正

方
形

を
３

回
折

り
し

た
直

角
二

等
辺

三
角

形
を

切
り

取
っ

て
で

き
る

図
形

を
か

く
記

述
通

常
活

用
S
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■

2
6
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2
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7
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1
8
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4
9
.5

9
8
.4

1
5
.5

4
1
.5

2
0
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1
5
.2

5
.7

0
.0

2
5

1
0

比
例

に
つ

い
て

の
活

用
問

題
を

考
え

る
こ

と
５

ｍ
の

重
さ

が
1
5
0
ｇ

の
針

金
６

ｇ
で

作
っ

た
縦

の
長

さ
４

㎝
の

長
方

形
の

横
の

長
さ

を
求

め
る

記
述

通
常

活
用

S
●

■
2
1
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3
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4
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1
0
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小 問

■
対

象
教

科
、

校
種

・
学

年
、

出
題

範
囲

、
対

応
教

科
書

■
学

習
状

況
の

評
定

（
学

力
段

階
）

、
段

階
別

の
平

均
正

答
率

（
％

）

設
問

番
号

出
題

解 答 形 式

設 問 レ ベ ル

学
習

評
価

の
観

点
指

導
内

容
の

領
域

結
果

（
準

）
通

過
率

（
％

）
無

答
率

（
％

）

教
科

等
算

数
・

数
学

科
設

問
平

均
正

答
率

（
％

）

0

校
種

・
学

年
中

学
校

第
1
学

年
全

体

基
礎

／
活

用
別

基
礎

B
・

C

出
題

範
囲

小
学

校
第

6
学

年
活

用
S
・

A

観
点

別

算
数

へ
の

関
心

・
意
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・

態
度

対
応

教
科

書
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育
出

版
数

学
的

な
考

え
方

数
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や
図

形
に

つ
い

て
の

技
能

数
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図

形
に
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い
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の

知
識

・
理

解

領
域

別

数
と

計
算

量
と

測
定

図
形

数
量

関
係

0

レ
ベ

ル

活
用

S
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定

（
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階
）

A

基
礎

B C
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式

出
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合

条
件

0
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2
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8
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1
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.0

全
体
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礎
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・
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・
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数
学

的
な
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え

方

数
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図
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技

能

数
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図
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に
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い

て

の
知
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・

理
解
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と

計
算

量
と

測
定

図
形

数
量

関
係

全
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【
縮
図
や
拡
大
図
に
つ
い
て
知
る
こ
と
 
大
問

3（
4）

基
礎

C 
71
.6
％
】
 

■
 
分
析
 

本
設
問
は
、
縮
尺
の
意
味
と
表
し
方
つ
い
て
理
解
し
、
縮
図
を
基
に
実
際
の
長
さ
を
求
め
る
設
問

で
あ
る
。
通
過
率
は
、
R1

は
18
.3
％
、
R2

は
52
.7
％
、
R3

は
78
.2
％
で
あ
っ
た
。
 

 

■
 
考
察
 

誤
答
例
を
見
る
と
、
80
00
cm

の
と
こ
ろ
を

80
00
ｍ
に
し
て
し
ま
っ
た
誤
答
が
み
ら
れ
た
。
こ
の

こ
と
か
ら
縮
尺
の
意
味
と
表
し
方
、
縮
図
上
の
長
さ
と
実
際
の
長
さ
と
の
関
係
の
理
解
が
十
分
で
な

い
と
考
え
ら
れ
る
。
 

 ■
 
学
び
の
構
造
転
換
に
向
け
て
 

（
1）

児
童
が
主
体
的
に
縮
図
上
の
長
さ
と
実
際
の
長
さ
と
の
関
係
を
捉
え
る
学
習
活
動
を
行
う
。
 

「
縮
尺
」
の
意
味
と
表
し
方
に
つ
い
て
は
、
何
を

1
と
見
る
か
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
で
、
正
確

に
理
解
で
き
る
よ
う
に
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
縮
図
を
利
用
し
て
実
際
の
長
さ
を
求

め
る
活
動
で
は
、
児
童
が
最
も
よ
く
目
に
し
て
い
る
地
図
を
用
い
な
が
ら
活
動
さ
せ
る
。
ま
ず
、

教
師
が
あ
ら
か
じ
め
、
縮
尺
の
違
っ
た
地
図
を
幾
つ
か
用
意
し
、
児
童
に
選
択
さ
せ
る
。
児
童

は
個
人
や
ペ
ア
、
グ
ル
ー
プ
に
な
り
、
や
っ
て
み
た
い
と
思
う
地
図
を
選
び
、
測
っ
て
み
た
い

箇
所
の
長
さ
を
測
っ
て
、
縮
尺
か
ら
実
際
の
距
離
を
求
め
る
活
動
を
行
う
。
そ
の
際
、
考
え
方

を
説
明
し
合
う
場
面
を
設
け
て
実
際
の
長
さ
の
求
め
方
や
縮
尺
が
違
う
と
何
が
違
っ
て
く
る
か

な
ど
を
明
ら
か
に
し
て
い
く
。
特
に

R1
・
2
の
児
童
に
は
、
児
童
同
士
が
、
実
際
の
長
さ
を
ど
の

よ
う
に
求
め
る
か
話
し
合
っ
て
解
決
し
た
り
、
自
分
が
求
め
た
長
さ
を
他
の
児
童
と
問
題
と
し

て
出
し
合
い
、
解
き
合
う
こ
と
で
求
め
方
を
確
認
し
た
り
し
て
い
く
。
こ
う
し
た
活
動
の
中
で

教
師
は
、
縮
尺
と
縮
図
上
の
長
さ
の
関
係
、
縮
図
上
の
長
さ
と
実
際
の
長
さ
の
関
係
を
児
童
が

正
確
に
捉
え
て
い
る
か
見
取
り
、
支
援
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。
ま
た
、
長
さ
の
量
感
を
育
む

た
め
に
、
自
分
の
求
め
た
長
さ
を
最
後
に
吟
味
さ
せ
て
い
く
こ
と
も
大
切
で
あ
る
。
 

（
2）

縮
図
を
活
用
す
る
良
さ
を
実
感
さ
せ
、
自
ら
問
題
を
解
決
し
よ
う
と
す
る
態
度
を
育
む
。
 

縮
図
を
活
用
す
る
こ
と
の
よ
さ
は
、
直
接
測
定
す
る
こ
と
が
困
難
な
も
の
の
長
さ
を
容
易
に
求

め
ら
れ
る
こ
と
で
あ
る
。
よ
さ
を
児
童
に
実
感
さ
せ
る
た
め
に
、
具
体
的
な
問
題
場
面
を
通
し

て
、
「
直
接
測
定
す
る
こ
と
が
困
難
な
も
の
の
長
さ
を
求
め
る
た
め
に
は
ど
う
し
た
ら
い
い

か
。
」
と
い
う
問
い
を
も
た
せ
て
い
く
。
そ
の
際
、
自
ら
の
考
え
を
説
明
し
合
う
活
動
を
取
り

入
れ
て
児
童
同
士
で
意
見
を
十
分
に
交
流
さ
せ
、
様
々
な
意
見
を
出
し
合
わ
せ
る
こ
と
が
大
切

で
あ
る
。
特
に

R1
・
2
の
児
童
に
は
、
発
表
し
た
内
容
を
教
師
が
受
容
し
、
ど
ん
な
意
見
で
も
発

表
で
き
る
雰
囲
気
を
つ
く
る
必
要
が
あ
る
。
そ
う
す
る
こ
と
で
、
様
々
な
意
見
の
中
か
ら
、
縮

図
を
利
用
す
る
方
法
を
用
い
る
と
正
確
で
容
易
に
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
を
実
感
さ
せ
、

他
の
問
題
場
面
で
も
適
用
し
よ
う
と
す
る
主
体
的
な
姿
勢
を
育
む
こ
と
が
大
切
で
あ
る
。
 

【
分
数
÷
分
数
の
計
算
の
仕
方
に
つ
い
て
知
る
こ
と
 大

問
4（

2）
基
礎

B 
41
.7
％
】
 

■
 
分
析
 

本
設
問
は
、
分
数
÷
分
数
の
計
算
の
仕
方
を
、
分
数
÷
整
数
の
計
算
に
直
し
て
説
明
す
る
設
問

で
あ
る
。
通
過
率
は
、
R1

は
4.
3％

、
R2
 は

16
.5
％
、
R3

は
39
.4
％
で
あ
っ
た
。
 

 ■
 
考
察
 

誤
答
例
を
見
る
と
、
除
数
を
整
数
に
直
せ
な
い
も
の
が
み
ら
れ
た
。
こ
の
こ
と
か
ら
除
数
を
整
数

に
直
し
て
考
え
る
分
数
÷
分
数
の
計
算
の
仕
方
に
つ
い
て
の
意
味
の
理
解
が
十
分
で
な
い
と
考
え

ら
れ
る
。
 

 ■
 
学
び
の
構
造
転
換
に
向
け
て
 

（
1）

計
算
の
仕
方
が
ど
の
よ
う
な
考
え
方
に
帰
着
し
て
い
る
か
の
理
解
を
確
か
な
も
の
に
す
る
。
 

計
算
の
仕
方
に
つ
い
て
の
意
味
の
理
解
を
定
着
さ
せ
る
た
め
に
は
、
既
習
事
項
に
帰
着
さ
せ
た

り
、
互
い
の
考
え
を
説
明
し
合
っ
た
り
す
る
な
ど
数
学
的
活
動
の
充
実
を
図
る
必
要
が
あ
る
。
 

既
習
事
項
に
帰
着
さ
せ
る
た
め
に
は
、
こ
れ
ま
で
の
学
習
と
の
違
い
に
気
付
か
せ
、
ど
う
す
れ

ば
計
算
で
き
る
の
か
を
、
既
習
事
項
の
中
か
ら
見
付
け
さ
せ
る
。
計
算
の
仕
方
を
考
え
る
学
習

に
お
い
て
は
「
整
数
同
士
の
わ
り
算
に
帰
着
し
て
考
え
る
」
と
い
う
見
方
を
働
か
せ
て
、
計
算

で
き
る
形
に
変
え
て
考
え
る
よ
う
に
す
る
。
そ
の
た
め
に
、
ど
う
す
れ
ば
被
除
数
、
除
数
を
整

数
に
で
き
る
か
自
ら
問
い
を
も
つ
こ
と
が
大
切
で
あ
る
。
わ
り
算
の
性
質
を
使
う
こ
と
で
、
既

習
事
項
で
あ
る
、
整
数
同
士
の
わ
り
算
に
で
き
る
こ
と
を
児
童
が
見
い
だ
せ
る
よ
う
に
す
る
。
 

「
整
数
同
士
の
わ
り
算
に
帰
着
し
て
考
え
る
」
と
い
う
見
方
を
働
か
せ
な
が
ら
、
課
題
解
決
を

し
て
い
く
中
で
、
互
い
の
考
え
を
説
明
し
合
う
場
を
大
切
に
し
た
い
。
そ
う
い
っ
た
場
は
、
計

算
の
仕
方
を
考
え
る
学
習
だ
け
で
な
く
、
計
算
問
題
や
文
章
題
の
学
習
に
お
い
て
も
確
保
す
る

必
要
が
あ
る
。
常
に
「
ど
う
し
て
そ
の
よ
う
に
計
算
で
き
る
の
か
」
を
問
い
、
計
算
の
仕
方
を

説
明
す
る
こ
と
を
繰
り
返
す
こ
と
で
計
算
の
仕
方
、
理
解
の
定
着
を
図
る
こ
と
が
で
き
る
。
 

（
2）

児
童
が
数
値
を
選
ん
で
分
数
÷
分
数
の
問
題
を
決
め
、
計
算
の
仕
方
を
考
え
て
い
く
。
 

 
 
 
分
数
の
わ
り
算
の
計
算
の
仕
方
を
確
実
に
身
に
付
け
る
よ
う
に
す
る
に
は
「
覚
え
る
学
習
」
か

ら
「
学
び
取
る
学
習
」
へ
の
転
換
が
必
要
で
あ
る
。
□
÷
□
の
□
の
中
に
好
き
な
分
数
を
入
れ

て
計
算
の
仕
方
を
考
え
さ
せ
る
。
そ
の
際
、
説
明
し
合
う
活
動
を
行
う
。
児
童
が
考
え
た
問
題

を
互
い
に
検
討
し
合
う
中
で
、
□
の
中
の
分
数
が
ど
ん
な
分
数
で
も
分
数
を
整
数
に
直
し
て
計

算
す
れ
ば
解
決
で
き
る
、
わ
り
算
の
性
質
を
使
え
ば
解
決
で
き
る
と
い
う
見
方
が
共
通
点
と
し

て
見
え
て
く
る
。
個
の
学
び
や
協
同
の
学
び
に
よ
り
見
方
、
考
え
方
が
深
ま
り
、
「
だ
っ
た
ら
、

□
の
中
の
分
数
が
帯
分
数
で
も
計
算
で
き
る
」
「
□
÷
□
÷
□
の
よ
う
な
三
つ
の
数
の
計
算
も

で
き
る
」
と
考
え
る
よ
う
に
な
る
。
こ
の
よ
う
に
児
童
自
身
が
問
題
を
決
め
、
計
算
の
仕
方
を

共
に
考
え
共
通
点
を
見
付
け
て
い
く
こ
と
に
よ
っ
て
深
い
学
び
を
育
む
こ
と
に
な
る
。
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 Ⅲ-2 算数・数学科 特定の課題に対する調査 教科等別結果の分析と考察 



  中
学
校
第

2
学
年
 

 

1
2

3
4

5
A

B
C

D
E

連 番

大 問
学

習
指

導
要

領
に

準
拠

し
た

趣
旨

内
容

形
式

数 学 へ の 関 心 ・ 意 欲 ・

態 度

数 学 的 な 見 方 や 考 え 方

数 学 的 な 技 能

数 量 や 図 形 な ど に つ い

て の 知 識 ・ 理 解

数 と 式

図 形

関 数

資 料 の 活 用
全 体

R 1

R 2

R 3

R 4

R 5

全 体

R 1

R 2

R 3

R 4

R 5

1
1

1
数

の
大

小
を

知
る

こ
と

正
の

数
と

負
の

数
の

大
小

関
係

，
絶

対
値

の
意

味
を

理
解

し
て

い
る

選
択

通
常

基
礎

C
●

■
9
2
.7

7
7
.7

8
9
.2

9
5
.8

9
8
.6

1
0
0
.0

0
.5

4
.2

0
.2

0
.0

0
.0

0
.0

2
1

2
正

負
の

数
の

加
法

・
減

法
の

混
合

算
が

で
き

る
こ

と
（

－
４

）
ー

（
＋

５
）

－
（

－
３

）
の

計
算

を
す

る
記

述
通

常
基

礎
C

●
■

8
1
.3

2
7
.4

7
6
.8

9
0
.7

9
6
.2

9
7
.5

1
.0

9
.3

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

3
1

3
正

負
の

数
の

乗
法

の
計

算
が

で
き

る
こ

と
1
5
×

（
－

6
/5

）
×

（
－

4
.5

）
の

計
算

を
す

る
記

述
通

常
基

礎
B

●
■

7
0
.5

2
0
.5

5
3
.4

8
1
.9

9
4
.8

9
6
.3

5
.2

3
4
.4

4
.6

0
.4

0
.0

0
.0

4
1

4
正

負
の

数
の

四
則

混
合

算
が

で
き

る
こ

と
（

－
２

）
³＋

2
0
÷

（
－

５
）

の
計

算
を

す
る

記
述

通
常

基
礎

B
●

■
6
9
.5

1
4
.0

5
3
.6

8
1
.7

9
3
.2

9
7
.5

3
.7

2
5
.6

2
.9

0
.1

0
.0

0
.0

5
1

5
正

負
の

数
の

計
算

を
活

用
し

て
問

題
を

解
く

こ
と

が
で

き
る

こ
と

資
料

の
平

均
を

正
負

の
数

の
計

算
で

求
め

る
方

法
を

説
明

す
る

自
由

記
述

複
合

条
件

活
用

A
●

■
3
7
.4

1
.4

1
0
.4

4
0
.8

7
7
.5

9
1
.4

2
4
.0

6
6
.0

3
9
.7

1
3
.2

4
.4

0
.0

6
2

1
文

字
式

の
表

し
方

を
知

っ
て

い
る

こ
と

正
し

く
表

さ
れ

た
文

字
式

を
選

ぶ
選

択
完

答
基

礎
C

●
■

8
1
.1

4
3
.7

7
2
.7

8
8
.3

9
6
.2

9
7
.5

0
.9

7
.9

0
.2

0
.0

0
.0

0
.0

7
2

2
一

次
式

の
減

法
の

計
算

が
で

き
る

こ
と

（
５

X
＋

３
）

－
（

－
２

X
＋

７
）

の
計

算
を

す
る

記
述

通
常

基
礎

C
●

■
7
6
.7

1
6
.3

6
7
.1

8
9
.3

9
5
.1

9
7
.5

1
.9

1
5
.3

0
.8

0
.0

0
.0

0
.0

8
2

3
式

の
値

を
求

め
る

こ
と

が
で

き
る

こ
と

複
数

の
文

字
を

含
む

式
の

値
を

求
め

る
記

述
通

常
基

礎
B

●
■

6
0
.8

8
.4

4
0
.6

7
1
.9

8
9
.0

9
7
.5

6
.0

4
1
.9

4
.8

0
.1

0
.0

0
.0

9
2

4
数

量
の

関
係

を
等

式
で

表
す

こ
と

が
で

き
る

こ
と

速
さ

の
関

係
を

含
ん

だ
数

量
の

関
係

を
等

式
で

表
す

記
述

通
常

基
礎

B
●

■
5
9
.3

4
.7

3
0
.0

7
5
.6

9
1
.8

9
3
.8

1
9
.1

6
8
.8

3
4
.2

5
.6

0
.5

0
.0

1
0

2
5

一
元

一
次

方
程

式
を

解
く

こ
と

が
で

き
る

こ
と

一
元

一
次

方
程

式
7
X
＋

９
＝

５
X
－

３
を

解
く

記
述

通
常

基
礎

B
●

■
8
0
.2

1
8
.6

7
3
.3

9
1
.8

9
7
.8

1
0
0
.0

5
.3

3
4
.9

5
.0

0
.3

0
.0

0
.0

1
1

2
6

比
例

式
を

解
く

こ
と

が
で

き
る

こ
と

比
例

式
X
：

(4
0
－

X
)＝

３
：

５
を

解
く

こ
と

が
で

き
る

記
述

通
常

基
礎

B
●

■
5
8
.0

4
.2

2
8
.8

7
2
.7

9
2
.6

9
3
.8

1
6
.5

6
3
.3

2
7
.3

5
.2

0
.5

0
.0

1
2

3
1

角
の

表
し

方
を

理
解

し
て

い
る

こ
と

角
を

記
号

を
用

い
て

表
す

記
述

完
答

基
礎

C
●

■
6
6
.4

1
3
.0

5
0
.3

7
8
.7

8
8
.8

9
5
.1

1
1
.4

3
9
.5

1
6
.4

6
.0

1
.6

0
.0

1
3

3
2

基
本

的
な

作
図

を
す

る
こ

と
が

で
き

る
こ

と
直

線
上

の
１

点
を

通
る

垂
線

を
作

図
す

る
記

述
通

常
基

礎
B

●
■

8
2
.8

2
8
.4

7
5
.8

9
3
.4

9
8
.9

1
0
0
.0

5
.3

2
9
.8

5
.4

1
.3

0
.3

0
.0

1
4

3
3

図
形

を
移

動
す

る
こ

と
が

で
き

る
こ

と
移

動
さ

れ
た

図
形

が
、

ど
の

よ
う

な
移

動
を

２
回

行
っ

た
か

考
え

る
選

択
完

答
基

礎
B

●
■

7
3
.0

2
7
.9

6
1
.3

8
2
.1

9
1
.8

9
8
.8

2
.2

7
.9

2
.9

1
.2

0
.5

0
.0

1
5

4
1

空
間

図
形

を
直

線
や

平
面

図
形

の
運

動
に

よ
っ

て
構

成
さ

れ
て

い
る

こ
と

を
理

解
し

て
い

る
こ

と
立

体
図

形
を

平
面

を
垂

直
な

方
向

に
移

動
し

て
で

き
る

の
か

、
回

転
さ

せ
て

で
き

る
も

の
か

判
断

す
る

選
択

完
答

基
礎

B
●

■
2
9
.1

2
.3

1
0
.1

2
8
.9

5
9
.5

8
7
.7

3
.3

1
6
.7

3
.9

0
.9

0
.0

0
.0

1
6

4
2

 
複

合
回

転
体

の
体

積
を

求
め

方
を

考
え

る
こ

と
複

合
回

転
体

の
体

積
の

求
め

方
を

考
え

る
こ

と
が

で
き

る
記

述
通

常
活

用
A

●
■

3
2
.0

0
.0

7
.4

3
2
.2

7
2
.1

9
2
.6

1
9
.8

5
9
.5

3
1
.1

1
1
.7

1
.4

0
.0

1
7

4
3

投
影

図
か

ら
も

と
の

立
体

を
考

え
る

こ
と

投
影

図
に

表
さ

れ
た

も
と

の
立

体
を

選
ぶ

選
択

完
答

活
用

A
●

■
4
2
.6

1
5
.8

2
9
.2

4
4
.2

6
5
.5

8
1
.5

2
.8

1
8
.6

1
.9

0
.5

0
.0

0
.0

1
8

5
1

比
例

の
グ

ラ
フ

か
ら

式
を

求
め

る
こ

と
が

で
き

る
こ

と
比

例
の

グ
ラ

フ
（

y
＝

－
２

X
）

か
ら

そ
の

式
を

求
め

る
こ

と
記

述
通

常
基

礎
B

●
■

4
9
.3

1
.4

2
3
.2

5
9
.9

8
3
.8

8
8
.9

9
.8

5
0
.7

1
4
.3

0
.7

0
.3

0
.0

1
9

5
2

比
例

を
活

用
し

た
問

題
を

考
え

る
こ

と
1
0
0
0
枚

の
紙

の
束

か
ら

枚
数

を
数

え
る

こ
と

な
く

約
6
0
0
枚

の
紙

を
取

り
出

す
方

法
を

2
通

り
説

明
す

る
自

由
記

述
複

合
条

件
活

用
S

●
■

9
.6

0
.0

2
.1

7
.4

1
6
.4

7
1
.6

2
5
.3

6
2
.8

3
1
.7

2
0
.7

9
.3

0
.0

2
0

6
1

最
頻

値
を

知
っ

て
い

る
こ

と
正

し
い

最
頻

値
の

説
明

文
を

選
ぶ

選
択

通
常

基
礎

C
●

■
8
7
.8

4
6
.5

8
2
.2

9
6
.7

9
8
.9

1
0
0
.0

2
.3

1
4
.0

2
.9

0
.0

0
.0

0
.0

2
1

6
2

ヒ
ス

ト
グ

ラ
ム

を
読

み
取

る
こ

と
が

で
き

る
こ

と
 

ヒ
ス

ト
グ

ラ
ム

を
読

み
取

り
、

正
し

い
説

明
文

を
選

ぶ
選

択
完

答
基

礎
B

●
■

5
9
.2

2
1
.4

4
2
.4

6
6
.1

8
4
.9

8
7
.7

3
.7

1
8
.1

5
.0

0
.8

0
.0

0
.0

2
2

6
3

中
央

値
を

用
い

て
問

題
を

考
え

る
こ

と
 

資
料

か
ら

分
布

の
様

子
を

中
央

値
を

用
い

て
考

え
説

明
す

る
自

由
記

述
複

合
条

件
活

用
A

●
■

1
9
.3

0
.9

4
.8

1
8
.7

4
3
.8

5
6
.8

2
2
.6

6
7
.0

3
4
.2

1
4
.2

2
.5

0
.0

2
3

7
1

方
程

式
の

活
用

問
題

を
考

え
る

こ
と

過
不

足
の

問
題

を
方

程
式

を
活

用
し

て
解

く
記

述
通

常
活

用
A

●
■

2
4
.1

0
.0

2
.3

2
0
.5

6
3
.8

8
1
.5

1
8
.1

5
9
.1

2
7
.9

8
.7

3
.0

1
.2

2
4

7
2

数
量

の
関

係
や

法
則

な
ど

の
式

の
考

え
方

を
読

み
取

る
こ

と
碁

石
を

規
則

的
に

並
べ

て
、

そ
の

周
り

に
あ

る
碁

石
の

数
の

式
の

考
え

方
を

説
明

す
る

自
由

記
述

通
常

活
用

A
●

■
2
5
.5

0
.0

4
.1

2
2
.1

6
3
.8

8
8
.9

4
6
.7

8
3
.7

6
9
.8

4
1
.9

1
1
.8

2
.5

2
5

8
円

錐
の

側
面

で
あ

る
お

う
ぎ

形
の

中
心

角
と

弧
の

長
さ

の
関

係
を

考
え

る
こ

と
円

錐
の

側
面

の
お

う
ぎ

形
の

中
心

角
を

求
め

る
方

程
式

を
つ

く
り

、
そ

れ
で

求
め

ら
れ

る
理

由
を

説
明

す
る

 
自

由
記

述
複

合
条

件
活

用
S

●
■

1
4
.8

0
.0

0
.8

8
.3

3
9
.7

9
1
.4

6
2
.3

8
8
.4

7
7
.8

6
6
.4

3
0
.4

1
.2

2
6

#
D

IV
/0

!
0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

#
D

IV
/0

!
0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

2
7

#
D

IV
/0

!
0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

#
D

IV
/0

!
0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

2
8

#
D

IV
/0

!
0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

#
D

IV
/0

!
0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

2
9

#
D

IV
/0

!
0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

#
D

IV
/0

!
0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

3
0

#
D

IV
/0

!
0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

#
D

IV
/0

!
0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

1
2

3
4

5

数
％

全
体

R
1

R
2

R
3

R
4

R
5

2
5

―
5
5
.3

1
5
.8

3
9
.7

6
1
.6

7
9
.8

9
1
.4

1
7

6
8
.0

6
9
.3

2
2
.1

5
4
.8

7
9
.1

9
1
.3

9
5
.9

8
3
2
.0

2
5
.7

2
.3

7
.6

2
4
.3

5
5
.3

8
1
.9

0
0
.0

1
#

D
IV

/0
!

#
D

IV
/0

!
#

D
IV

/0
!

#
D

IV
/0

!
#

D
IV

/0
!

#
D

IV
/0

!

9
3
6
.0

2
3
0
.9

5
.1

1
3
.6

3
0
.7

5
9
.4

8
3
.8

1
1

4
4
.0

3
6
8
.0

1
5
.0

5
1
.4

7
9
.5

9
2
.6

9
5
.5

5
2
0
.0

4
7
1
.4

3
6
.7

6
0
.9

7
7
.7

8
8
.4

9
6
.0

0
0
.0

5
#

D
IV

/0
!

#
D

IV
/0

!
#

D
IV

/0
!

#
D

IV
/0

!
#

D
IV

/0
!

#
D

IV
/0

!

1
3

5
2
.0

A
6
2
.8

1
8
.2

4
6
.3

7
1
.0

8
8
.5

9
4
.9

7
2
8
.0

B
4
8
.7

1
2
.5

3
3
.5

5
2
.5

7
3
.7

9
2
.4

2
8
.0

C
2
9
.4

0
.7

1
2
.7

3
3
.6

5
0
.1

8
0
.2

3
1
2
.0

D
5
5
.5

2
2
.9

4
3
.1

6
0
.5

7
5
.9

8
1
.5

0
0
.0

E
#

D
IV

/0
!

#
D

IV
/0

!
#

D
IV

/0
!

#
D

IV
/0

!
#

D
IV

/0
!

#
D

IV
/0

!

2
8
.0

6
2
4
.0

R
1

R
2

R
3

R
4

R
5

1
1

4
4
.0

1
1
.1

%
2
6
.7

%
3
9
.1

%
1
8
.9

%
4
.2

%

6
2
4
.0

7
2
8
.0

1
3

5
2
.0

5
2
0
.0

1
5

6
0
.0

6
2
4
.0

4
1
6
.0

小 問

■
対

象
教

科
、

校
種

・
学

年
、

出
題

範
囲

、
対

応
教

科
書

■
学

習
状

況
の

評
定

（
学

力
段

階
）

、
段

階
別

の
平

均
正

答
率

（
％

）

設
問

番
号

出
題

解 答 形 式

設 問 レ ベ ル

学
習

評
価

の
観

点
指

導
内

容
の

領
域

結
果

（
準

）
通

過
率

（
％

）
無

答
率

（
％

）

教
科

等
算

数
・

数
学

科
設

問
平

均
正

答
率

（
％

）

0

校
種

・
学

年
中

学
校

第
2
学

年
全

体

基
礎

／
活

用
別

基
礎

B
・

C

出
題

範
囲

中
学

校
第

1
学

年
活

用
S
・

A

観
点

別

数
学

へ
の

関
心

・
意

欲
・

態
度

対
応

教
科

書
教

育
出

版
数

学
的

な
見

方
や

考
え

方

数
学

的
な

技
能

数
量

や
図

形
な

ど
に

つ
い

て
の

知
識

・
理

解

領
域

別

数
と

式

図
形

関
数

資
料

の
活

用

0

レ
ベ

ル

活
用

S
学

習
状

況
の

評
定

（
学

力
段

階
）

A

基
礎

B C

形
式

出
題

選
択

記
述

自
由

記
述

解
答

通
常

完
答

複
合

条
件

0
.0

2
0
.0

4
0
.0

6
0
.0

8
0
.0

1
0
0
.0

全
体

基
礎

B
・

C

活
用

S
・

A

数
学

的
な

見
方

や
考

え

方

数
学

的
な

技
能

数
量

や
図

形
な

ど
に

つ

い
て

の
知

識
・

理
解

数
と

式

図
形

関
数

資
料

の
活

用

全
体

R
1

R
2

R
3

R
4

R
5

1
1
.1

%

2
6
.7

%

3
9
.1

%

1
8
.9

%

4
.2

%

0
%

1
0
%

2
0
%

3
0
%

4
0
%

5
0
%

6
0
%

7
0
%

8
0
%

9
0
%

1
0
0
%

R
5

R
4

R
3

R
2

R
1
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【
空
間
図
形
を
直
線
や
平
面
図
形
の
運
動
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
理
解
し
て
い
る
こ
と
 

 
大
問

4（
1）

基
礎

B 
29
.1
％
】
 

■
 
分
析
 

本
設
問
は
、
平
面
図
形
の
運
動
に
よ
っ
て
立
体
が
構
成
さ
れ
る
と
い
う
見
方
が
で
き
る
か
ど
う
か

を
問
う
設
問
で
あ
る
。
通
過
率
は

R1
が

2.
3％

、
R2

が
10
.1
％
、
R3

が
28
.9
％
で
あ
る
。
な
お
、

無
答
率
は

3.
3％

で
あ
っ
た
。
 

 ■
 
考
察
 

誤
答
例
を
見
る
と
「
①
底
面
を
そ
れ
と
垂
直
な
方
向
に
動
か
し
て
で
き
た
立
体
と
み
る
」
は
正
答

で
「
②
平
面
図
形
を
あ
る
直
線
の
ま
わ
り
に
１
回
転
さ
せ
て
で
き
た
立
体
と
み
る
」
が
誤
答
の
生
徒

が
30
.4
％
で
あ
っ
た
。
こ
の
こ
と
か
ら
回
転
体
の
概
念
の
理
解
が
十
分
で
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。
 

 ■
 
学
び
の
構
造
転
換
に
向
け
て
 

（
1）

実
物
を
操
作
さ
せ
る
こ
と
で
、
回
転
体
の
概
念
を
理
解
さ
せ
る
。
 

空
間
図
形
の
学
習
に
お
い
て
は
、
教
科
書
や

IC
T
だ
け
で
な
く
、
実
物
を
操
作
さ
せ
る
こ
と
が

不
可
欠
で
あ
る
。
例
え
ば
、
棒
に
様
々
な
平
面
図
形
を
付
け
て
実
際
に
回
し
て
み
る
こ
と
で
円

柱
や
球
な
ど
の
立
体
が
現
れ
る
こ
と
を
体
験
さ
せ
る
。
ま
た
、
反
対
に
立
体
を
示
し
て
こ
の
よ

う
な
立
体
を
作
る
に
は
ど
の
よ
う
な
平
面
図
形
を
回
転
す
る
と
で
き
る
だ
ろ
う
か
と
い
う
学
習

場
面
も
取
り
入
れ
る
よ
う
に
す
る
。
取
り
上
げ
る
立
体
は
基
本
図
形
で
あ
る
円
柱
や
円
錐
だ
け

で
な
く
ひ
ょ
う
た
ん
型
や
中
空
の
円
柱
、
円
錐
台
な
ど
も
示
し
て
い
く
。
ま
た
、
与
え
ら
れ
た

図
形
だ
け
で
な
く
、
生
徒
が
自
ら
考
え
た
多
様
な
図
形
を
用
い
る
こ
と
で
、
様
々
な
回
転
体
が

あ
る
と
い
う
深
い
学
び
に
も
つ
な
げ
て
い
く
。
 

（
2）

実
物
の
操
作
で
学
ん
だ
こ
と
を
、
見
取
図
や
言
葉
で
表
現
で
き
る
力
を
身
に
付
け
さ
せ
る
。
 

実
物
の
操
作
を
通
し
て
生
徒
が
立
体
の
見
方
を
身
に
付
け
た
ら
、
そ
れ
を
見
取
図
や
言
葉
で
表

現
す
る
力
を
身
に
付
け
さ
せ
て
い
く
。
こ
こ
で
は
、
対
話
的
な
学
習
を
通
し
て
、
表
現
力
を
伸

ば
し
て
い
く
。
具
体
的
に
は
、
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
等
に
か
い
た
見
取
図
を
グ
ル
ー
プ
で
見
せ
合
い
、

ど
ん
な
図
形
を
ど
の
よ
う
に
動
か
し
た
こ
と
で
こ
の
よ
う
な
立
体
が
で
き
た
の
か
と
い
う
こ
と

を
互
い
に
説
明
し
合
う
。
そ
し
て
、
こ
の
活
動
を
通
じ
、
言
葉
に
よ
る
捉
え
方
が
深
ま
り
、
以

後
の
文
章
表
現
に
生
か
す
こ
と
に
も
つ
な
が
っ
て
い
く
。
こ
の
よ
う
に
し
て
、
回
転
体
の
概
念

の
理
解
を
深
め
る
こ
と
で
、
問
題
文
か
ら
回
転
体
を
イ
メ
ー
ジ
で
き
る
力
を
身
に
付
け
さ
せ
て

い
く
。
ま
た
、
IC
T
を
活
用
し
て
実
物
の
操
作
を
再
現
す
る
こ
と
は
、
図
形
の
イ
メ
ー
ジ
を
実
物

か
ら
見
取
図
へ
と
つ
な
げ
る
上
で
非
常
に
効
果
的
で
あ
る
。
デ
ジ
タ
ル
教
科
書
の
シ
ミ
ュ
レ
ー

タ
ー
な
ど
を
活
用
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
が
、
実
物
を
操
作
し
た
経
験
が
土
台
に
あ
っ
て
初
め

て
IC
T
を
使
っ
て
の
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
も
効
果
的
な
も
の
に
な
る
と
い
う
こ
と
を
押
さ
え
て
お

く
必
要
が
あ
る
。
 

【
比
例
の
グ
ラ
フ
か
ら
式
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
 
大
問

5（
1）

基
礎

B 
49
.3
％
】
 

■
 
分
析
 

 
 
本
設
問
は
、
比
例
の
グ
ラ
フ
を
読
み
取
り
、
式
で
表
現
す
る
設
問
で
あ
る
。
グ
ラ
フ
の
様
子
か
ら
、

傾
き
が
負
と
な
る
こ
と
に
注
意
を
要
す
る
。
通
過
率
は

R1
が

1.
4％

、
R2

が
23
.2
％
、
R3

が

59
.9
％
で
あ
っ
た
。
な
お
、
無
答
率
は

9.
8％

で
あ
っ
た
。
 

 ■
 
考
察
 

 
 
本
設
問
で
は
、
符
号
の
誤
り
を
含
め
、
係
数
を
間
違
え
た
生
徒
が

20
.3
％
で
あ
っ
た
。
こ
の
こ

と
か
ら
、
座
標
を
正
確
に
読
み
取
っ
た
り
、
読
み
取
っ
た
座
標
を

x
と

y
に
代
入
し
た
り
式
変
形
を

し
た
り
す
る
こ
と
の
理
解
が
十
分
で
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。
 

 ■
 
学
び
の
構
造
転
換
に
向
け
て
 

（
1）

到
達
目
標
を
細
分
化
し
、
習
熟
度
を
適
宜
確
認
し
な
が
ら
指
導
を
行
う
。
 

比
例
の
ブ
ラ
フ
を
読
み
取
り
、
式
に
表
現
す
る
学
習
は
、
①
座
標
を
読
み
取
る
、
②
座
標
を
式

に
代
入
す
る
、
③
等
式
を
変
形
す
る
、
と
い
う
操
作
の
段
階
を
踏
ん
で
解
決
す
る
こ
と
が
必
要

で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
解
答
に
至
る
段
階
を
細
分
化
し
、
実
態
に
応
じ
て
指
導
を
し
て
い
く
こ

と
が
必
要
と
な
る
。
生
徒
自
身
が
そ
れ
ぞ
れ
の
学
習
状
況
に
応
じ
て
問
題
に
取
り
組
み
、
自
分

の
ペ
ー
ス
で
協
同
し
な
が
ら
解
決
で
き
る
よ
う
に
し
た
り
、
解
決
の
仕
方
を
説
明
し
た
り
す
る

よ
う
な
学
習
が
必
要
で
あ
る
。
例
え
ば
、
座
標
の
読
み
取
り
で
は
、
x
軸
と

y
軸
そ
れ
ぞ
れ
の
正

方
向
を
確
認
さ
せ
、
自
ら
が
グ
ラ
フ
上
に
設
定
し
た
点
と
、
原
点
と
の
位
置
関
係
を
正
確
に
読

み
取
る
こ
と
。
ま
た
、
式
に
代
入
す
る
際
に
は
、
正
負
の
符
号
を
意
識
し
、
対
応
す
る
文
字
に

代
入
す
る
な
ど
、
実
態
に
応
じ
た
学
習
の
場
を
設
定
し
て
い
く
こ
と
に
よ
り
、
主
体
的
に
取
り

組
む
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
生
徒
の
実
態
を
把
握
す
る
た
め

に
は
、
こ
れ
ま
で
の
学
習
の
中
で
興
味
・
関
心
や
反
応
の
様
子
を
記
録
し
た
り
、
ノ
ー
ト
か
ら

読
み
取
っ
た
り
と
い
ろ
い
ろ
な
捉
え
方
で
把
握
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。
 

（
2）

誤
答
の
原
因
を
自
ら
理
解
で
き
る
よ
う
な
指
導
を
行
う
。
 

本
設
問
は
、
三
つ
の
操
作
の
段
階
を
踏
ん
だ
問
題
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
解
答
に
至
る
段
階
を

踏
ん
で
、
個
別
の
取
り
組
み
の
様
子
を
観
察
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
ま
た
、
教
え
ら

れ
る
よ
り
も
、
自
ら
発
見
す
る
ほ
う
が
知
識
の
定
着
が
よ
い
と
い
う
こ
と
が
推
測
さ
れ
る
。
こ

れ
ら

2
点
を
考
慮
に
入
れ
る
と
、
本
単
元
の
学
習
に
は
、
個
別
学
習
と
協
同
学
習
の
形
態
を
組
み

合
わ
せ
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
自
ら
の
考
え
を
個
別
に
ま
と
め
、
発
表
し
、
共
有
す
る
。

自
ら
解
法
を
見
付
け
、
解
決
し
て
い
く
姿
勢
を
育
て
て
い
く
こ
と
が
大
切
で
あ
る
。
ま
た
、
協

同
学
習
を
通
じ
て
、
比
例
定
数

a
が
「
x
が

1
の
と
き
の

y
の
値
」
で
あ
る
こ
と
を
発
見
す
る
こ

と
に
つ
な
が
っ
て
い
く
。
実
態
に
応
じ
て
、
第

2
学
年
で
学
習
す
る

1
次
関
数
に
お
け
る
「
傾
き
」

と
の
つ
な
が
り
に
触
れ
て
も
よ
い
。
 

Ⅲ-2 算数・数学科 特定の課題に対する調査 教科等別結果の分析と考察 
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  中
学
校
第

3
学
年
 

 

1
2

3
4

5
A

B
C

D
E

連 番

大 問
学

習
指

導
要

領
に

準
拠

し
た

趣
旨

内
容

形
式

数 学 へ の 関 心 ・ 意 欲 ・

態 度

数 学 的 な 見 方 や 考 え 方

数 学 的 な 技 能

数 量 や 図 形 な ど に つ い

て の 知 識 ・ 理 解

数 と 式

図 形

関 数

資 料 の 活 用
全 体

R 1

R 2

R 3

R 4

R 5

全 体

R 1

R 2

R 3

R 4

R 5

1
1

1
単

項
式

、
多

項
式

、
同

類
項

の
に

つ
い

て
知

る
こ

と
単

項
式

、
多

項
式

、
同

類
項

に
つ

い
て

の
正

し
い

文
を

選
ぶ

選
択

通
常

基
礎

C
●

■
8
0
.8

4
0
.1

7
5
.5

8
7
.8

9
5
.7

9
8
.8

0
.6

4
.5

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

2
1

2
同

類
項

を
ま

と
め

る
こ

と
が

で
き

る
こ

と
 

2
X
＋

7
y
＋

3
X
－

5
y
の

同
類

項
を

ま
と

め
る

 
記

述
通

常
基

礎
C

●
■

8
2
.9

3
8
.4

8
2
.8

8
8
.4

9
5
.7

1
0
0
.0

1
.0

8
.3

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

3
1

3
多

項
式

の
減

法
の

計
算

が
で

き
る

こ
と

(5
X
－

9
y
)－

(3
X
－

2
y
)の

計
算

を
す

る
記

述
通

常
基

礎
C

●
■

8
8
.4

4
0
.1

9
0
.2

9
6
.7

9
7
.7

9
8
.8

1
.3

1
0
.3

0
.2

0
.0

0
.0

0
.0

4
1

4
単

項
式

の
乗

法
の

計
算

が
で

き
る

こ
と

 
1
2
X
²y

×
（

－
３

）
×

4
y
の

計
算

を
す

る
記

述
通

常
基

礎
B

●
■

6
9
.5

1
6
.1

5
6
.9

8
2
.2

8
9
.2

1
0
0
.0

3
.7

2
6
.9

1
.4

0
.0

0
.2

0
.0

5
1

5
四

則
混

合
の

計
算

が
で

き
る

こ
と

 
（

a
＋

2
b
）

/３
－

（
a
－

b
）

/６
の

計
算

を
す

る
 

記
述

通
常

基
礎

B
●

■
5
6
.6

7
.4

3
3
.9

7
0
.0

8
3
.3

9
8
.8

4
.5

2
7
.7

3
.6

0
.1

0
.2

0
.0

6
1

6
四

則
混

合
計

算
を

含
む

式
の

値
を

求
め

る
こ

と
が

で
き

る
こ

と
式

を
簡

単
に

し
て

、
二

つ
の

文
字

の
値

を
代

入
し

て
式

の
値

を
求

め
る

記
述

通
常

基
礎

B
●

■
7
1
.5

1
2
.4

5
9
.2

8
5
.7

9
1
.9

1
0
0
.0

5
.4

3
7
.6

2
.7

0
.1

0
.2

0
.0

7
1

7
等

式
を

変
形

で
き

る
こ

と
5
a
－

b
＝

７
を

変
形

し
て

b
を

求
め

る
記

述
通

常
基

礎
B

●
■

6
9
.5

5
.4

4
8
.6

8
7
.6

9
7
.5

1
0
0
.0

8
.9

4
3
.8

1
1
.4

1
.2

0
.0

0
.0

8
1

8
連

立
二

元
一

次
方

程
式

を
解

く
こ

と
が

で
き

る
こ

と
連

立
二

元
一

次
方

程
式

y
＝

4
－

X
 

3
X
－

y
＝

1
6
を

解
く

記
述

通
常

基
礎

B
●

■
7
4
.0

5
.8

6
4
.7

8
9
.4

9
4
.4

1
0
0
.0

7
.0

4
6
.3

4
.7

0
.1

0
.0

0
.0

9
1

9
 

割
合

を
含

ん
だ

数
量

の
関

係
を

式
に

表
す

こ
と

が
で

き
る

こ
と

割
合

を
含

ん
だ

数
量

の
関

係
を

X
と

y
を

使
っ

た
式

に
表

す
 

記
述

通
常

基
礎

B
●

■
5
8
.6

2
.5

2
9
.7

7
7
.2

8
9
.2

9
8
.8

1
7
.8

6
2
.8

3
0
.3

4
.2

1
.8

0
.0

1
0

2
1

確
率

の
意

味
を

知
る

こ
と

確
率

の
意

味
を

正
し

く
表

し
て

い
る

文
を

選
ぶ

選
択

完
答

基
礎

C
●

■
6
4
.5

2
2
.3

5
0
.5

7
1
.8

8
6
.9

1
0
0
.0

2
.0

1
0
.7

2
.2

0
.1

0
.2

0
.0

1
1

2
2

確
率

を
求

め
る

こ
と

が
で

き
る

こ
と

サ
イ

コ
ロ

の
出

目
の

数
の

確
率

を
求

め
る

記
述

通
常

基
礎

B
●

■
6
5
.0

1
6
.9

4
7
.8

7
7
.8

8
7
.6

9
5
.3

4
.0

2
4
.0

3
.4

0
.3

0
.0

0
.0

1
2

2
3

日
常

生
活

に
お

け
る

事
象

を
確

率
を

基
に

し
て

、
分

類
整

理
し

考
え

る
こ

と
二

人
が

く
じ

を
引

く
と

き
に

後
先

で
の

損
得

が
あ

る
か

を
考

え
、

説
明

す
る

自
由

記
述

複
合

条
件

活
用

A
●

■
2
8
.5

2
.1

1
4
.1

2
5
.8

5
3
.6

8
8
.2

2
9
.4

6
8
.2

4
2
.9

2
1
.9

7
.7

2
.4

1
3

3
1

 
一

次
関

数
の

グ
ラ

フ
に

つ
い

て
知

る
こ

と
一

次
関

数
の

グ
ラ

フ
の

傾
き

と
y
軸

上
の

切
片

を
求

め
る

記
述

完
答

基
礎

C
●

■
6
5
.1

1
4
.9

4
3
.8

7
6
.7

9
4
.6

1
0
0
.0

7
.5

3
7
.6

1
0
.1

0
.3

0
.0

0
.0

1
4

3
2

 
2
点

を
通

る
直

線
の

式
を

求
め

る
こ

と
が

で
き

る
こ

と
2
点

（
１

，
－

１
）

，
（

５
，

７
）

を
通

る
直

線
の

式
を

求
め

る
記

述
通

常
基

礎
B

●
■

5
3
.5

1
.7

1
5
.4

7
4
.3

8
9
.0

1
0
0
.0

2
4
.9

7
5
.6

4
6
.7

7
.5

1
.1

0
.0

1
5

3
3

二
元

一
次

方
程

式
の

グ
ラ

フ
を

か
く

こ
と

が
で

き
る

こ
と

２
X
＋

y
＝

４
の

グ
ラ

フ
を

か
く

記
述

通
常

基
礎

B
●

■
5
9
.4

4
.5

3
0
.3

7
8
.5

8
9
.6

9
5
.3

8
.7

3
7
.6

1
3
.2

1
.2

0
.2

0
.0

1
6

4
1

平
行

線
の

性
質

に
つ

い
て

知
る

こ
と

平
行

線
の

性
質

を
用

い
て

大
き

さ
の

等
し

い
角

を
見

付
け

る
記

述
完

答
基

礎
C

●
■

8
2
.4

4
3
.4

7
4
.8

9
1
.5

9
6
.2

1
0
0
.0

1
.4

9
.1

0
.7

0
.1

0
.0

0
.0

1
7

4
2

 
平

行
四

辺
形

の
性

質
を

も
つ

図
形

に
つ

い
て

知
る

こ
と

平
行

四
辺

形
の

性
質

を
も

つ
図

形
を

選
ぶ

選
択

完
答

基
礎

B
●

■
7
4
.4

2
8
.1

6
2
.5

8
5
.5

9
2
.8

9
8
.8

1
.4

8
.7

1
.1

0
.1

0
.0

0
.0

1
8

4
3

 
三

角
形

の
合

同
を

証
明

す
る

こ
と

を
考

え
る

こ
と

三
角

形
の

合
同

を
証

明
す

る
自

由
記

述
複

合
条

件
活

用
A

●
■

4
1
.2

0
.8

1
2
.7

4
4
.9

8
2
.2

9
7
.6

1
7
.1

6
3
.6

2
7
.5

5
.1

0
.0

0
.0

1
9

5
1

二
等

辺
三

角
形

の
性

質
を

合
同

条
件

か
ら

考
え

る
こ

と
二

等
辺

三
角

形
の

性
質

を
三

角
形

の
合

同
条

件
を

使
っ

て
証

明
す

る
選

択
完

答
基

礎
B

●
■

6
3
.9

4
2
.6

5
4
.7

6
7
.9

7
4
.8

9
5
.3

1
.2

7
.0

0
.7

0
.3

0
.0

0
.0

2
0

5
2

平
行

四
辺

形
の

性
質

を
活

用
し

て
考

え
る

こ
と

平
行

四
辺

形
の

性
質

を
活

用
し

て
、

長
さ

を
求

め
る

こ
と

を
考

え
る

選
択

完
答

活
用

A
●

■
3
6
.7

2
.5

9
.4

3
7
.3

7
6
.8

9
6
.5

4
.2

1
2
.8

6
.2

2
.4

0
.7

0
.0

2
1

5
3

等
積

変
形

を
用

い
て

考
え

る
こ

と
等

積
変

形
を

用
い

て
等

し
い

面
積

の
三

角
形

を
見

つ
け

る
選

択
完

答
活

用
A

●
■

4
7
.8

2
3
.1

3
5
.7

4
2
.8

7
5
.0

9
2
.9

9
.5

1
4
.9

8
.2

1
1
.8

6
.8

0
.0

2
2

6
 

 
数

の
性

質
を

文
字

式
を

用
い

て
説

明
を

考
え

る
こ

と
奇

数
の

和
の

性
質

を
文

字
式

を
用

い
て

説
明

す
る

自
由

記
述

複
合

条
件

活
用

A
●

■
3
6
.9

0
.0

5
.3

3
7
.2

8
4
.2

9
7
.6

3
0
.8

7
6
.4

5
5
.1

1
7
.2

2
.0

0
.0

2
3

7
 

具
体

的
場

面
で

連
立

方
程

式
を

活
用

し
て

考
え

る
こ

と
連

立
方

程
式

の
活

用
問

題
を

、
変

数
を

明
ら

か
に

し
て

、
答

え
を

求
め

る
こ

と
自

由
記

述
複

合
条

件
活

用
A

●
■

4
9
.2

0
.8

1
1
.8

6
1
.6

9
3
.9

9
8
.8

2
0
.1

5
6
.2

3
4
.8

1
0
.0

1
.4

0
.0

2
4

8
一

次
関

数
を

活
用

し
て

、
具

体
的

な
事

象
を

捉
え

考
え

る
こ

と
一

次
関

数
を

活
用

し
て

エ
ネ

ル
ギ

ー
の

消
費

量
が

同
じ

に
な

る
時

刻
を

考
え

る
記

述
完

答
活

用
S

●
■

5
.2

0
.0

0
.0

3
.3

7
.4

5
7
.6

2
3
.5

4
0
.9

3
4
.4

1
8
.2

1
2
.6

2
.4

2
5

9
 

直
角

三
角

形
の

合
同

の
証

明
を

考
え

る
こ

と
直

角
三

角
形

の
合

同
を

証
明

す
る

自
由

記
述

複
合

条
件

活
用

S
●

■
1
.8

0
.0

0
.0

0
.9

2
.7

2
0
.0

4
9
.6

8
0
.6

6
9
.6

4
4
.0

2
5
.2

3
.5

2
6

#
D

IV
/0

!
0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

#
D

IV
/0

!
0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

2
7

#
D

IV
/0

!
0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

#
D

IV
/0

!
0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

2
8

#
D

IV
/0

!
0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

#
D

IV
/0

!
0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

2
9

#
D

IV
/0

!
0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

#
D

IV
/0

!
0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

3
0

#
D

IV
/0

!
0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

#
D

IV
/0

!
0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

1
2

3
4

5

数
％

全
体

R
1

R
2

R
3

R
4

R
5

2
5

―
5
7
.1

1
4
.9

4
0
.4

6
5
.7

8
0
.9

9
3
.2

1
7

6
8
.0

6
9
.4

2
0
.2

5
4
.2

8
1
.7

9
1
.0

9
8
.8

8
3
2
.0

3
0
.9

3
.7

1
1
.1

3
1
.7

5
9
.5

8
1
.2

0
0
.0

1
#

D
IV

/0
!

#
D

IV
/0

!
#

D
IV

/0
!

#
D

IV
/0

!
#

D
IV

/0
!

#
D

IV
/0

!

9
3
6
.0

2
3
4
.6

8
.0

1
6
.0

3
5
.8

6
1
.2

8
2
.7

1
1

4
4
.0

3
6
8
.1

1
3
.7

5
0
.9

8
2
.5

9
1
.4

9
8
.8

5
2
0
.0

4
7
3
.4

2
9
.8

6
1
.4

8
2
.7

9
3
.2

9
9
.5

0
0
.0

5
#

D
IV

/0
!

#
D

IV
/0

!
#

D
IV

/0
!

#
D

IV
/0

!
#

D
IV

/0
!

#
D

IV
/0

!

1
1

4
4
.0

A
6
7
.1

1
5
.4

5
0
.8

7
8
.5

9
2
.1

9
9
.3

7
2
8
.0

B
4
9
.7

2
0
.1

3
5
.7

5
3
.0

7
1
.5

8
5
.9

4
1
6
.0

C
4
5
.8

5
.3

2
2
.4

5
8
.2

7
0
.2

8
8
.2

3
1
2
.0

D
5
2
.7

1
3
.8

3
7
.5

5
8
.5

7
6
.1

9
4
.5

0
0
.0

E
#

D
IV

/0
!

#
D

IV
/0

!
#

D
IV

/0
!

#
D

IV
/0

!
#

D
IV

/0
!

#
D

IV
/0

!

2
8
.0

6
2
4
.0

R
1

R
2

R
3

R
4

R
5

1
1

4
4
.0

1
2
.1

%
2
7
.7

%
3
3
.6

%
2
2
.3

%
4
.3

%

6
2
4
.0

6
2
4
.0

1
4

5
6
.0

5
2
0
.0

1
2

4
8
.0

8
3
2
.0

5
2
0
.0

小 問

■
対

象
教

科
、

校
種

・
学

年
、

出
題

範
囲

、
対

応
教

科
書

■
学

習
状

況
の

評
定

（
学

力
段

階
）

、
段

階
別

の
平

均
正

答
率

（
％

）

設
問

番
号

出
題

解 答 形 式

設 問 レ ベ ル

学
習

評
価

の
観

点
指

導
内

容
の

領
域

結
果

（
準

）
通

過
率

（
％

）
無

答
率

（
％

）

教
科

等
算

数
・

数
学

科
設

問
平

均
正

答
率

（
％

）

0

校
種

・
学

年
中

学
校

第
3
学

年
全

体

基
礎

／
活

用
別

基
礎

B
・

C

出
題

範
囲

中
学

校
第

2
学

年
活

用
S
・

A

観
点

別

数
学

へ
の

関
心

・
意

欲
・

態
度

対
応

教
科

書
教

育
出

版
数

学
的

な
見

方
や

考
え

方

数
学

的
な

技
能

数
量

や
図

形
な

ど
に

つ
い

て
の

知
識

・
理

解

領
域

別

数
と

式

図
形

関
数

資
料

の
活

用

0

レ
ベ

ル

活
用

S
学

習
状

況
の

評
定

（
学

力
段

階
）

A

基
礎

B C

形
式

出
題

選
択

記
述

自
由

記
述

解
答

通
常

完
答

複
合

条
件

0
.0

2
0
.0

4
0
.0

6
0
.0

8
0
.0

1
0
0
.0

全
体

基
礎

B
・

C

活
用

S
・

A

数
学

的
な

見
方

や
考

え

方

数
学

的
な

技
能

数
量

や
図

形
な

ど
に

つ

い
て

の
知

識
・

理
解

数
と

式

図
形

関
数

資
料

の
活

用

全
体

R
1

R
2

R
3

R
4

R
5

1
2
.1

%

2
7
.7

%

3
3
.6

%

2
2
.3

%

4
.3

%

0
%

1
0
%

2
0
%

3
0
%

4
0
%

5
0
%

6
0
%

7
0
%

8
0
%

9
0
%

1
0
0
%

R
5

R
4

R
3

R
2

R
1
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【
四
則
混
合
の
計
算
が
で
き
る
こ
と
 
大
問

1（
5）

技
能

B 
56
.6
％
】
 

■
 
分
析
 

 
 
本
設
問
は
、
四
則
混
合
の
計
算
が
で
き
る
こ
と
の
技
能
を
問
う
設
問
で
あ
る
。
通
過
率
は
、
R1

は
7.
4％

、
R2

は
33
.9
％
、
R3

は
70
.0
％
で
あ
っ
た
。
な
お
、
無
答
率
は

4.
5％

で
あ
っ
た
。
 

 ■
 
考
察
 

誤
答
例
を
見
る
と
、
分
数
の
計
算
で
、
か
っ
こ
を
外
す
際
、
符
号
を
誤
っ
た
も
の
(a
+3
b/
6)
と
、

分
母
を
払
っ
た
も
の
(a
+5
b)
が
見
ら
れ
た
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
通
分
し
た
際
、
一
つ
の
分
数
に
ま
と

め
る
こ
と
や
、
か
っ
こ
内
全
体
を
ひ
く
と
い
う
こ
と
の
理
解
が
十
分
で
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。
 

 ■
 
学
び
の
構
造
転
換
に
向
け
て
 

（
1）

計
算
の
過
程
を
説
明
し
合
う
展
開
に
す
る
。
 

 
こ
の
設
問
で
は
、
①
通
分
す
る
 ②

一
つ
の
分
数
に
ま
と
め
る
 ③

分
子
の
か
っ
こ
を
は
ず
す
 

④
同
類
項
を
ま
と
め
る
と
い
う
四
つ
の
ス
テ
ッ
プ
か
ら
成
り
立
っ
て
い
る
。
計
算
の
過
程
で
②

の
作
業
を
し
な
い
た
め
に
誤
答
に
つ
な
が
る
ケ
ー
ス
が
多
い
。
そ
こ
で
生
徒
が
計
算
の
仕
方
を

説
明
す
る
場
面
を
意
図
的
に
作
る
。
自
ら
が
説
明
し
た
り
、
他
の
生
徒
の
説
明
を
聞
い
た
り
す

る
こ
と
に
よ
り
学
び
を
確
か
に
す
る
。
計
算
の
過
程
を
説
明
す
る
こ
と
を
通
し
て
①
～
④
そ
れ

ぞ
れ
の
意
味
に
つ
い
て
正
確
に
理
解
さ
せ
計
算
の
仕
方
を
身
に
付
け
て
い
く
。
こ
の
よ
う
な
生

徒
の
学
び
合
い
の
中
で
、
意
図
的
に
分
数
式
の
計
算
に
お
い
て
分
母
を
な
ぜ
払
っ
て
は
い
け
な

い
か
を
取
り
上
げ
話
し
合
い
計
算
方
法
の
理
解
を
深
め
て
い
く
。
こ
れ
に
よ
り
、
他
の
四
則
混

合
の
計
算
に
つ
い
て
も
計
算
方
法
を
よ
り
確
実
な
も
の
へ
と
し
て
い
く
こ
と
が
で
き
る
。
 

ま
た
、
誤
答
例
を
示
し
、
な
ぜ
間
違
え
て
い
る
の
か
を
生
徒
自
身
が
考
え
る
活
動
を
行
う
。
誤

答
を
示
す
こ
と
は
生
徒
に
な
ぜ
そ
の
や
り
方
で
は
い
け
な
い
の
か
、
正
し
い
や
り
方
は
ど
の
よ

う
に
す
れ
ば
よ
い
の
か
と
い
っ
た
問
い
を
も
た
せ
る
こ
と
に
な
る
。
問
い
を
も
た
せ
る
こ
と
が

主
体
的
な
学
び
を
育
て
て
い
く
こ
と
に
つ
な
が
っ
て
い
く
。
 

（
2）

学
び
直
し
を
取
り
入
れ
た
指
導
を
す
る
。
 

四
則
混
合
の
計
算
を
出
来
る
よ
う
に
す
る
に
は
、
こ
れ
ま
で
学
ん
だ
通
分
、
分
配
法
則
、
正
の

数
・
負
の
数
な
ど
の
理
解
が
定
着
し
自
由
自
在
に
計
算
に
使
え
る
よ
う
に
す
る
こ
と
が
必
要
で

あ
る
。
そ
こ
で
、
生
徒
の
実
態
に
応
じ
て
難
易
度
を
設
定
し
、
冒
頭
の

5
分
間
を
利
用
し
て
本
時

と
の
関
連
に
気
付
か
せ
る
活
動
を
行
う
。
そ
の
た
め
に
は
、
単
元
ご
と
に
計
算
技
能
の
レ
デ
ィ

ネ
ス
を
確
か
め
、
実
態
に
応
じ
て
、
正
の
数
・
負
の
数
に
お
け
る
数
量
感
覚
、
分
数
の
取
り
扱

い
、
文
字
式
の
性
質
等
の
学
び
直
し
を
通
し
て
、
計
算
技
能
の
向
上
を
図
る
よ
う
に
す
る
。
 

 
  
 
ま
た
、
生
徒
が
難
易
度
に
応
じ
て
自
ら
問
題
を
選
択
す
る
場
面
を
意
図
的
に
多
く
す
る
。
そ
し

て
、
生
徒
自
身
が
、
何
が
分
か
っ
て
い
て
何
が
分
か
っ
て
い
な
い
か
を
自
覚
す
る
こ
と
で
計
算

技
能
の
定
着
を
図
る
よ
う
に
し
て
い
く
。
 

【
確
率
の
意
味
を
知
る
こ
と
 
大
問

2（
1）

基
礎

C 
64
.5
％
】
 

■
 
分
析
 

 
 
本
設
問
は
、
確
率
の
意
味
を
知
る
こ
と
の
設
問
で
あ
る
。
R1

は
22
.3
％
、
R2

は
50
.5
％
で
無
答

率
は

2.
0％

で
あ
っ
た
。
 

 ■
 
考
察
 

誤
答
例
を
見
る
と
、
ア
を
選
択
し
た
誤
答
が

13
.0
％
、
イ
を
選
択
し
た
誤
答
が

11
.5
％
で
あ
っ

た
。
こ
の
こ
と
か
ら
確
率
に
つ
い
て
の
意
味
理
解
と
、
確
率
の
と
り
得
る
値
の
範
囲
を
表
す
不
等
式

を
読
み
と
る
こ
と
の
理
解
が
十
分
で
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。
 

 ■
 
学
び
の
構
造
転
換
に
向
け
て
 

（
1）

協
同
の
学
び
を
生
か
し
て
確
率
に
つ
い
て
の
理
解
を
深
め
る
。
 

2
枚
の
コ
イ
ン
の
裏
表
に
対
し
て
は
、
一
見
す
る
と
、
①
2
枚
と
も
表
、
②
1
枚
が
表
、
③
0
枚

が
表
（
2
枚
と
も
裏
）、

の
三
つ
に
場
合
が
あ
る
と
考
え
が
ち
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
指
導
に
当
た

っ
て
は
、
生
徒
か
ら
実
際
に
コ
イ
ン
を
使
っ
て
実
験
を
し
た
い
と
い
う
意
欲
を
引
き
出
し
、
こ

の
三
つ
の
場
合
が
同
様
に
確
か
ら
し
い
か
を
グ
ル
ー
プ
で
の
協
同
実
験
を
通
し
て
デ
ー
タ
か
ら

類
推
す
る
こ
と
か
ら
始
め
る
。
ク
ラ
ス
全
体
で
グ
ル
ー
プ
の
結
果
を
共
有
し
、
よ
り
大
き
な
デ

ー
タ
と
し
て
確
率
を
求
め
て
い
く
。
そ
の
過
程
で
、
三
つ
の
場
合
で
考
え
る
と
何
が
お
か
し
い

の
か
、
ど
う
考
え
た
ら
よ
い
の
か
を
グ
ル
ー
プ
で
検
討
す
る
。
こ
の
主
体
的
で
協
同
の
学
び
を

生
か
す
こ
と
に
よ
っ
て
、
一
人
一
人
の
生
徒
が
確
率
を
求
め
る
う
え
で
、
起
こ
り
得
る
場
合
の

一
つ
一
つ
に
対
し
そ
れ
が
同
様
に
確
か
ら
し
い
こ
と
を
確
実
に
理
解
す
る
。
こ
の
よ
う
に
確
率

の
意
味
理
解
は
生
徒
の
主
体
的
で
協
同
の
学
び
を
生
か
す
こ
と
に
よ
っ
て
確
か
な
も
の
と
な
る
。
 

（
2）

探
究
的
な
学
び
を
通
し
て
、
不
等
式
を
正
し
く
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
。
 
 

確
率
の
と
り
得
る
値
の
範
囲
に
つ
い
て
は
、
ま
ず
、
不
等
号
を
用
い
て
値
の
範
囲
が
表
現
で
き

る
こ
と
と
、
与
え
ら
れ
た
不
等
式
を
確
実
に
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
こ
と
が
必

要
で
あ
る
。
そ
の
た
め
に
は
生
徒
自
身
が
第

1
学
年
で
学
習
し
た
文
字
式
の
学
習
に
お
い
て
、
文

字
式
、
等
式
、
不
等
式
と
い
っ
た
式
に
よ
り
何
が
表
現
で
き
る
の
か
を
想
起
し
、
主
体
的
に
表

現
さ
れ
た
数
量
や
そ
の
関
係
を
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
。
確
率
の
と
り
得
る
値

の
範
囲
に
つ
い
て
も
、
生
徒
自
身
が
決
し
て
起
こ
ら
な
い
と
き
の
確
率
は

0
で
あ
り
、
必
ず
起
こ

る
と
き
の
確
率
は

1
で
あ
る
こ
と
を
、
具
体
例
を
基
に
見
い
だ
せ
る
よ
う
に
す
る
。
そ
の
と
き
、

確
率
の
値
が
負
の
数
に
は
な
ら
な
い
こ
と
、
確
率
が
１
よ
り
大
き
く
な
ら
な
い
こ
と
に
つ
い
て

も
生
徒
自
身
が
導
け
る
よ
う
に
す
る
。
こ
れ
ら
を
踏
ま
え
、
確
率
の
値
の
範
囲
を
ど
う
表
現
す

れ
ば
よ
い
か
を
個
別
又
は
協
同
で
考
え
さ
せ
、
起
こ
り
得
る
確
率
の
値
は
文
字
を
使
っ
て
表
す

と
よ
い
こ
と
や
、
記
号
は
＞
や
＜
で
は
な
く
≧
や
≦
に
な
る
こ
と
な
ど
を
追
究
さ
せ
て
、
範
囲

は
0≦

ｐ
≦
1
と
表
せ
る
と
導
く
こ
と
が
で
き
る
よ
う
な
探
究
的
な
学
び
が
必
要
で
あ
る
。
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Ⅲ-2 算数・数学科 特定の課題に対する調査 教科等別結果の分析と考察 
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４ 総括：算数・数学教育における学びの構造転換に向けて      
 

算数・数学科では、調査開始来、学年進行に伴い R1・2 の割合が増加する傾向がみられ

る。また、どの学年においても、思考力や表現力、意味理解に課題がみられている。これ

らの結果から、つまずいたり学び残したりする児童・生徒のみならず、課題が容易なため

に過程を共有したり説明したりする必要性を十分に感じていない児童・生徒の両姿が想像

できる。これは、「同じことを、同じペースで、同じ方法で」という学びの在り方に根本

の要因がある。児童・生徒主体でかつ個の多様性を生かした学びへの転換が求められる。 

新学習指導要領では、主体的・対話的で深い学びの実現に向けた学び方の改善を求めて

いる。学校教育の目的は、よりよい人生を送るための生きる力を確実に育むことにある。

幼児教育の遊びを通した学びで十分芽生えのある主体的な学びを義務教育に円滑につなぐ

とともに、多様性に応じながら学び方の連続性を確保する。その実現に資する本質的な要

素が、個別・協同・探究という学びの構造転換を具体化・実践化するための視点である。  

 「個別」の学びとは、学びを自己決定・自己選択することに本質がある。自ら問いをも

つ、自分なりの仕方で解決する、学び方(手段・形態)を決めるなど、探究過程の全てを自

己決定・自己選択で貫くことにより、主体性が喚起し、学習課題や学習方法の多様性を広

げることができる。例えば、計算の仕方を考える場合、一人一人が数値を決める、計算の

仕方の共通点を見付けるために相手を選んで対話する、見いだした共通点を基に新たな問

いを生んだり、発展問題の解決に取り組んだりするといった展開である。 

さらに、内発した主体性は、個だけでなく「協同」へと広がる。「友達の考えを聞きた

い・知りたい・理解したい」という思いが、協同の学びを自ずと生じさせる。互いに考え

を補完したり、高め合ったりすることで、理解の定着や思考の醸成を図るだけでなく、学

び方としての協同を育むこともできる。例えば、小学校第 2 学年の何百＋何百の計算の仕

方を考える学習では、百の位の数値を決め、計算の仕方を説明する。繰り上がりの有無に

かかわらず、「百の位の数だけ足す」「それぞれの位同士を足す」という考え方を共有す

る中から「同じ位の数同士を計算する」「100 を単位にして計算する」という共通点を見

いだし、数学的な見方・考え方を働かせる学びに高めることができる。教員は個々に寄り

添う共同探究者だけでなく、ときに支援者、教授者であることも忘れてはならない。 

そして、個別・協同で見いだした共通点と既習を基に考えること、換言すれば、数学的

な見方・考え方を働かせて論理的、統合的・発展的に考えることこそが「探究」の学びで

ある。先ほどの何百＋何百を例にすると、「位に着目する」「数のまとまりに着目する」

という数学的な見方を見いだしたら、「それなら、何千＋何千も計算できる」「桁数に関

係なく計算することができる」等と考え、「9000＋6000」「88000＋88000」のような発展

問題を作成し、新たな課題を解決したり、「同じ位同士計算するということは、これまで

学習したことと同じだ」と既習事項と結び付けて、統合的に考えたりすることである。 

学びを自己決定・自己選択によって貫くことにより、多様な考えが生まれる。それらを

認め合うことで共に学び、共に生きることそのものを学ぶ。一斉から個別・協同・探究を

融合した構造へと学びを転換することで、真に学習者主体の学びとなる。学びの構造転換

は、こうして新しい時代に必要となる三つの資質・能力の育成を実現し、共に生きる中で

自らの道を選び、拓く、すなわち、よりよい人生を切り拓くことへと導くのである。 
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